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【目　次】
基本政策１　未来の希望が輝くまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

1 婚活支援事業（蓮田で家族になろう。事業） 政策調整課、商工課、子ども支援課 10
2 不妊治療費助成事業 子ども支援課 10
3 母子保健推進事業 子ども支援課 11
4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業 庶務課、商工課、子ども支援課 11
5 乳幼児とのふれあいの推進事業 学校教育課、保育課 12
6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業 政策調整課、広報広聴課 12
7 子育て世代包括支援センター整備推進事業 子ども支援課 12
8 予防接種事業 子ども支援課 13
9 乳幼児健康診査事業 子ども支援課 13
10 小児救急医療体制の充実 健康増進課 13

11 食育の推進事業
健康増進課、学校教育課
子ども支援課、社会教育課

14-15

3 母子保健推進事業（再掲） 子ども支援課 15
12 子どものための教育・保育給付事業 保育課 16

13
ブックスタート事業（はすぴぃのふれあい子育て「はじめての
絵本」）

子ども支援課、社会教育課 16

14 子ども読書支援センター（多世代交流サロン）整備事業 社会教育課 16
(1) 子育て支援 15 子ども・子育て支援事業計画の推進 子ども支援課 17

16 こども医療費助成事業 子ども支援課 18
17 保育料の経済的負担の軽減 保育課 18
18 多子世帯応援事業 子ども支援課、保育課 18
19 【事業完了】幼稚園就園奨励費の補助 保育課 18
20 待機児童対策の推進事業 子ども支援課、保育課 19
21 保育サービスの充実 子ども支援課、保育課 19
22 【事業完了】民間事業者等による放課後児童健全育成事業 保育課 19
23 ファミリー・サポート・センター事業の推進 子ども支援課 20
24 家庭保育室の支援事業 保育課 20
25 病児・病後児保育事業 子ども支援課、保育課 20
26 保育士、学童保育所指導員等の研修の充実 子ども支援課、保育課 21
27 発達や個性に応じた保育内容の充実 子ども支援課、保育課 21
28 公園整備事業 みどり環境課 22
29 子育てにやさしい公共施設などの整備事業 庶務課 22
30 子育て情報誌発行事業 子ども支援課 22
31 公開型地理情報システム整備事業 都市計画課 22
32 子ども110番の家推進事業 学校教育課 23
33 子育て世帯向け防災訓練事業 危機管理課 23

34 公共施設の安全対策の充実
教育総務課、学校教育課
子ども支援課、保育課

23

35 児童虐待防止対策事業 子ども支援課 24

36 子どもの貧困対策事業
福祉課、教育総務課
子ども支援課

25

(4)
子どもと出かけられる環境の整
備

(5) 安心・安全

1
結婚～乳幼児の
子育て支援

(1)
結婚、出産、子育ての切れ目の
ない支援

(2) 子どもの健康

(3) 幼児教育の充実促進

(6) 子どもの権利の保障

2
子育て環境の整
備

(2) 子育ての負担軽減

(3) 保育環境の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

37 青少年健全育成支援事業 子ども支援課 26
38 公民館などを利用した子ども向け講座の開催 社会教育課 26
39 学校施設の活用 社会教育課、文化スポーツ課 27
40 放課後子供教室の実施 社会教育課 27
41 地域子育て支援拠点の充実 学校教育課、子ども支援課、保育課 28
42 地域で支える子育て支援事業 保育課 28
7 子育て世代包括支援センター整備推進事業（再掲） 子ども支援課 29
43 子育てサークルの育成支援事業 子ども支援課、社会教育課 30
44 子育て活動促進事業 子ども支援課、社会教育課 30
45 母子愛育会活動支援事業 子ども支援課 31
46 家庭教育支援事業 子ども支援課 31
47 地域交流機会の創出 社会教育課、文化スポーツ課 31
48 小・中学校人権教育推進事業 学校教育課 32
49 心の教育・教育相談体制づくり事業 学校教育課 32
50 発達支援センター推進事業 学校教育課 32
51 特別支援教育推進事業 学校教育課 32
52 健康教育推進事業 学校教育課 33
53 小・中学校水泳指導民間連携事業 教育総務課 33
54 退職教員による定期的補充学習推進事業 学校教育課 33
55 はすだっ子ペンの達人！等事業 学校教育課 33
56 理科支援員の全校配置 学校教育課 34
57 少人数学級の学年拡大 教育総務課,学校教育課 34
58 中学校部活動推進事業 学校教育課 35
59 外国語指導助手招致事業 学校教育課 35
60 外国語指導助手小学校配置推進事業 学校教育課 35
61 小・中学校英語教育推進事業 学校教育課 35
62 中学校国際親善訪問団派遣事業 学校教育課 36
63 小・中学校大規模改修事業 教育総務課 37
64 小・中学校校庭整備事業 教育総務課 37
65 学校給食の充実 教育総務課 37
66 小・中一貫教育モデル校指定事業 学校教育課 37
67 情報化推進事業 学校教育課 38
68 就学援助費の支給事業 子ども支援課 38
69 地域ぐるみの子ども安全推進事業 学校教育課 38
70 交通指導員の配置事業 自治振興課 38
71 開かれた学校づくり 学校教育課 39
72 コミュニティ・スクール導入事業 学校教育課 39
73 教職員の資質向上 学校教育課 39

(4) 環境教育の推進 74 農地や林などを活用した環境教育推進事業 学校教育課 40

4 学校教育の充実

(1) 教育内容の充実

(2) 教育環境の充実

(3) 学校の教育力の向上

3
地域や家庭にお
ける子育て支援

(1) 健全育成

(2)
子育て支援拠点の整備・利用促
進

(3)
地域の関係機関と連携した子育
て支援
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【目　次】
基本政策２　健康で安心して暮らせるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

75 意識啓発・広報活動推進事業
庶務課、商工課
福祉課、社会教育課

41

76 福祉教育の推進・福祉意識の醸成事業 学校教育課、社会教育課 42
77 地域交流機会の提供事業 長寿支援課、保育課 43
78 多世代交流の促進事業 学校教育課、保育課 43
79 自治会の活動支援事業 自治振興課 44
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 44
80 社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実 福祉課 45
81 地域活動・ボランティア活動の推進事業 福祉課、健康増進課、長寿支援課 45
82 地域活動の担い手の育成事業 福祉課、長寿支援課,学校教育課 46
44 子育て活動促進事業（再掲） 子ども支援課、社会教育課 46
83 障がい者支援体制の確立（自立支援給付事業） 福祉課 47
84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業） 福祉課 47
85 蓮田市障がい者就労支援事業 福祉課 48
86 障がい者作業所等運営支援事業 福祉課 48
87 はなみずき作業所整備事業 福祉課 48
88 高齢者の生きがい支援事業 長寿支援課 49
89 シルバー人材センター支援事業 長寿支援課 49
90 高齢者の総合相談・権利擁護事業 在宅医療介護課 50
91 高齢者見守り支援ネットワーク事業 在宅医療介護課 51
92 在宅医療・介護の連携体制の充実 在宅医療介護課 51
93 公共交通整備事業 都市計画課 52
94 高齢者援護・措置事業 長寿支援課 52
95 介護保険事業（介護保険運営事業） 長寿支援課 53
96 介護保険事業（地域支援事業） 長寿支援課、在宅医療介護課 53
97 介護予防・日常生活支援総合事業（地域支援事業） 在宅医療介護課 54
98 心の健康相談事業 健康増進課 55
99 がん検診事業 健康増進課 55
100 特定健康診査、特定保健指導事業 健康増進課 56

(2) 地域の健康づくりの推進 101 健康づくり推進事業 健康増進課 57
102 地域救急医療体制の充実 健康増進課 58
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 在宅医療介護課 58

(1) 国民健康保険制度の適正な運営 103 国民健康保険の適正な運営 国保年金課 59

(2)
後期高齢者医療制度の適正な運
営

104 後期高齢者医療広域連合との連携 在宅医療介護課、国保年金課 60

(3) 国民年金事務の円滑な運営 105 国民年金事務 国保年金課 61
(4) 生活困窮者支援（生活保護） 106 生活保護制度の適正な運営と自立支援 福祉課 62

2 障がい者支援

(1) 自立支援体制

(2) 社会参加に向けた環境整備

1
地域でともに支
え合う福祉の推
進

(1) 相互扶助意識の高揚

(2) 地域福祉環境の整備

(3) 地域福祉活動の充実

4
健康づくりの支
援

(1) 心と体の健康づくり

(3) 地域保健医療体制の整備

3 高齢者支援

(1)
生きがいづくり・社会参加の促
進

(2)
生活（自立）支援・権利擁護の
充実

(3)
介護保険制度の適正な運営と推
進

5
各種社会保障制
度の適正な運営
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 地域における防犯対策の推進 107 防犯対策推進事業 危機管理課 63
(2) 防犯体制の充実 108 警察署の誘致 危機管理課 64
(3) 防犯対策の推進 109 街路灯整備推進事業 自治振興課 65

110 防災備蓄倉庫及び防災資機材の整備事業 危機管理課 66
111 自主防災組織育成事業 危機管理課 66
112 【事業完了】公共建築物の耐震補強整備事業 庶務課、建築指導課 67
113 木造住宅耐震診断・耐震改修補助事業 建築指導課 67
114 老朽管更新事業 水道課 67
115 公共下水道整備事業 下水道課 68
116 消防施設整備事業 消防課 68
117 排水路施設等整備事業 農政課、道路課 69
118 地域防災計画の改定と各種マニュアル整備事業 危機管理課 70
119 遠隔地自治体との災害支援体制の充実 危機管理課 70
120 情報伝達体制整備事業 危機管理課 71
121 情報セキュリティ対策の整備 電算課 71
122 新型インフルエンザ等対策の整備 健康増進課 72
123 消防設備整備事業 消防課 73
116 消防施設整備事業（再掲） 消防課 73

(2) 救急体制の充実 124 救急体制の強化 消防課 74
125 消防団の活性化推進事業 消防課 75
126 消防訓練等実施事業 消防課 75
127 交通安全施設等整備事業 自治振興課 76
128 放置自転車対策の推進事業 自治振興課 76
129 交通安全啓発事業 自治振興課 76
130 通学路の安全確保事業 自治振興課、道路課、学校教育課 77
131 消費生活相談事業 商工課 78
132 消費者教育推進事業 商工課 78

基本政策３　学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

133 生涯学習推進事業 政策調整課、社会教育課 79
134 生きがいづくりと社会参加推進事業 社会教育課 79
88 高齢者の生きがい支援事業（再掲） 長寿支援課 79
135 図書館システムの最適化及び学校図書館資源共有化推進事業 社会教育課 80
136 図書館機能・サービスの充実 社会教育課 80
137 総合文化会館運営事業 文化スポーツ課 81
138 ハストピアサポーターズ事業 文化スポーツ課 81
139 文化財啓発事業 学校教育課、社会教育課 82
140 国指定史跡黒浜貝塚整備・活用事業 社会教育課 82
141 市内貝塚群国指定史跡化推進事業 社会教育課 82
142 埋蔵文化財保存事業 社会教育課 83
143 【事業完了】市指定文化財保存修復事業 社会教育課 83

(1) 防災対策の推進

(2) 災害に強いまちづくりの推進

(3) 危機管理体制の確立

6 防犯対策の推進

7
防災対策・危機
管理体制の充実

9
交通安全対策の
推進

(1) 交通安全対策の充実

10 消費生活保護 (1) 消費生活の安全確保

8
消防・救急体制
の充実

(1) 消防体制の充実

(3) 地域における消防力の充実

2
地域に根差した
文化の継承と活
用

(1) 芸術・文化活動の振興

(2) 歴史・文化の保全と活用

1
生涯学習を通し
た生きる力の育
成

(1) 生涯学習体制の充実

(2) 学習環境の充実
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

144 国際交流推進事業 自治振興課、学校教育課 84
59 外国語指導助手招致事業（再掲） 学校教育課 84
60 外国語指導助手小学校配置推進事業（再掲） 学校教育課 84
61 小・中学校英語教育推進事業（再掲） 学校教育課 85
62 中学校国際親善訪問団派遣事業（再掲） 学校教育課 85
145 スポーツ団体育成・支援事業 文化スポーツ課 86
146 スポーツ・レクリエーション普及事業 文化スポーツ課 86
147 スポーツ・レクリエーション指導者の育成 文化スポーツ課 86
58 中学校部活動推進事業（再掲） 学校教育課 86

(2) スポーツ施設整備の促進 148 スポーツ施設整備事業 みどり環境課、文化スポーツ課 87
149 人権教育・啓発推進事業 庶務課、社会教育課 88
150 いじめ防止対策推進事業 庶務課、学校教育課 88

6 平和行政の推進 (1) 平和意識の高揚 151 平和行政推進事業 庶務課 89
152 男女共同参画への意識づくり 庶務課 90
4 ワーク・ライフ・バランスの推進事業（再掲） 庶務課、商工課、子ども支援課 90

(2) 相談体制等の充実 153 男女間のあらゆる暴力のない社会づくり 庶務課、子ども支援課 91

基本政策４　地域の資源が活
い

きるまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 企業立地促進 154 産業基盤整備事業
農政課、商工課、都市計画課
産業団地整備課、建築指導課

92

(2) 創業支援 155 創業支援事業 商工課 93
156 中心市街地の活性化推進事業 商工課 94
157 商工会との連携支援事業 商工課 94
158 商業団体活性化推進事業 商工課 94
159 サービスエリア活用事業 農政課、商工課、都市計画課 95

160 あらゆる世代の就業支援事業
商工課、福祉課
長寿支援課、子ども支援課

96

155 創業支援事業（再掲） 商工課 97
161 地域資源の発掘・活用による蓮田ブランドの創出 広報広聴課、農政課、商工課 98
162 【事業完了】はすだFutureプロジェクト支援事業 商工課 98
163 特産品振興事業 農政課、商工課 99
164 産業振興支援事業 農政課 99
165 道の駅「はすだ」推進事業 農政課、商工課、道路課 99

5
人権教育・啓発
の推進

(1) 人権意識の高揚

7
男女共同参画の
推進

(1) 男女共同参画の促進

3
国際交流・多文
化共生

(1) 地域交流・多文化交流の促進

4
スポーツ・レク
リエーションの
振興

(1)
スポーツ・レクリエーション活
動の促進

1 産業の創出支援

2 産業育成・支援

(1) 産業振興・経営基盤の強化

(2) 就労支援

(3) 地域資源の活用
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

166 生産基盤整備促進事業 農政課 100
167 環境にやさしい農業への取組 農政課 100
168 地産地消の推進事業 農政課 100
169 農産物直売所の整備事業 農政課 100
170 ふれあい農園管理運営事業 農政課 100
171 交流ふれあい支援事業 農政課 101
172 農業担い手育成支援事業 農政課 101
173 梨農家担い手確保支援事業 農政課 101
174 貸農園事業 農政課 101
175 農業経営の法人化支援事業 農政課 101

基本政策５　潤いのある快適なまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

(1) 地球温暖化対策の推進 176 自然エネルギー活用システム設置費補助金交付事業 みどり環境課 102
177 花と緑のまちづくり事業 自治振興課、みどり環境課 103
178 自然環境保全支援事業 みどり環境課 103
179 黒浜沼周辺整備事業 みどり環境課 103
180 山ノ神沼周辺整備事業 みどり環境課、農政課 104
181 環境教育・環境学習推進事業 みどり環境課 105
74 農地や林などを活用した環境教育推進事業（再掲） 学校教育課 105

(1) 循環型社会の推進 182 資源リサイクル奨励金交付制度 みどり環境課 106
183 蓮田白岡衛生組合運営事業 みどり環境課 107
184 農業集落排水整備事業 下水道課 107
185 合併処理浄化槽設置整備事業 下水道課 107
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 108
186 環境衛生支援事業 みどり環境課 109
187 環境美化推進事業 みどり環境課 109

(1) 空き家等対策の推進 188 空き家等対策事業
危機管理課、みどり環境課
建築指導課

110

189 放射線測定事業
みどり環境課、学校教育課
保育課、消防課

111

190 給食用食材の放射性物質検査事業 教育総務課、保育課 112
191 土地利用計画の見直し 都市計画課 113
192 地区計画の策定 都市計画課 113

193 【事業完了】西口再開発ビル整備推進事業
庶務課、市民課、
子ども支援課、保育課

114

194 拠点地域づくりの推進
政策調整課、都市計画課、
総合窓口管理課、文化スポーツ課

115

200 ＪＲ宇都宮線利便性向上事業 都市計画課 116

2 環境衛生の推進
(2) ごみ・し尿処理体制の充実

(3) 環境美化活動の充実

3 農業の振興 (1) 都市型農業の振興

1 環境保全の推進
(2) 環境地域活動の充実

(3) 環境教育の充実

3
安心・安全な生
活環境

(2) 放射線対策の推進

4
魅力あるまちづ
くりの整備

(1)
快適で暮らしやすいまちづくり
の推進

(2) 魅力ある拠点づくりの推進
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

195 スマートＩＣ整備推進事業 都市計画課、道路課 117
196 幹線道路の整備推進 都市計画課、道路課 117
197 橋りょう整備事業 道路課 118
198 生活道路整備事業 道路課 118
199 道路補修・排水整備事業 道路課 118
117 排水路施設等整備事業（再掲） 農政課、道路課 119
165 道の駅「はすだ」推進事業（再掲） 農政課、商工課、道路課 119
200 ＪＲ宇都宮線利便性向上事業（再掲） 都市計画課 120
93 公共交通整備事業（再掲） 都市計画課 120
201 健全な上水道事業の経営 水道課 121
114 老朽管更新事業（再掲） 水道課 121
115 公共下水道整備事業（再掲） 下水道課 122
184 農業集落排水整備事業（再掲） 下水道課 122
185 合併処理浄化槽設置整備事業（再掲） 下水道課 123
202 公園リノベーション事業 みどり環境課 124
203 キッズパークはすだ事業 みどり環境課 124
28 公園整備事業（再掲） みどり環境課 125
177 花と緑のまちづくり事業（再掲） 自治振興課、みどり環境課 126
179 黒浜沼周辺整備事業（再掲） みどり環境課 126
180 山ノ神沼周辺整備事業（再掲） みどり環境課、農政課 126
166 生産基盤整備促進事業（再掲） 農政課 127
170 ふれあい農園管理運営事業（再掲） 農政課 127
171 交流ふれあい支援事業（再掲） 農政課 127
174 貸農園事業（再掲） 農政課 127

基本政策６　地域活動が活性化されたまちをつくる
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

204 コミュニティ活動への支援事業 自治振興課 128
79 自治会の活動支援事業（再掲） 自治振興課 128
205 ＮＰＯ・市民活動支援事業 自治振興課 129
206 市民協働推進事業 自治振興課 129
207 市民イベント等支援事業 政策調整課 129
42 地域で支える子育て支援事業（再掲） 保育課 129
43 子育てサークルの育成支援事業（再掲） 子ども支援課、社会教育課 130
44 子育て活動促進事業（再掲） 子ども支援課、社会教育課 130
45 母子愛育会活動支援事業（再掲） 子ども支援課 131
47 地域交流機会の創出（再掲） 社会教育課、文化スポーツ課 131
69 地域ぐるみの子ども安全推進事業（再掲） 学校教育課 131
81 地域活動・ボランティア活動の推進事業（再掲） 福祉課、健康増進課、長寿支援課 132
82 地域活動の担い手の育成事業（再掲） 福祉課、長寿支援課,学校教育課 132
138 ハストピアサポーターズ事業（再掲） 文化スポーツ課 133
146 スポーツ・レクリエーション普及事業（再掲） 文化スポーツ課 133
162 はすだFutureプロジェクト支援事業（再掲） 商工課 133
177 花と緑のまちづくり事業（再掲） 自治振興課、みどり環境課 133

5
道路・交通網の
整備

(1) 道路・橋りょう等の整備

(2) 公共交通の利便性の向上

7
公園の整備と緑
地の保全

(1) 魅力ある公園の整備

(2) 農地・緑地の保全と創造

6
上水道の安定供
給と下水処理の
推進

(1) 上水道の整備・充実

(2) 下水道の整備・充実

1 市民協働の推進

(1) 地域コミュニティの活性化

(2) 市民活動・NPO活動の支援
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【目　次】
№ 政策名 № 施策名 № 主要事業名 担当課 ページ

208 情報公開制度の充実 庶務課 134
121 情報セキュリティ対策の整備（再掲） 電算課 134
209 蓮田市都市計画図基本図作成事業 都市計画課 135
31 公開型地理情報システム整備事業（再掲） 都市計画課 135
67 情報化推進事業（再掲） 学校教育課 135
120 情報伝達体制整備事業（再掲） 危機管理課 135
210 シティセールスの推進 政策調整課、広報広聴課 136

211
マスコットキャラクターや広報大使を活用したシティセールス
推進事業

広報広聴課、商工課 137

212 パブリックコメント制度の充実 広報広聴課 137
6 定住・子育て応援促進サイトの運営事業（再掲） 政策調整課、広報広聴課 138
213 行政改革等推進事業 政策調整課、関係各課 139
214 人材育成推進事業 秘書課 139
215 財政健全化事業 財政課 139
216 総合行政システム整備事業 電算課 140

(2) 施設の計画的な管理 217 インフラ維持管理の効率的なマネジメントの実施 庶務課、関係各課 141
218 中央公民館パーキングシステム導入・活用事業 社会教育課 142
53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 142

(4) 行政組織の効率化・人材育成 219
蓮田市定員適正化計画及び蓮田市特定事業主行動計画の進行管
理

政策調整課、秘書課 143

220 近隣市町連携事業 政策調整課、広報広聴課 144
221 長野県松川町（遠隔地自治体）等との友好交流 広報広聴課、学校教育課 144
84 障がい者支援体制の確立（地域生活支援事業）（再掲） 福祉課 145
92 在宅医療・介護の連携体制の充実（再掲） 在宅医療介護課 145
183 蓮田白岡衛生組合運営事業（再掲） みどり環境課 146
222 彩の国ロードサポート制度の推進 道路課 147
223 教育機関等連携事業 政策調整課、関係各課 148
224 民間企業等連携事業 政策調整課、関係各課 149
225 東埼玉病院周辺の活用の検討 政策調整課、関係各課 150
53 小・中学校水泳指導民間連携事業（再掲） 教育総務課 150

80
社会福祉協議会との連携強化による福祉サービスの充実（再
掲）

福祉課 150

2
情報共有・情報
発信

(1)
情報公開の充実・個人情報の保
護

(2) 地域情報化の推進

(3) 広聴・広報の充実

4
関係自治体・関
係機関との連携

(1) 関係自治体との連携

(2) 関係機関との連携

3
健全・効果的な
行財政運営

(1) 計画的・効率的な行財政運営

(3) 民間活力の導入
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

政策調整課

商工課

子ども支援
課

不妊治療
費助成事
業

　高額の治療費がかかる不妊治
療について、経済的負担の軽減
を図るため、治療費を一部助成
する。また、夫婦そろって不妊
検査を実施した時の検査費の一
部助成を行う。

子ども支援
課

母子保健
推進事業

　妊娠、出産その後の育児を安
心して行えるようにするため、
妊産婦の健康診査や育児相談、
訪問指導を実施するとともに、
両親学級の開催等子育てに関す
る学習機会の充実を図る。

子ども支援
課

R4年度
決算額
（千円）

3

2

1

婚活支援
事業（蓮
田で家族
になろ
う。事
業）

　出会いの場を提供するため
に、関係団体と連携しながら市
内の地域資源を活用した婚活イ
ベントを実施する。イベント参
加者に蓮田市の魅力を発信し、
愛着をもってもらうことで、新
しく家族になろうとする世帯が
蓮田市に住んでもらえるよう働
きかける。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画

進行管理シート≪主要事業≫の見方

基本政策１

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）

令和４年度中に実施し

た内容に対する評価を

記載しています。

評価は、

・ａ達成

・ｂ一部達成

・ｃ未達成

・ｄその他

の4段階です。

令和４年度に実施すべき

内容を記載しています。 令和４年度中に実施した内

容を課ごとに記載していま

す。
今後実施する内容

を記載しています。

令和４年度の当初

予算額及び決算額
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

政策調整課 ※子ども支援課、商工課に記載のとおり － ※子ども支援課、商工課に記載のとおり 0 0

商工課
　実施主体であった（一社）蓮田青年会議所
が解散したことから、婚活イベントの実施は
できませんでした。

c 未達成
　商工会と実施者も含めて実現性につい
て協議を行っていきます。

200 0

子ども支援
課

　埼玉県で実施している「SAITAMA出会いサ
ポートセンター運営協議会」へ加入し、ス
ケールメリットを生かした支援を行いまし
た。
　また、蓮田駅西口行政センターにおいて出
張登録会を開催しました。

b 一部達成

　SAITAMA出会いサポートセンターに加入
を継続し、登録する市民を増やすため、
SAITAMA出会いサポートセンターの出張登
録会を市内で引き続き開催します。令和4
年度の出張登録会の参加人数が少なかっ
たことから、よりよい開催方法について
検討します。

54 54

不妊治療費
助成事業

高額の治療費がかかる不妊治療に
ついて、経済的負担の軽減を図る
ため、治療費を一部助成する。ま
た、夫婦そろって不妊検査を実施
した時の検査費の一部助成・不育
症検査費の一部助成を行う。
　なお、令和４年４月から一部の
治療が保険適用になるのに合わ
せ、周知を図る。

子ども支援
課

　令和4年度は、不妊治療費は延べ77件、不
妊検査費は延べ26件、不育症検査費は2件の
助成を行いました。
　早期不妊検査費・不育症検査費・不妊治療
費助成事業について市で発行している「健康
カレンダー」等で周知を図りました。

a 達成

　早期不妊検査費・不育症検査費助成事
業、不妊治療費の保険適用についてわか
りやすい周知に努め、制度を必要とする
かたへの情報提供を行います。

3,783 4,157

R4年度
決算額
（千円）

2

1

婚活支援事
業（蓮田で
家族になろ
う。事業）

　出会いの場を提供するために、
関係団体と連携しながら市内の地
域資源を活用した婚活イベントを
実施する。イベント参加者に蓮田
市の魅力を発信し、愛着をもって
もらう。また、新しく家族になろ
うとする世帯が蓮田市に住んでも
らえるよう働きかける。

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ

母子保健推
進事業

　妊娠、出産その後の育児を安心
して行えるようにするため、妊産
婦の健康診査や育児相談、訪問指
導を実施するとともに、両親学級
の開催等子育てに関する学習機会
の充実を図る。

子ども支援
課

　母子健康手帳交付時に一緒に交付する妊婦
健康診査助成・産婦健康診査助成について、
市役所・西口包括支援センターでの交付時に
面接し、妊婦健康診査・産婦健康診査の必要
性について説明しました。
　両親学級は、平日コースは集団で行い、土
曜日は西口包括支援センターで個別に（プレ
ママパパ相談）行いました。

a 達成

　妊婦健康診査・産婦健康診査助成制度
を行っています。また、出産・子育て応
援給付金と伴走型相談支援が始まり、す
べての人へ妊娠届出の面接、出産後の訪
問を行い、妊娠期からの切れ目のない支
援を続け安心安全な妊娠、出産、育児を
送れるようにサポートしていきます。両
親学級とプレママパパ相談を定期的に
行っていきます。

53,459 44,111

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」のR3年度実
施分の進行管理を行いました。
　女性活躍推進セミナーについては、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の観点から開催を
中止としました。

b 一部達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づ
き、各課で所管された事業が具体的に実
施されるよう進行管理を行うとともに、
男女共同参画推進に向けたセミナーを開
催します。

0 0

商工課

　令和5年1月25日及び2月7日に、埼玉県・
鶴ヶ島市との共催により、女性対象の在宅
ワーカー育成セミナーを開催しました。（オ
ンライン）
　国・県などで行われるセミナーの開催案
内、制度に関する情報を健康福祉部、生涯学
習部、学校教育部の関係各課へ提供しまし
た。

a 達成

引き続き国・県などで行われるセミナー
の開催案内、制度に関する情報提供など
を行っていきます。
　庶務課と共同で、男女共同参画をテー
マとしたセミナーの実施について検討し
ていきます。

0 0

子ども支援
課

　新型コロナウイルス感染症の流行が長期化
する中、対面による助産師からの沐浴指導等
を希望する人が増えました。このことから、
従来から集団で実施している両親学級に加
え、個別で実施するプレママパパ相談を実施
しました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症の位置づけ
が５類に移行したため、集団で行う両親
学級の予約枠を増やし、父親の役割等の
講話を実施するなど、男性の子育て参加
の促進を図ります。プレママパパ相談も
好評であったため、引き続き実施し、男
性の子育て参加の促進を図ります。

54 54

3

4

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの推進
事業

　仕事と子育ての両立ができる働
きやすい環境づくりの推進のた
め、母子健康手帳交付時等におい
て支援制度の周知に努めるほか、
両親学級において父親の役割等の
講話を実施するなど男性の子育て
参加の促進を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（１）結婚、出産子育ての切れ目のない支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）主要事業

№

ＰＬＡＮ

学校教育課

　新型コロナウイルス感染症の影響で、中学
生による社会体験チャレンジでの幼稚園や保
育園での活動ができませんでしたが、中学校
3年生の家庭科の学習では、保育の分野を学
習しました。

b 一部達成
　新型コロナウイルス感染症防止対策を
十分考慮しながら実施できる方法につい
て検討を進めていきます。

0 40

保育課

　子育て支援センターで小学生の生活科の授
業の職場訪問を受け入れました。また、高齢
者の交流事業を行いました。また、児童セン
ターでは、中学生の職場訪問を受け入れまし
た。
　子育て支援センターにおいて、高齢者との
交流事業を実施しました。

a 達成
　今後も、新型コロナウイルス感染症が
流行る以前のように実施できるよう検討
していきます。

0 0

政策調整課 0 0

広報広聴課 1,652 1,651

子育て世代
包括支援セ
ンター整備
推進事業

　妊産婦や母親の孤立感、負担が
高まる中、妊娠期から子育て期に
わたる切れ目のない支援を行うた
めに、子育て世代包括支援セン
ター事業を推進する。市役所及び
プレックス・キッズ内の２か所で
事業を推進する。

子ども支援
課

　子育て世代包括支援センターでは妊娠届出
時に、必ず保健師等が面接を行い母子健康手
帳を発行し、ハイリスク妊婦のかたの早期発
見、早期フォローに繋げられるよう努めまし
た。
　蓮田駅西口子育て世代包括支援センター
は、土日も開所しており、随時相談を受けま
した。
　また、令和5年度から本格的に開始する出
産・子育て応援給付金事業を3月から先行的
に実施し、出産応援給付金を257人に、子育
て応援給付金を263人に支給しました。

a 達成

　医療機関や子ども家庭総合支援拠点と
の連携を密にし、妊娠期・出産後のフォ
ロー体制を充実させていきます。
　また、相談を受ける保健師等の専門技
術の向上を図ります。
　出産・子育て応援給付金の支給に加え
て伴走型相談支援を実施し、子育ての不
安感・負担感の軽減と子育ての孤立化の
解消を図ります。

6,347 33,3287

5

　公式ホームページについて、次
期システムの検討、構築を行う。
並行して、定住促進サイト「ちょ
うどいい蓮田」について、アクセ
ス数の増加を図るため、内容を充
実させていく。

定住・子育
て応援促進
サイトの運
営事業

6

乳幼児との
ふれあいの
推進事業

　授業の一環として行う中学生社
会体験チャレンジ事業などを通じ
て、子育てに関する知識を習得で
きる機会を小・中学生に提供し、
子育てなどの意義に関する普及啓
発を図る。

　令和6年度に予定しているホームページリ
ニューアルにおいて、魅力的なサイトの構築
が可能となるよう、ホームページ推進員から
意見聴取をするなどして、次期契約(R5年度)
に向けた検討を進めました。

　現行サイトにおいて、記事・写真の充
実、更新を実施します。また、令和6年度
からのホームページリニューアルに向
け、次期システムの契約、サイトの構築
を進めます。

c 未達成
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

予防接種事
業

　予防接種法に基づき、感染の恐
れがある疾病の発生及びまん延を
予防するために予防接種を行い、
公衆衛生の向上及び市民の健康の
保持に寄与していく。
　また、予防接種のお知らせや市
の子育て情報等をメールで配信す
るサービスを継続していく。

子ども支援
課

　予防接種法に基づく「定期接種」のワクチ
ン接種について、医療機関に委託し個別接種
を行いました。
　令和4年4月から子宮頸がん予防ワクチンの
接種勧奨が再開し、同時に接種勧奨差し控え
のために接種機会を逃した方を対象に公費で
ワクチンを接種することができる救済措置制
度（キャッチアップ）が始まり、その全対象
者（14学年分の女子）に個別通知による接種
勧奨を行いました。
　お子さん一人ひとりにあわせて予防接種ス
ケジュールを作成できる「はすぴぃ子育てナ
ビ」の登録率は45％でした。

a 達成

　引き続き、予防接種法に基づく「定期
接種」のワクチン接種について、医療機
関に委託し個別接種を行います。
　R5年4月から、子宮頸がん予防ワクチン
の種類に9価ワクチン（シルガード）が追
加されたため、その周知と接種勧奨を行
います。
　また、4種混合ワクチンの接種開始年齢
が生後2か月からとなったため、対象者及
び医療機関に周知し、接種率の向上を
図っていきます。
　「はすぴぃ子育てナビ」についても、
機会を捉えてPRを継続していきます。

155,303 113,045

乳幼児健康
診査事業

　乳幼児が心身ともに健康に発育
できるようにするため、乳幼児の
成長段階に応じて健康診査を実施
し、病気や異常の早期発見や保護
者への保健指導・療育支援につな
げる。

子ども支援
課

　新型コロナウイルス感染予防のため、消毒
や換気等を徹底して実施しました。各健診の
受診率は、3～4か月児健診98.9％、9～10か
月児健診98.1％、1歳6か月児健診97.3％、3
歳児健診95.6％でした。

a 達成

　引き続き受診率の向上に努めるととも
に、3歳児健診において新たに屈折検査機
器を導入し、視覚異常の早期発見に取り
組みます。

6,707 6,195

小児救急医
療体制の充
実

　子どもが必要な時に必要な保健
医療サービスを受けられるよう、
休日等における急病者の医療を確
保する。
　利根保健医療圏医療連携推進協
議会（とねっと）による地域医療
ネットワークシステムによる地域
医療の管理・運営を支援するとと
もに、病院及び有床診療所が輪番
制で救急患者の診療を行う東部北
地区の病院群輪番制病院運営事業
や小児救急医療支援事業の運営に
対して支援する。

健康増進課
　小児救急医療拠点病院運営事業により、休
日及び夜間の診療体制の確保を予定通り行い
ました。

a 達成

  市民がいつでも安心して医療サービス
を受けられるように、引き続き「東部北
地区第二次救急の病院群輪番制病院運営
事業等」において、構成市町との連携を
強化し、事業運営を行っていきます。
  また、蓮田市医師会、南埼玉郡市医師
会との協力体制の整備及び幸手、加須保
健所との連携を図ります。

2,178 2,157

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

8

9

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

10
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

健康増進課

　食育推進員連絡会議を5回開催し、地域の
食生活支援のための情報共有や団体ごとに食
育推進の取組について検討しました。また、
会議の中において講演会も開催し、食育推進
員の資質の向上に努めました。
　市内小学校の養護教諭と連携し、管理栄養
士及び保健師による食育講座を実施しまし
た。
　食育推進員が中心となり作成したレシピ集
を団体の活動を通して配布しました。
　蓮田市食育推進計画（第２次）策定の基礎
資料のための、健康実態調査を実施しまし
た。

a 達成

　食育推進員連絡会議を開催し、食育推
進員の資質の向上、食に関する情報の共
有を図ります。また、引き続きレシピ集
を活用し、あらゆる機会をとらえて食育
推進を図ります。
　健康実態調査の内容を踏まえ、市の地
域課題に即した実行性のある計画となる
よう、食育推進員と協働して蓮田市食育
推進計画（第2次）策定します。

1,552 1,548

学校教育課

　県主催の「食育推進リーダー研修会」に市
内小・中学校から3名の教員が参加しまし
た。
　市内の学校に配置している栄養教諭や栄養
技師から児童・生徒に対して、栄養面等に関
する食育の授業を実施しました。

a 達成

　食育推進リーダー研修会の参加者の増
員を目指します。加えて、研修会の内容
や県の食育に関するリーフレットを周知
し、食育の推進を図ります。

0 0

子ども支援
課

　令和4年度に実施した両親学級の栄養講話
受講者は26人でした。
  乳幼児相談での栄養相談者は延べ46人でし
た。
　乳幼児健診での栄養相談は、3～4か月児健
診が延べ88人、9～10か月児健診が延べ115
人、1歳6か月児健診が延べ50人、3歳児健診
が延べ20人でした。
　また、離乳食教室の受講者は70人でした。

a 達成
　食育の必要性を乳幼児健診や両親学級
等様々な機会を捉えてPRしていきます。

0 0

　蓮田市食育推進計画の推進に向
けて、食育推進の活動を市全域で
実施する。
　令和元年度より、「食育推進
員」制度を発足させ、計画の推
進、食育推進の取り組み、食に関
する情報発信等を行う。
　食育推進員連絡会議では、研修
会、計画の報告・評価、情報交換
等を行い、計画の進捗管理を行
う。
　また、食育推進員が作成したレ
シピ集を活用し、あらゆる機会を
とらえて食育の推進を図る。
　令和４年度は、次期計画策定に
向けて健康実態調査を実施、令和
５年度は、第２次食育推進計画を
策定し、令和６年度からさらなる
計画の推進を図る。
　生涯学習分野においても、中央
公民館で開催している子ども講座
に食に関する講座を取り入れ、学
習の機会を提供する。

11
食育の推進
事業
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（２）子どもの健康

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

食育の推進
事業

　蓮田市食育推進計画の推進に向
けて、食育推進の活動を市全域で
実施する。
　令和元年度より、「食育推進
員」制度を発足させ、計画の推
進、食育推進の取り組み、食に関
する情報発信等を行う。
　食育推進員連絡会議では、研修
会、計画の報告・評価、情報交換
等を行い、計画の進捗管理を行
う。
　また、食育推進員が作成したレ
シピ集を活用し、あらゆる機会を
とらえて食育の推進を図る。
　令和４年度は、次期計画策定に
向けて健康実態調査を実施、令和
５年度は、第２次食育推進計画を
策定し、令和６年度からさらなる
計画の推進を図る。
　生涯学習分野においても、中央
公民館で開催している子ども講座
に食に関する講座を取り入れ、学
習の機会を提供する。

社会教育課

　公民館では、11月12日に日本薬科大学連携
事業として薬膳教室を開催し、定員8名のと
ころ140名の応募がありました。2月12日には
人間総合科学大学連携事業として食育に関す
る子ども講座を開催し、小学生親子7名が参
加しました。

a 達成

　公民館では、新型コロナウイルス感染
症の感染症法の位置づけが「5類感染症」
に変更したことを踏まえ、次年度も新し
い試みなど検討しながら、引き続き大学
と連携し、子どもが食に関心を持てるよ
うな事業の充実を図ってまいります。

15 46

母子保健推
進事業

　妊娠、出産その後の育児を安心
して行えるようにするため、妊産
婦の健康診査や育児相談、訪問指
導を実施するとともに、両親学級
の開催等子育てに関する学習機会
の充実を図る。

子ども支援
課

　母子健康手帳交付時に一緒に交付する妊婦
健康診査助成・産婦健康診査助成について、
市役所・西口包括支援センターでの交付時に
面接し、妊婦健康診査・産婦健康診査の必要
性について説明しました。
　両親学級は、平日コースは集団で行い、土
曜日は西口包括支援センターで個別に（プレ
ママパパ相談）行いました。

a 達成

　妊婦健康診査・産婦健康診査助成制度
を行っています。また、出産・子育て応
援給付金と伴走型相談支援が始まり、す
べての人へ妊娠届出の面接、出産後の訪
問を行い、妊娠期からの切れ目のない支
援を続け安心安全な妊娠、出産、育児を
送れるようにサポートしていきます。両
親学級とプレママパパ相談を定期的に
行っていきます。

53,459 44,111
3

（再掲）

11
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策１．結婚～乳幼児の子育て支援

施策（３）幼児教育の充実促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

子どものた
めの教育・
保育給付事
業

　認定こども園、保育園及び特定
地域型保育事業を運営する事業者
に対して、国の基準に基づく給付
を行う。

保育課
　認定こども園、保育園等41施設に対し、施
設型給付費または地域型給付費を給付しまし
た。

a 達成

　認定こども園、保育園及び特定地域型
保育事業を運営する事業者に対して、引
き続き国の基準に基づく給付を行いま
す。

880,314 691,430

子ども支援
課

　社会教育課と連携し、3～4か月児健診時に
ブックスタートを実施しました。
　また、3歳児健診時に図書館職員が本の紹
介や読み聞かせを実施しました。

a 達成
　引き続き社会教育課と連携し、ブック
スタート事業を推進していきます。

0 0

社会教育課

　3～4か月児健診会場で絵本と絵本バックを
プレゼントし、図書館案内等を配布しまし
た。
　R4年度は359名に絵本をプレゼントしまし
た。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため中止していた絵本の読み聞かせ体験を
3歳児健診会場で11月から再開しました。あ
わせて、紹介している本のリストの配布も行
いました。

a 達成
　引き続き、絵本を配布し、絵本で繋ぐ
親子の時間、ふれあいの時間を持ってい
ただけるように啓発していきます。

515 515

子ども読書
支援セン
ター（多世
代交流サロ
ン）整備事
業

　子どもたちの豊かな感性、表現
力、想像力を高める読書の効用を
提供できる機会や本に親しむ環境
を提供して子どもたちへの読書支
援を行う。
　また、あらゆる世代に対応した
読書環境の充実を図り、子どもか
らお年寄りまで多世代が交流でき
る場としての機能や子育て環境の
充実を推進する。

社会教育課

　図書館サポーターによる名画フィルム館や
蓮田おはなしの会によるおはなし会などのイ
ベントを開催し、子どもから高齢者まで楽し
める機会を提供しました。
　また、10月から11月にかけてはすっ子読書
連絡会と協力して「第1回はすっこフェス
ティバル」を開催し、延べ297名の方にご参
加いただきました。
　講演会も3回開催し、52名の方にご参加い
ただきました。
　各事業毎に関連する図書資料を会場内や図
書館入口付近に展示し、貸出を行いました。

a 達成

　引き続き、様々な世代が参加しやすい
事業を行い、図書館を身近に感じ、利用
できる読書環境づくりを推進していきま
す。

0 0

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

14

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

12

13

ブックス
タート事業
（はすぴぃ
のふれあい
子育て「は
じめての絵
本」）

　乳幼児健診時に乳児とその保護
者に絵本を手渡し、読み聞かせを
体験していただくことにより、絵
本を通して赤ちゃんと保護者が
ゆっくりと向き合い、楽しくあた
たまる時間を持つきっかけ作りを
行う。
　また、その後の健診や図書館事
業の中で、赤ちゃんと保護者が一
緒に本を開いて楽しんでいけるよ
う本の案内をするなどのフォロー
アップを行い、子育て支援の充実
を図る。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（１）子育て支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

子ども・子
育て支援事
業計画の推
進

　地域における子どもや子育て家
庭の状況に応じた子ども・子育て
支援を行うため、令和２年度から
令和６年度を計画期間とする第二
期子ども・子育て支援事業計画に
基づき事業を推進する。
　令和５年度以降はニーズ調査を
実施し、令和７年度から令和１１
年度を計画期間とする第三期子ど
も・子育て支援事業計画を策定す
る。

子ども支援
課

　9月に児童福祉審議会を開催し、子ども・
子育て支援事業計画の進行管理を行いまし
た。委員からは、保育園や学童保育所のニー
ズ、児童虐待に関することなどについて意見
がありました。

a 達成

　令和5年度は、ニーズ調査を実施し、次
期計画策定に係る資料とします。また、
こども基本法の成立を受け、「こども計
画」の策定が求められています。子ど
も・子育て支援法に基づく「子ども・子
育て支援事業計画」と一体のものとして
策定することが可能である旨国から示さ
れているため、今後も県や他市町の動向
を把握し、必要な準備を進めていきま
す。

128 51

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

15

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
R4年度

当初予算額
（千円）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（２）子育ての負担軽減

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

こども医療
費助成事業

　子どもが必要とする医療が容易
に受けられるように、満１８歳に
達する日以後の最初の３月３１日
まで入院・通院に係る医療費の一
部を助成する。また、埼玉県と連
携し令和４年１０月以降、県内の
市外の医療機関でも窓口での現物
給付が受けられるように、さらな
る制度の改善を進める。

子ども支援
課

　子どもが必要とする医療を容易に受けられ
るよう医療費の一部(保険診療分の一部負担
金)を助成することにより、福祉の増進を図
りました。また、10月から実施となった県内
現物給付化に対応し、受給者証の発行や市内
医療機関への周知等様々な事務を行いまし
た。

a 達成
　子どもが必要とする医療を容易に受け
られるよう、引き続き事業を実施しま
す。

216,308 214,333

保育料の経
済的負担の
軽減

　同一世帯から保育園等に入園し
ている第２子以降等の保育料につ
いて軽減を図る。

保育課
　蓮田市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の保育料に関する規則に基づき、保
育料の軽減を図りました。

a 達成

　継続して蓮田市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の保育料に関する
規則に基づき、保育料の軽減を図りま
す。

0 0

子ども支援
課

　埼玉県で行っている第3子以降の子どもが
生まれた世帯に配布する「3キュー子育てチ
ケット」や多子世帯応援ショップ事業の情報
を掲載した子育てガイドブックを配布し、制
度の周知を行いました。

a 達成

　埼玉県の「3キュー子育てチケット」事
業が令和4年度で終了になりました。その
代わりに、「子育てファミリー応援事
業」が創設され、市が実施する、児童が
出生した世帯に対する第1子からを対象と
した物品等支給事業に対して上乗せで
「コバトンベビーギフト」を配布する事
業が始まりました。市でも子どもの人数
に限らず子育て世帯の経済的負担の軽減
を図っていけるよう努めます。

0 0

保育課
　埼玉県と連携し、多子世帯における経済的
負担の軽減を図りました。

a 達成
　制度の周知を徹底し、保護者の申請漏
れを防ぎます。

0 0

幼稚園就園
奨励費の補
助

　令和元年１０月に実施された幼
児教育無償化において、幼稚園の
利用料が無償化事業の対象とされ
たため、本事業は同年９月末で終
了した。

保育課 事業完了

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）

18
多子世帯応
援事業

　埼玉県と連携し、保育園等に入
園する第３子以降の０歳児から２
歳児クラスの児童の保育料を無料
にすることや、第３子以降の子ど
もが生まれた世帯を対象にクーポ
ン券を配布することにより、多子
世帯における経済的負担の軽減を
図る。

19

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

16

17
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

子ども支援
課

　保育課の事業に一本化 a 達成 　保育課の事業に一本化 0 0

保育課

　保育園の入園希望者に対し、公立及び民間
保育施設の空き情報を案内し、希望の枠を広
げることにより待機児童の解消に努めまし
た。
　学童保育所については、4月から蓮田中央
小学校内の中央学童保育所第5において30名
の児童の受入れを開始しました。

a 達成
　引き続き、子ども支援課と連携し、待
機児童数の推計を踏まえ、総合的に検討
を進めていきます。

0 0

子ども支援
課

　保育園入園申込時において、子育てコン
シェルジュがわかりやすい情報の提供に努め
ました。また、就職の相談をたびたび持ち掛
けられたことから、マザーズハローワークや
埼玉県女性キャリアセンターと連携し、必要
な情報の提供に努めました。

a 達成
　引き続き子育てコンシェルジュがわか
りやすい情報の提供に努め、保育サービ
スの充実に努めます。

0 0

保育課

　感染予防対策を実施しながら中央、黒浜、
東、閏戸保育園において一時預かり事業を実
施しました。プレックス・キッズ内において
も、一時預かり事業を民間委託により実施し
ました。
　東保育園、中央保育園、蓮田みぬま保育園
において、保育時間の延長を行いました。

a 達成

　保育園の一時預かり及び延長保育につ
いては保育士の確保が課題であり、継続
して保育士の確保に努めます。
　引き続き私立保育園における一時預か
り事業、延長保育事業の委託を行いま
す。

30,663 21,747

民間事業者
等による放
課後児童健
全育成事業

　学童保育所の定員の増員、対象
児童の年齢拡大及び事業の効率的
な実施のため、民間（保護者会）
に学童保育所（放課後児童健全育
成事業）の委託を行い、事業実施
に係る委託費を支給する。

保育課 事業完了

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

20
待機児童対
策の推進事
業

　保育園については、認定こども
園や私立保育園に保育を委託する
とともに、待機児童の状況に応じ
て保育園等の整備や民間保育事業
者の誘致、幼稚園の認定こども園
への移行支援、企業主導型保育施
設の誘致を検討し、保育の受入枠
の拡大を図る。
　学童保育所については、待機児
童の状況に応じて施設整備を検討
する。

21
保育サービ
スの充実

　保護者が一時的に保育できない
ときのために、一時預かり事業を
実施する。中央保育園、閏戸保育
園、黒浜保育園、東保育園に加え
て、令和３年度からは蓮田駅西口
行政センターのプレックス・キッ
ズ内でも一時保育事業を開始す
る。
　また、東保育園、中央保育園、
蓮田みぬま保育園において、保育
時間の延長を行う。
　私立の保育園等においても一時
預かり事業及び延長保育事業の委
託を行うことで、保護者のニーズ
に対応する。

22
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ファミ
リー・サ
ポート・セ
ンター事業
の推進

　女性の社会進出が進む中で、仕
事と子育てとの両立が課題となっ
ており、地域において保育などの
援助を受けたい人と援助を行いた
い人を会員として登録し、会員相
互による子育ての相互援助活動を
支援するファミリー・サポート・
センター事業を推進する。
　蓮田駅西口行政センターのプ
レックス・キッズ内の他の機関と
連携し、業務の拡充を図る。

子ども支援
課

　ファミリー・サポート・センター事業を推
進しました。
　協力会員の募集に向けて、リーフレットを
刷新し、配布しました。
　また、燃料費の高騰や送迎距離の長距離化
などに伴い、送迎時の料金（市内100円、市
外200円）が実際にかかる燃料費よりも少な
くなるケースが増えていたため、距離数に応
じた料金体系に変更を行いました。
【令和5年3月末会員数】
依頼会員　352人
協力会員　 80人
両方会員　 40人
合計　　　472人

a 達成

　引き続きファミリー・サポート・セン
ター事業を推進します。
　依頼会員の需要の増加と協力会員の慢
性的な不足が続いていることから、協力
会員の募集を引き続き進めてまいりま
す。

4,454 3,960

家庭保育室
の支援事業

　保護者の労働または疾病等によ
り保育が必要となる３歳未満の乳
幼児を、蓮田市認可外保育施設指
導監督要綱に基づき安全に保育す
る家庭保育室に保育委託すること
により、保護者が安心して労働等
に専念できる環境を構築し、乳幼
児の福祉の向上を図る。

保育課
　委託先の家庭保育室に対して、運営費など
の補助を行いました。

a 達成
　市内在住の児童が他市の家庭保育室を
利用する場合に、運営費の補助金の事務
を適正に実施します。

397 113

子ども支援
課

　急な送迎や預かり、病児保育などファミ
リー・サポート・センターで対応ができない
依頼に対して、緊急サポートセンター埼玉に
依頼し、サポートを行いました。

a 達成

　引き続き事業を実施することでファミ
リー・サポート・センターで対応できな
い依頼に緊急サポートセンター埼玉で対
応するとともに、サポート会員の講習会
を実施し、登録会員の拡大を図ります。

877 877

保育課
　病後児保育事業については、令和5年度10
月から開始の方向で、事業者と、備品等の準
備や経費について打ち合わせを行いました。

a 達成
　病後児保育事業は令和5年10月事業開始
に向けて要綱整備や委託契約等の準備を
進めます。

0 0

病児・病後
児保育事業

　児童が病気または回復期にあ
り、保護者が労働等により保育で
きない場合に、緊急サポートセン
ター埼玉にサポート会員として登
録されている方が保護者に代わっ
て保育を行う。

23

25

24

-20-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（３）保育環境の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

子ども支援
課

　発達支援マネージャー研修を受講し、心身
障害児通園施設さくら園保育士1名、心身障
害児通園施設さくら園を管理する事務職員2
名が修了証を受領し、資質の向上に努めまし
た。

a 達成
　今後も県や職能団体が行う研修に積極
的に参加し、資質の向上に努めます。

6 0

保育課
　保育士については、埼玉県保育士会主催の
研修他、各種研修会に参加し、保育士等の資
質向上に努めました。

a 達成

　保育士については、今後も各種研修会
を通じ、保育士の資質向上に努めます。
　学童保育所指導員については、指定管
理者による定期的な研修を実施します。

277 186

子ども支援
課

　心身障害児通園施設さくら園では、保護者
との積極的なコミュニケーションに努め、園
児や保護者の満足度を高めるとともに、安全
配慮に努め、園児たちの事故等なく1年を送
ることができました。

a 達成

　引き続き心身障害児通園施設さくら園
において子どもの発達や個性に応じた保
育の質の向上に努めるとともに、安全に
配慮した保育内容の充実を図ります。

0 0

保育課
　研修等を通して、保育士の資質の向上を図
りました。ことばの教室については、各園年
2回巡回相談を実施しました。

a 達成

　引き続き、園児の能力や個性を尊重
し、それぞれの子どもの発達や個性に応
じた保育を実施します。
　研修を通して、保育士の資質の向上に
努めます。

0 0

保育士、学
童保育所指
導員等の研
修の充実

　各種研修会などを通じて、保育
士等の資質向上に努める。

27

発達や個性
に応じた保
育内容の充
実

　園児の発育・発達状況を把握
し、子どもの発達や個性に応じた
保育の質の向上に努めるととも
に、子どもの健康や安全に配慮し
た保育内容の充実を図る。

26
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（４）子どもと出かけられる環境の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

公園整備事
業

　子育て世代や多世代間交流の機
会が図れるふれあい活動の場とな
る空間や子どもの体力、探究心及
び創造性を向上させることのでき
る公園を整備する。
　また、遊具や設備について安全
点検を行い、計画的に魅力あるも
のに刷新するなど、誰もが利用し
やすい公園へと整備し、多様化す
るニーズに対応した総合公園の計
画など、新たな地域拠点づくりを
推進する。

みどり環境
課

　公園遊具等の施設安全点検を行い、事故を
未然に防ぐとともに、計画的に修繕や更新を
行いました。また、新たに、上町ふれあいの
森を公園として整備し、子育て世代などのふ
れあい活動の場となる空間の整備に努めまし
た。そのほか、近隣住民が安心して暮らせる
緑地として、黒浜緑地の整備設計等に取り組
みました。

b 一部達成

　公園内事故ゼロを目指し、公園遊具等
の施設安全点検を行い、事故を未然に防
ぐとともに、引き続き、施設の修繕、更
新を継続的に実施します。
　黒浜緑地整備については、近隣住民に
十分ご理解をいただき実施します。ま
た、誰もが利用しやすい公園として、老
朽化した堂山公園内のトイレの更新工事
を行います。

400,866 193,631

子育てにや
さしい公共
施設などの
整備事業

　子育て中のかたが安心して利用
できるように、子育てにやさしい
施設の整備を図り、多世代交流の
場としての環境整備を推進する。

庶務課
　4月にﾍﾞﾋﾞｰｶｰを1台追加受領し、子ども支
援課に配備しました。

a 達成
  現状の設備の機能を維持し、継続して
市民や担当部署からの意見を収集し見直
しを行っていきます。

0 0

子育て情報
誌発行事業

　市内の子育て支援施設、イベン
トや子どもの健康に関すること、
児童手当やこども医療費助成な
ど、子育てに係るさまざまな情報
をまとめた冊子をゼロ予算で作成
する。幼稚園や保育園の園児の保
護者に配付するほか、図書館など
の公共施設の窓口に設置する。

子ども支援
課

　第4版となる子育てガイドブック2022につ
いて、10月に発行しました。子育て関連施設
に配布するとともに、出生者や転入者に配布
して活用しています。

a 達成

　子育てガイドブック2022の配布を進め
ます。なお、発行から半年が経過してす
でに掲載情報が古くなっている箇所が出
てきたため、訂正内容をまとめた一覧表
を冊子に挟むことで対応するようにしま
す。

0 0

公開型地理
情報システ
ム整備事業

　市民サービスの向上を図るた
め、蓮田市地図情報システムに必
要に応じて公開データを追加す
る。

都市計画課

　国が進める３Ｄ都市モデルの整備事業を活
用し、蓮田市の３Ｄ都市モデルを作成し、
オープンデータ化しました。また、地図情報
システムに搭載している既存情報（都市計画
情報、指定道路網図等）の更新を実施しまし
た。

a 達成

　地図情報システム上において、令和4年
度に整備した３Ｄ都市モデルデータを表
示するためのシステム構築の検討及び高
虫西部地区の市街化編入に向けた情報更
新を実施します。

2,605 2,585

R4年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

29

30

31

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

28
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（５）安心・安全

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

子ども110
番の家推進
事業

　犯罪から子どもを守るため、緊急
の避難場所として「子ども１１０番の
家」の設置箇所数の増加を図る。

学校教育課

　子ども110番の家に加盟をしている個人の
協力者や事業所に対して、引き続きの設置を
お願いするとともに、設置看板が老朽化して
いる箇所の交換を行いました。

b 一部達成

　引き続き、子ども110番の家の設置につ
いて、各小学校区ごとに継続及び新規加
盟をお願いしていきます。また、老朽化
した看板の更新を進めます。

0 0

子育て世帯
向け防災訓
練事業

　災害弱者となりうる子育て世帯
向けに防災訓練を実施し、子育て
世帯だからこそ知っておかなけれ
ばならない災害時に対する備えの
普及啓発を行う。

危機管理課

　6月26日にパルシーで開催された「子育て
でつながろうMiniフェスタ」（参加者160
名）において、家具の固定などに関する防災
知識の普及を図りました。
　また、11月6日に市役所敷地内で開催され
た「親子ふれあい村」（参加者234名）で
は、子育て世帯向け防災ハンドブックや幼児
用非常食（156食）などを配布し、災害時へ
の備えについて、啓発を行いました。

a 達成
　引き続き、子育て世帯に焦点を当てた
啓発活動を行い、防災意識の高揚を図っ
ていきます。

41 40

教育総務課
　全小中学校において、「蓮田市立小・中学
校に設置する防犯カメラの管理及び運用に関
する要綱」に基づき運用を行いました。

a 達成

　全小中学校において、「蓮田市立小・
中学校に設置する防犯カメラの管理及び
運用に関する要綱」に基づき運用を行い
ます。

9,525 9,525

学校教育課
　防犯カメラの管理及び運用を適切に行いま
した。

a 達成

　引き続き、防犯カメラの管理及び運用
を適切に行っていきます。
　また、学校施設の安全点検を確実に実
施し、子どもが安心して安全に学校生活
が送れるよう支援していきます。

357 357

子ども支援
課

　蓮田駅西口行政センター内子育てサポート
コーナー「プレックス・キッズ」では、総合
窓口管理課と一緒に消防点検を行い、災害時
の避難方法についても訓練しました。

a 達成

　蓮田駅西口行政センター内子育てサ
ポートコーナー「プレックス・キッズ」
では、年度で入れ替わる会計年度任用職
員も多いため、定期的に訓練を行い、安
全対策の充実に努めてまいります。

0 0

保育課
　保育施設等の修繕が必要な箇所について修
繕対応を行いました。

a 達成
　保育施設等において、子どもたちが安
全に過ごせるよう安全点検を実施し、適
切に修繕を実施していきます。

2,418 1,898

R4年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

34
公共施設の
安全対策の
充実

　安全対策のために学校や教育セ
ンター、保育園、学童保育所、児
童センター等の公共施設に防犯カ
メラ等警備システムや避難階段等
を整備し、子どもの安全に配慮し
た施設の整備・運営に努め、子ど
もの安全を地域全体で見守る環境
づくりを推進する。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

32

33

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（６）子どもの権利の保障

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

児童虐待防
止対策事業

　要保護児童対策地域協議会を開
催し、子ども家庭総合支援拠点を
中心に学校・児童相談所等の関係
機関との連携の強化を図るととも
に、地域での見守り体制を充実
し、児童虐待防止対策の推進を図
る。
　また、児童虐待防止推進月間の
１１月を中心に関係機関と連携
し、児童虐待防止に係る啓発活動
を実施する。

子ども支援
課

　子ども家庭総合支援拠点を設置し、子育て
世代包括支援センターと連携しながら、児童
相談所、関係機関及び地域との協力で児童虐
待の防止、早期発見、早期対応の充実を図り
ました。
　また、虐待防止の啓発グッズを作成し、子
ども支援課窓口や西口行政センター内（プ
レックス・キッズ）窓口、親子の集まるイベ
ント等で配布しました。

a 達成

　子ども家庭総合支援拠点を運営し、子
育て世代包括支援センターと連携しなが
ら、児童相談所、関係機関及び地域との
協力で児童虐待防止、早期発見、早期対
応の充実を図っていきます。今後、一体
的な相談体制を充実させ、令和6年度から
の子ども家庭センターの設置に向け準備
していきます。
　また、虐待防止の啓発グッズを作成
し、子ども支援課窓口や西口行政セン
ター内（プレックス・キッズ）窓口、親
子の集まるイベント等で配布し、引き続
き児童虐待防止の意識啓発を図っていき
ます。

1,797 1,619

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

35

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

-24-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策２．子育て環境の整備

施策（６）子どもの権利の保障

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

福祉課

　生活困窮世帯の中高生に向けたアスポート
事業を実施し学習支援を行いました。小学3
年生から6年生を対象としたジュニア・アス
ポート事業についても、事業を実施しまし
た。

a 達成

　中高生対象のアスポート事業学習教室
と小学生向けジュニア・アスポート事業
を、ともに次年度以降も実施できるよう
取り組みます。ジュニア・アスポート事
業については、教室の実施回数が増やせ
るよう検討します。今後も、事業を継続
し、負の連鎖を断ち切るための支援を行
います。

18,156 17,230

教育総務課
　情報収集を行いながら、給食費無償化等の
調査研究を行っています。

b 一部達成

　学校給食の無償化については、導入時
に必要な事務経費や無償化の対象となる
給食費相当額の財源確保など、さまざま
な課題があります。今後も国や県、近隣
市町等の動向を注視しつつ調査研究を継
続していきます。

0 0

子ども支援
課

　対象となる世帯に入学準備金の貸付やひと
り親家庭等医療費、児童扶養手当の支給を行
いました。
　また、8月に民間事業と連携し、プレック
スにおいてフードパントリーを実施しまし
た。約70名から寄附のあった不要な食品を来
所された約100名に配布しました。11月に
は、子育てコンシェルジュとリサイクル団体
「ゆずりっこ」が連携し、プレックスにおい
て子ども服のリサイクル会を実施し、83組
117名が参加しました。2月には子育てコン
シェルジュとリサイクル団体「ゆずりっ
こ」、埼玉りそな銀行蓮田支店が連携し、パ
ルシー武道場において子ども服及び絵本のリ
サイクル会を実施し、112組、208名の参加が
ありました。

b 一部達成

　引き続き、入学準備金の貸付やひとり
親家庭等医療費、児童扶養手当の支給を
進めるとともに、国等の施策に合わせ
て、臨時特別給付金を支給します。
　子ども服等のリサイクル事業について
は、今後もニーズを把握し、適時行って
いく予定です。

174,735 170,902

　令和２年度から令和６年度を期
間とする第二期子ども・子育て支
援事業計画に基づき、子どもの貧
困対策として、入学準備金貸付制
度や児童扶養手当制度等の適正な
運用を図る。
　また、生活保護世帯や生活保護
に至る前の段階の自立支援施策の
強化を図るため、生活困窮者等に
対して自立相談支援事業を実施す
るほか、生活困窮世帯等の小中高
生への学習支援を行う。

36
子どもの貧
困対策事業
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（１）健全育成

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

青少年健全
育成支援事
業

　青少年健全育成のための取組と
して、青少年問題協議会の開催や
街頭キャンペーン等を実施すると
ともに、青少年育成推進員連絡会
活動等への支援を行っていく。

子ども支援
課

　青少年育成推進員連絡会については、11月
に親子ふれあい村を主催し234名、73組が参
加しました。
　青少年問題協議会については、12月に会議
を開催し、県青少年課や岩槻警察署生活安全
課、民生委員・児童委員による報告などを交
え、活発に意見交換が行われました。

a 達成

　引き続き青少年育成推進員連絡会の活
動を支援するとともに、青少年問題協議
会を開催し、関係機関と啓発活動を行い
ます。

85 84

公民館など
を利用した
子ども向け
講座の開催

　主に小学生を対象とした子ども
向け講座を実施し、子どもたちに
学習の場を提供する。

社会教育課

　7月30日開催の子ども講座『やさしい日本
語～身近な国際交流～』の参加者は親子2組4
名、及び日本薬科大学との連携事業として8
月11日開催の子ども講座『ヤマトシロアリは
何を頼りに歩いているのか？』の参加者は親
子6組13名でした。
　また、市制施行50周年記念事業子ども講座
『みて、さわって、つくろう、縄文
dokidoki音楽づくり』を11月26日に開催し、
参加者は14人でした。史跡黒浜貝塚及び市役
所を会場として、縄文土器の文様をもとに、
当時身近にあった植物や貝殻などを使って音
を奏で、音楽づくりを行いました。さらに、
子ども講座「たべものと栄養のふしぎ」を、
2月12日中央公民館で開催し、参加者は7人で
した。１時間の講義形式で行い、参加者はた
べものと栄養の関係性について、理解を深め
ました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症の感染症法
の位置づけが「5類感染症」に変更したこ
とを踏まえ、子どもたちが参加しやすい
時期などを検討しながら、より多くの子
ども達に興味を持ってもらえるよう、講
座を開催していきます。

75 27

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

37

38
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（１）健全育成

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

社会教育課
　貸出において、各利用団体には新型コロナ
ウイルス感染症対策を講じた上で活動をして
いただきました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症の感染症法
の位置づけが「5類感染症」に変更したこ
とを踏まえ、各利用団体には、基本的な
感染予防対策への取組の呼びかけを行い
ながら、特別教室の活用を図ります。

0 0

文化スポー
ツ課

　利用人数等の制限を設けながら、学校施設
(小学校8校の校庭・体育館、中学校1校の校
庭)の貸出を実施しました。

a 達成
　生涯学習の場として地域で活用してい
ただけるよう、引き続き学校施設の活用
を進めていきます。

61 9

放課後子供
教室の実施

　放課後や週末に小学校の教室な
どを活用し、地域のかたが指導者
やボランティアとして参加して、
子どもたちとのスポーツ・文化活
動、地域住民との交流活動などを
実施する。
　現在、黒浜南小、蓮田北小、平
野小の３校で実施している。

社会教育課

　令和4年度は新型コロナウイルス感染症対
策を講じた上で、黒浜南小学校、平野小学校
においてそれぞれ計19回の活動を実施しまし
た。どちらの学校も、本格的に活動を再開す
ることができました。
　また、実施校の拡大に向けての方策を検討
するにあたり、各学校を対象にアンケート及
びヒアリング調査を実施しました。

a 達成

　令和4年度に実施したアンケート及びヒ
アリング調査の結果に基づき、実施校の
拡大に向けての持続可能な運営体制を検
討するとともに、各学校への働きかけを
行ってきます。

630 231

　休日などにおける安全な遊び
場、学び場の確保のため、学校開
放により校庭や特別教室の活用を
図る。

40

39
学校施設の
活用
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

学校教育課

　蓮田市発達支援相談員、蓮田市教育相談
員、蓮田市教育センター等との連携を密に
し、児童・生徒、学校、保護者に支援を行い
ました。

a 達成
　今後も各機関との連携を深め、児童・
生徒、学校、保護者への適切な支援を行
います。

0 0

子ども支援
課

　子育てコンシェルジュ主催のイベントを引
き続き開催したほか、子育てコンシェルジュ
だよりを発行し、事業の周知に努めました。
また、マザーズハローワークや埼玉県女性
キャリアセンターと連携し働きたい女性を後
押しするとともに、母子愛育会のイベントへ
の参加やリサイクル団体「ゆずりっこ」との
イベント共催を通じて、地域資源の育成にも
努めました。

a 達成

　引き続き子育てコンシュルジュだより
やイベントによる事業の周知に努めると
ともに、積極的に地域子育て支援拠点施
設を含む関係機関等との連携を図ること
で、サービスの拡充を図ります。

3,849 3,628

保育課

　地域子育て支援拠点を予約制で開設しまし
た。
　西口行政センター「プレックス・キッズ」
で子育て支援拠点事業を民間委託により実施
しました。

a 達成
引き続き、地域子育て支援拠点を開設し
ます。

56,523 50,523

地域で支え
る子育て支
援事業

　地域に開かれた公立保育所を目
指し、地域住民との交流イベント
やサポーターを養成するイベント
を開催するほか、子育て支援セン
ターや子育て広場と連携し、子育
てを地域全体で支える。

保育課

　新型コロナウイルス感染症拡大簿防止のた
め、保育園での地域交流会については実施を
見合わせました。
　地域子育て支援拠点や児童センターでは、
感染症予防対策を行いながらイベントを実施
しました。

b 一部達成

　各保育園で地域交流会を開催していき
ます。また、地域子育て支援拠点や児童
センターにおいて、季節の行事やイベン
トを開催し、子育て中の親子等を支援し
ます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

42

　地域子育て支援センターにおい
て、子育て中の親同士、子ども同
士が触れ合い、子育ての楽しさを
味わいながら安心して子育てがで
きるようサポートするとともに、
子育てコンシェルジュが必要な関
係機関につなげる。
　学校教育においては、子どもを
育むさまざまな関係諸機関と積極
的に連携し、一人ひとりの指導や
支援に生かしていく。
　地域子育て支援センターにおい
て、子育て中の親同士、子ども同
士が触れ合い、子育ての楽しさを
味わいながら安心して子育てがで
きるようサポートする。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

41
地域子育て
支援拠点の
充実

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（２）子育て支援拠点施設の整備・利用促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

子育て世代
包括支援セ
ンター整備
推進事業

　妊産婦や母親の孤立感、負担が
高まる中、妊娠期から子育て期に
わたる切れ目のない支援を行うた
めに、子育て世代包括支援セン
ター事業を推進する。市役所及び
プレックス・キッズ内の２か所で
事業を推進する。

子ども支援
課

　子育て世代包括支援センターでは妊娠届出
時に、必ず保健師等が面接を行い母子健康手
帳を発行し、ハイリスク妊婦のかたの早期発
見、早期フォローに繋げられるよう努めまし
た。
　蓮田駅西口子育て世代包括支援センター
は、土日も開所しており、随時相談を受けま
した。
　また、令和5年度から本格的に開始する出
産・子育て応援給付金事業を3月から先行的
に実施し、出産応援給付金を257人に、子育
て応援給付金を263人に支給しました。

a 達成

　医療機関や子ども家庭総合支援拠点と
の連携を密にし、妊娠期・出産後のフォ
ロー体制を充実させていきます。
　また、相談を受ける保健師等の専門技
術の向上を図ります。
　出産・子育て応援給付金の支給に加え
て伴走型相談支援を実施し、子育ての不
安感・負担感の軽減と子育ての孤立化の
解消を図ります。

6,347 33,328
7

（再掲）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

子ども支援
課

　コロナ禍の中においても工夫して「子育て
コンシェルジュのはじめまして」や「家庭教
育支援チームによるちょっとほっとタイム」
などの子育てイベントを開催し、子育て世帯
の交流を促進しました。

a 達成

　新型コロナウイルスによる行動制限が
緩和されることから、イベント等におけ
る人数制限を緩和し、子育てサークルの
育成支援を行ってまいります。

0 0

社会教育課

　子ども支援課と連携し、3歳から5歳までの
お子さんをお持ちの保護者を対象に、子育て
講座全3回を行いました。親子10人参加の参
加があり、3月2日に第1回　子どもに伝える
「おかたづけ」を、3月9日に第2回　子ども
に伝える「じぶんを大切にすること」を、3
月12日に第3回おやこであそぼう！（親子参
加）を実施しました。

a 達成

　参加者によるサークル結成には至らな
かったが、引き続き、子育て世代の保護
者の方々の悩み・不安等が解消されるよ
う、さらにサークル活動につながるよう
講座を開催していきます。

30 15

子ども支援
課

　家庭教育学級を支援するほか、子育てでつ
ながろうMiNiフェスタや親子ふれあい村のイ
ベントでは、家庭教育支援チームやゆずりっ
こ、まろにえ会などといった子育て支援団体
のほか、包括連携協定を生かし、民間会社に
もボランティアとして手伝っていただき、地
域の子育てネットワークの強化につなげるこ
とができました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に取り組みます。

15 4

社会教育課
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付しました。

a 達成

　蓮田市補助金等交付申請書を必要な添
付資料ともに提出するよう案内し、内容
を審査のうえ交付決定します。事業完了
後は実績報告書を提出するよう案内し、
交付額を確定させます。事業の実施のた
め、団体に支援・相談を行っていきま
す。

720 720

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）

43
子育てサー
クルの育成
支援事業

　子育てサークル育成のため、子
育てに関する講座を実施し、活動
の場や情報の収集・提供の充実を
図る。子育て支援センターや児童
センター等を利用する親子に対
し、サークルづくりの案内を行う
とともに、会議室の団体利用等子
育てサークルの活動支援を行う。
また、子育てサークルの活性化を
促進する研修を充実させ、指導者
の育成を図る。

44
子育て活動
促進事業

　保護者同士の交流を図ること
で、子育ての不安や悩みが解消で
きるよう、親子で参加できるイベ
ントの開催や家庭教育学級活動を
支援する。
　また、子ども会活動等、地域で
活動する関係機関を支援すること
で、地域の絆の深まりや教育力の
向上につなげていく。
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策３．地域や家庭における子育て支援

施策（３）地域の関係機関と連携した子育て支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）

母子愛育会
活動支援事
業

　地域での母と子の健康づくりと
子育て支援を目的に活動している
母子愛育会の活動を周知し、支援
を行う。

子ども支援
課

　愛育会全体としては、新型コロナウイルス
の感染予防を図りながら、総会や班長会を実
施しました。各地区担当保健師は班長会等に
出席し、会の運営やイベント実施に向けて助
言や支援を行いました。また、市ホームペー
ジと公式ラインを活用し、新しい形での活動
を推進していけるよう話し合いを行いまし
た。各地区では、クリスマス会やハロウィン
等様々なイベントを実施し、地域での交流を
図りました。

a 達成

　妊娠届出時や乳幼児健診、新生児訪問
等あらゆる機会を捉えて母子愛育会のPR
に努めていきます。また、子育てコン
シェルジュなど関係機関等とも連携して
事業を実施していきます。
　事務局として、愛育会への支援体制を
継続していきます。

861 860

家庭教育支
援事業

　保育ボランティア組織の育成、
子育て学習講座を開設していく。
また、親の子育て中の悩みや不安
を払しょくし、自信を持って子育
てができるよう、家庭教育に関す
る学習機会の提供など家庭の教育
力の向上に向けた支援を行う。

子ども支援
課

　幼児家庭向けに「WAになってあそぼう」、
主に小学校1年生を持つ家庭向けに「委託家
庭教育学級」、小学校2年生から中学生を持
つ家庭向けに「自主家庭教育学級」を開催す
るとともに、1月には子育て講演会「デジタ
ルシティズンシップ」を開催しました。
　また、家庭教育学級の成果をＰＲする活動
展を蓮田駅西口行政センターオープンギャラ
リーで開催したほか、「学校を休みがちな子
をもつ親のつどい」を月に1回開催し、時代
に即した家庭教育を支援しました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級や「WAになって
あそぼう」、子育て講座といった事業を
進めるとともに、「学校を休みがちな子
をもつ親のつどい」を開催することで、
家庭の教育力の向上に向けた支援を行い
ます。

4,207 3,895

社会教育課
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付しました。

a 達成

　親子で参加できるイベントの企画・開
催に努めます。
　また、蓮田市子ども会連絡協議会に対
して補助金を交付し、活動の支援を行い
ます。

0 0

文化スポー
ツ課

　新型コロナウイルス感染症の影響で一部事
業が中止となりましたが、スポーツ観戦事業
やハストピアでのコンサートなどを実施しま
した。

b 一部達成
　安全に地域交流機会を提供できるイベ
ントや、子育て世代が楽しむことができ
るイベントを検討・実施していきます。

0 0

46

47
地域交流機
会の創出

　親子で参加できるイベントの開
催や子ども会などの地域活動を支
援し、交流機会の充実を図る。

45
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

小・中学校
人権教育推
進事業

　市内児童・生徒の人権作文・人
権標語への取組、各種人権教育研
修会の開催、人権教育研究校の委
嘱研究を通じて、児童・生徒の人
権教育に関する意識の向上を図
る。

学校教育課

　教職員の全体研修会及び管理職人権教育研
修会は、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、オンラインで8月に実施しました。
　また、2月に校長を対象とした人権教育研
修会を参集型で実施しました。

a 達成

　人権教育を推進させるためには、教職
員の人権感覚を常に磨く場(研修等)が必
要であり、今後も感染症対策を講じた上
で継続した取組を実施していきます。
　現在の人権教育の課題に合致した研修
会の内容を工夫していきます。

680 680

心の教育・
教育相談体
制づくり事
業

　児童・生徒に寄り添う教育相談
体制を構築し、心の教育の効果的
な推進、児童・生徒の望ましい成
長と自己実現への支援を行う。

学校教育課

　教育相談体制の充実を図るため、心のホッ
ト相談員を各中学校1～2名、市内全体で9名
配置しました。毎月、活動状況の報告を受
け、指導・支援を行いました。
　相談員等連絡協議会を4回行い、教育相談
担当の教員との連携を強め、教育相談体制を
充実させることができました。

a 達成
　引き続き、心の教育・教育相談体制づ
くりの強化を推進し不登校児童・生徒へ
の支援を行っていきます。

12,142 10,282

発達支援セ
ンター推進
事業

　発達支援センターにおいて、運
動やことば、コミュニケーション
などの障がいが気になる子どもや
その家族の相談を受け、必要な支
援を講じていく。

学校教育課
　発達支援相談室を保健センター内に開室し
ました。発達支援員によるのべ相談件数は
134件を上回りました。

a 達成
　発達支援相談室の存在を広く周知し、
児童・生徒を支える方への支援を行いま
す。

1,163 1,114

特別支援教
育推進事業

　蓮田市就学支援事業を実施し、
特別支援学級や通級指導教室の支
援を行い、個々に応じた指導の充
実を図る。

学校教育課

　児童・生徒の実態に応じた支援を行いまし
た。
　就学支援事業では、保護者との合意形成を
図った上で、年2回の就学支援委員会等を行
い、関係機関と連携しながら児童・生徒の適
切な就学先について話し合いました。

a 達成
　各学校からの情報を集め、関係機関と
連携しながら、引続き児童・生徒がより
良い教育を受けられるよう努めます。

210 206

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

48

49

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

50

51
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

健康教育推
進事業

　各小・中学校で学校保健委員会
や蓮田市体力向上推進委員会を開
催し、新体力テストの結果などか
ら課題を明らかにし、その解決に
向けた取組を推進する。　また、
小・中学校体育連盟の活動への支
援を行う。

学校教育課

　体力向上推進委員会を紙面開催し、体力向
上に関する各校の課題と蓮田市の課題につい
て協議しました。課題解決に向けて、備品を
小・中ごとに購入しました。
　10月に埼葛中学校体育連盟が主催する授業
研究協議会を蓮田中学校で行いました。

a 達成

　今年度も蓮田市体力向上推進委員会を
紙面にて開催し、課題解決に向けた備品
の整備に努めます。
　また、体力向上とともに、運動好きな
児童生徒を育成する手立てについて共有
します。

80 80

小・中学校
水泳指導民
間連携事業

　学校における水泳の授業につい
て、民間施設の使用、バスによる
送迎、水泳授業における補助指導
などを行う。

教育総務課
　黒浜中学校及び蓮田南中学校において、水
泳指導民間連携事業を実施しました。

a 達成

　引き続き、黒浜中学校及び蓮田南中学
校において水泳指導民間連携事業を実施
するほか、実施校拡大に向けた検討を行
います。

7,493 4,993

退職教員に
よる定期的
補充学習推
進事業

　学習の遅れた児童・生徒を対象
に、退職校長及び教員を講師とし
て定期的に補充授業を行う。

学校教育課
　学校応援団の取組として、テスト前など定
期的に学習支援を行いました。

b 一部達成
　人材の確保を行い、補充授業を充実さ
せていきます。

0 0

はすだっ子
ペンの達
人！等事業

　子どもの学力向上を目指し、
小・中学生を対象に、硬筆書写技
能検定の費用を公費負担し、学力
の基礎となる集中力・忍耐力を身
に付けさせる。

学校教育課

　「はすだっ子ペンの達人！」事業に係る市
内硬筆展覧会を市役所ロビーにて8月にて行
いました。11月に小学校6年生と中学校2年生
が硬筆書写技能検定を受検しました。蓮田市
全体の合格率は、小学生が91.8％、中学生が
88.8％でした。

a 達成
　「はすだっ子ペンの達人！」事業を実
施するため、教材の入札や各学校への諸
連絡等を適切に行います。

2,291 1,968

53

52

54

55
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

理科支援員
の全校配置

　現在、小学校８校に４校ずつ隔
年で１２日ずつ、１日３時間程度
配置している理科支援員を全校に
配置する。
　理科支援員の活動時間を拡充
し、理科教育の一層の推進を図
る。

学校教育課

　平野小学校、蓮田中央小学校、黒浜南小学
校で理科支援員が配置され、教職員の負担を
軽減するとともに、理科教育の一層の充実を
図りました。

b 一部達成

　蓮田北小学校、黒浜小学校、黒浜西小
学校、黒浜北小学校理科支援員を配置す
るため、R5年度内に人材を確保し、全校
配置を目指します。

130 98

教育総務課

　4月3日時点の児童数を基準とし、非常勤講
師を蓮田南小学校第1学年・第2学年及び第4
学年、黒浜北小学校第1学年並びに黒浜西小
学校第4学年に各1名配置しました。
　国が35人以下学級を決定したことに伴い、
市の配置基準も改定しました。また、新基準
では対象学年の拡大も図りました。

a 達成
　経験豊富で優秀な会計年度任用職員の
人材確保に努めていきます。

13,006 11,330

学校教育課

　小学校の指導方法の工夫改善に伴う少人数
加配教職員を小学校7人、中学校6人を県費で
配置しました。
　各学校で、児童・生徒一人ひとりに応じた
きめ細やかな指導を工夫しながら行いまし
た。

a 達成

　今後も基準外教職員や加配教職員の適
正な配置を行い、児童・生徒一人ひとり
に応じたきめ細やかな指導を継続してい
きます。

0 0

　国の学級編制基準が改定され、
令和３年度から５年かけて小学校
３５人以下学級が実現されること
となった。令和３年度は第２学年
が１学級あたり児童数上限が３５
人となり、以降、１年度につき１
学年ずつ３５人以下学級が拡充さ
れ、令和７年度には小学校のすべ
ての学年で３５人以下学級とな
る。
　本市では従来より、国の学級編
制基準よりも少人数となる独自の
基準を設け、きめ細かな指導によ
る学力向上、学校生活の充実を
図ってきた。このたびの国の改定
を受けて市の基準についても改定
し、第１学年は３０人、第２学年
以上は国の基準マイナス２人を市
の基準とする。市の学級編制基準
に基づき市費による講師を加配
し、「教育するなら蓮田市へ」に
相応しい体制づくりに努める。

56

57
少人数学級
の学年拡大
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

中学校部活
動推進事業

　生徒の体力の向上及び心の健全
育成を目指し、市内全５校に部活
動外部指導者を配置し、質の高い
専門的な技術指導により、部活動
の活性化を図る。

学校教育課

　H30年度作成の「蓮田市立中学校部活動の
在り方に関する方針」に基づいて各中学校で
部活動が行われており、各部活動ごとに活動
方針と活動計画書が作成され、各校のホーム
ページで公表しています。
　部活動外部指導者を市内中学校5校に19
名、部活動指導員を市内中学校2校に4名配置
しました。

a 達成

　引き続き、ガイドラインに基づいた部
活動を実施していき、部活動外部指導者
を各校に配置します。
　また、部活動指導員の増員に向けて、
年間を通じて募集し、専門的な技術指導
及び教職員の働き方の改革を進めていき
ます。

480 480

外国語指導
助手招致事
業

　市内全中学校に各１名の外国語
指導助手（ＡＬＴ）を配置し、中
学校英語教育、小学校外国語活
動、国際理解教育の推進を図る。
また、小学校高学年で英語が正式
教科となり、英語教育を小・中学
校で系統的に行えるように検討す
る。

学校教育課

　6人体制で市内の各校の外国語教育の推進
に取り組み、情報交換のためにALTミーティ
ングを定期開催しました。
　推進協議会は4月に開催し、小中の連携を
強化した授業の推進に向けてでの情報交換を
行いました。

a 達成

　引き続き、ALT及び外国語活動推進委員
を中心に各校と連携を図りながら、市内
各校の外国語教育及び国際理解教育を推
進していき、小中連携を強化した授業実
践を図ります。

25,267 22,038

外国語指導
助手小学校
配置推進事
業

　全ての小学校に外国語指導助手
（ＡＬＴ）を常置して、小学校に
おける英語教育及び外国語活動の
充実を図る。

学校教育課
　小学校教員とのティームティーチングを実
施しました。各小学校ではALTと会話をする
言語活動を充実させました。

a 達成

　小学校で外国語が教科化されているこ
とを受け、ALTの授業における位置づけを
再度確認し、学習指導要領に準じた教育
を行うようALTに指導します。

5,058 4,488

小・中学校
英語教育推
進事業

　市内小学校に英語教育（外国語
活動）サポーターを配置し、外国
語指導助手（ＡＬＴ）とともに小
学校外国語活動を推進し、将来、
国際的視野に立って活躍できる児
童の育成を図る。

学校教育課
　5名の小学校外国語サポーターをALTととも
に小学校に配置し、小学校の外国語科の授業
で授業支援を行いました。

a 達成

　新規の外国語サポーターが増えるよ
う、積極的に募集を行います。
　また、小学校担任やALTとの連携を強化
し、授業の内容の充実化を図ります。

1,440 1,098

60

61

59

58

-35-



未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（１）教育内容の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

中学校国際
親善訪問団
派遣事業

　国際社会に対応するため、異文
化に触れることにより国際的視
野、国際感覚を持った人材を育成
する。
　また、生徒の語学への意欲と興
味・関心を高める。
　なお、令和４年度の中学校国際
親善訪問団派遣事業については、
新型コロナウイルス感染拡大に伴
い中止とする。

学校教育課

　新型コロナウイルス感染拡大により、相互
訪問を実施することができませんでした。
　現地校の先生とは定期的に連絡を取り合
い、情報交換をしました。

b 一部達成

　令和5年度も実施を見送りました。現地
校の先生からは、今後もまだ見通しが
立っていないという連絡を受けていま
す。
　今後は、オンラインでの交流を含め、
引き続き連絡を取っていきます。

0 062
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

小・中学校
大規模改修
事業

　児童・生徒が安全で快適な学校
生活を送れるよう、老朽化対策に
重点を置き、学校施設等の整備を
行う。
　老朽化した校舎の外壁・屋上防
水、トイレ、給食棟などの改修を
計画的に行うとともに、蓮田南中
学校校舎の大規模改修工事を行
う。

教育総務課

　主な事業として、平野小学校校舎屋上防水
及び外壁改修工事、黒浜北小学校校舎トイレ
改修工事、黒浜西中学校体育館屋根、外壁及
び照明器具改修工事を実施しました。
　また、次年度に向けて黒浜小学校給食棟改
築工事、蓮田中央小学校校舎増築工事の設計
委託を実施しました。

a 達成
　引き続き、校舎トイレ改修工事や外
壁・屋上防水改修工事等を計画的に実施
していきます。

320,188 282,716

小・中学校
校庭整備事
業

　土ぼこり対策や排水性向上等を
目的とした校庭整備を行い、屋外
教育環境の充実を図る。
　平野小学校及び平野中学校の校
庭に整備した芝生の維持管理を行
う。

教育総務課
　学校の管理を支援するとともに、業者委託
による維持管理も合わせて実施しました。

a 達成
　業者による芝生維持管理委託と合わせ
て、学校や関係団体の協力も得ながら芝
生の良好な状態を維持していきます。

800 798

学校給食の
充実

　児童・生徒に安心・安全な給食
提供が継続的に実施できるよう
に、計画的な機器の更新や複数年
契約による安定した給食調理業務
を推進するなど給食運営等の充実
に努める。

教育総務課

　厨房機器保守点検の結果を踏まえて、老朽
化した給食備品の更新を行いました。
　小学校5校・中学校5校の調理業務委託につ
いて、指名競争入札にて、3年間の複数年契
約を締結しました。

a 達成

　3月補正で繰り越した蓮田南小学校の給
湯器の更新をはじめ、安心安全な給食運
営のため、老朽化した給食備品の更新に
取り組みます。
　財政担当や契約担当と連携を取りなが
ら、小学校1校の調理業務委託更新が滞り
なく行えるよう取り組みます。

212,222 216,597

小・中一貫
教育モデル
校指定事業

　９年間を見通した効果的な指導
により、中１ギャップ等の教育課
題を解決するための円滑な小・中
連携を充実させ、学力向上を目指
す。

学校教育課

　該当校では定期的に部会を開催し、教育課
程の編成に向けての改善点を協議しました。
　中学校教員による乗り入れ授業の教科を拡
大し、小・中の円滑な連携を強化しました。
　小・中一貫教育のメリットをパンフレット
等にて市内の小・中学校や地域へ発信しまし
た。

a 達成
　引き続き、円滑な小・中連携を充実さ
せるために、検討・改善を行い、その結
果を積極的に発信していきます。

200 200

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）

64

63

66

65
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（２）教育環境の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）

情報化推進
事業

　全ての児童・生徒が情報を主体
的に収集・選択・活用・発信し、
豊かな創造性と応用力を育成でき
るようにするために、情報通信技
術（ＩＣＴ）を活用した教育の充
実に努め、令和５年度にGIGAス
クール用タブレットパソコンの
バッテリー交換を実施する。

学校教育課

　小学校の校務用パソコンの入替を実施しま
した。小学校の普通教室及び特別支援学級に
電子黒板を設置しアクティブラーニングの推
進を図りました。また、外国籍の児童生徒が
在籍する学校にポケトークを配置し意思疎通
が図れるようにしました。蓮田中学校通級指
導教室の開設に伴うICT環境の整備や黒浜中
学校東校舎に校内LANを構築しました。

a 達成
　インターネット回線速度の遅い学校に
ネット回線を増設し改善を図ります。

95,029 90,640

就学援助費
の支給事業

　経済的理由により就学困難な児
童・生徒を対象として、義務教育
が円滑に受けられるように学用品
費等の一部を助成する。就学援助
費の適正支給を行うとともに、就
学援助制度の充実に努める。

子ども支援
課

　就学援助費の適正支給を行うとともに、す
べての児童・生徒の保護者に配付する「就学
援助の案内」に認定の目安を同封し、就学援
助制度が、就学援助を必要とするすべての家
庭にいきわたるよう制度の充実に努めまし
た。

a 達成

　引き続き就学援助費の適正支給を行う
とともに、要保護児童・生徒、特別支援
教育就学児童・生徒の国の単価引き上げ
に合わせて、準要保護児童・生徒の単価
引き上げを行うなど制度の充実に努めま
す。

59,316 46,838

地域ぐるみ
の子ども安
全推進事業

　登下校時の児童・生徒の安全を
確保するため、学校とスクール・
ガード・リーダーを中心とした見
守り活動の組織等との連携によ
り、地域防犯体制を確立する。

学校教育課
　登下校時における児童・生徒の安心・安全
のために、スクールガードリーダーを中心と
した地域の見守り活動を行いました。

a 達成

　引き続き、各小学校区でスクールガー
ドリーダーを委嘱し、児童・生徒の安全
を確保し、地域の防犯体制を強化・確立
させていきます。

50 50

交通指導員
の配置事業

　児童・生徒の通学時の安全を確
保するため、スクールゾーンにバ
リケードの設置や交通指導員によ
る登校指導を実施するほか、年に
４回開催される交通安全運動街頭
キャンペーンや各種講習会におい
て啓発を行う。
　また年間を通じて市内で開催さ
れる各種イベントにおいて、交通
指導員を配置して交通警備を実施
する。

自治振興課

　4月から3月までの間、児童・生徒の登校指
導を実施しました。
　春、秋の全国交通安全運動街頭キャンペー
ンを行いました。
　なお、夏、冬の交通事故防止運動街頭キャ
ンペーンは、雨天のため中止となりました。

b 一部達成

　引き続き、交通安全運動街頭キャン
ペーンや各種講習会における啓発活動、
市内で開催される各種イベントに参加
し、交通事故の防止に努めます。

7,934 6,95170

69

68

67
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（３）学校の教育力の向上

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

開かれた学
校づくり

　地域や社会に開かれた学校づく
りを一層推進し、学校が家庭や地
域と連携しながら、特色ある教育
活動を推進する。

学校教育課

　各校で学校評議員会を開催し、学校の課題
等について意見交換を行いました。また、3
学期には学校評価とその分析を行いました。
　また、ホームページにて学校の様子を積極
的に配信し、地域に開かれた学校づくりを推
進しました。

a 達成

　引き続き、学校評議員会の開催すると
ともに、学校評価の分析を行います。
　学校が家庭や地域と連携しながら特色
ある教育活動をＨＰで積極的に発信し、
地域に開かれた学校づくりを推進しま
す。

645 634

コミュニ
ティ・ス
クール導入
事業

　学校や子どもたち、家庭、地域
社会が抱えている課題を地域ぐる
みで解決し、子どもたちの健やか
な成長と質の高い学校教育の実現
を図るため、地域の力を学校運営
に生かし、「地域とともにある学
校」を目指す。そのために、法律
に基づいて保護者や地域住民が学
校運営に参画するコミュニティス
クールについて、３年間を目安に
研究を実施する。その研究成果や
国、県の動向を注視しつつ、推進
校の拡大を図っていく。

学校教育課

　コミュニティ・スクールのモデル校となる
市内一つの中学校区にて、学校運営協議会を
年2回開催しました。
　組織づくりを進めるともに、学区の課題な
どについて協議を行い、開かれた教育課程の
実現に向けた施策について熟議しました。

a 達成

　学校運営協議会の熟議を通して決定し
た平野小学校の陶芸窯の再稼働を実施し
ます。陶芸窯を再稼働させ、地域の教育
力をと取り入れた特色ある学校づくりを
推進していきます。

68 42

教職員の資
質向上

　各学校に研究費の補助を行うと
ともに、教育委員会主催の各種研
修会や学校訪問を計画的に実施
し、教職員の資質の向上を図る。

学校教育課

　新型コロナウイルス感染対策を講じなが
ら、蓮田市中堅職員育成講座や児童生徒のよ
り良い育ちをサポートするための教育指導法
研究講座等、各種研修会を実施しました。

a 達成

　今後も感染症対策を講じた上で、内容
を見直しながら、教職員の資質向上につ
ながる研修をオンライン会議等を活用し
ながら実施していきます。

2,032 2,032

R4年度
決算額
（千円）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

73

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

71

72

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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未来の希望が輝くまちをつくる
政策４．学校教育の充実

施策（４）環境教育の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

農地や林な
どを活用し
た環境教育
推進事業

　蓮田市に広がる身近な緑である
農地や林を自然環境教育の場とし
て活用し、自然と触れ合いながら
その大切さを学び、自然との共生
を図ることのできる人づくりを推
進する。
　また、将来の地域環境や自然か
らの恩恵を受ける子どもたちに対
し、環境に対する理解を深め、環
境に配慮した行動を実践できるよ
う環境教育を推進する。

学校教育課
　みどりの学校ファームの活用や農業体験や
自然体験が系統的、継続的な取組になるよ
う、年間指導計画の見直しを行いました。

a 達成

　引き続き、農業体験や自然体験が系統
的、継続的な取組になるよう、年間指導
計画の見直しを行い、自然との共生を図
ることができる人づくりを推進していき
ます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

74

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策１

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価）
R4年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

庶務課

　広報はすだの人権意識啓発コラム「人権そ
れは愛」を随時掲載し、「無戸籍の問題につ
いて」、「戦争と人権について」、「合理的
配慮」、「同和問題（部落差別）」をテーマ
に年4回掲載しました。

a 達成

　引き続き、埼葛12市町共同で行う「人
権それは愛」の年4回の広報への掲載を継
続し、人権について幅広く啓発活動を行
い、人権意識の向上を推進します。

0 0

商工課
　国や県などから得た情報を、関係各課へ情
報提供しました。

a 達成
　引き続き、国や県などから得た情報の
提供を行っていきます。

0 0

福祉課

　蓮田市地域福祉計画策定委員会を4回開催
しました。関係課及び蓮田市社会福祉協議会
がR3年度に実施した事業の進捗状況を報告
し、事業内容の点検・評価を受け、計画の進
行管理を行いました。第3期地域福祉計画策
定のため、策定委員会の他庁内検討会議を行
い計画書を策定しました。

a 達成

　庁内関係各課及び社会福祉協議会に事
業の進捗状況等について照会し、事業ご
とにまとめた内容をR5年度に開催する策
定委員会に報告し、計画の進行管理を行
います。

3,415 2,567

社会教育課

　広報はすだ6・8・12・3月号に「人権それ
は愛」の掲載を行いました。
　人権問題講演会において、障がい者の就労
支援の理解促進のため関連分野のDVD上映を
行いました。

a 達成

　各種差別解消法の意義を踏まえた上
で、引き続き各種研修会や講演会等を開
催、その他あらゆる機会に人権啓発活動
を展開しながら、時代や世相に適した活
動を行っていきます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

75
意識啓発・
広報活動推
進事業

　市民の生活全般にわたる福祉の
向上を図るため、地域福祉を推進
する。
　地域福祉推進の主体ともいえる
市民の参加を得ながら、地域の現
状と課題を明らかにし、必要な
サービスを提供する体制を計画的
に整備するため、平成３０年度か
ら令和４年度までを計画期間とす
る第２期蓮田市地域福祉計画につ
いて、毎年度進行管理していく。
令和５年度から令和９年度までを
計画期間とする第３期蓮田市地域
福祉計画を策定する。
　また、人権意識の高揚を図るた
め、埼葛１２市町共同で広報はす
だに年４回、時代背景やその時期
の話題を考慮した「人権それは
愛」を掲載し幅広く啓発活動を行
うとともに、障がい者の就労支援
への理解を促進する。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（１）相互扶助意識の高揚

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

学校教育課

　市内全小中学校で福祉体験授業を行いまし
た。
　また、各校の福祉教育担当者が社会福祉協
議会主催の福祉教育に関する情報交換会に参
加し、福祉関係団体との連携を強化しまし
た。

a 達成
　引き続き、道徳教育において心の教育
を進めるとともに、体験活動を中心とし
た福祉教育を推進します。

0 0

社会教育課

　社会福祉協議会、在宅医療介護課と連携
し、1月23日に地域ボランティア講座を開催
しました。23名の参加があり、体を動かしな
がら心も動かすことを体験しました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症の感染症法
の位置づけが「５類感染症」に変更した
ことを踏まえ、引き続き社会福祉協議
会、在宅医療介護課と連携を図りなが
ら、講座の開催方法を検討していきま
す。

20 10

福祉教育の
推進・福祉
意識の醸成
事業

76

　学校において、福祉関係団体や
社会福祉協議会と連携し、福祉教
育の推進・充実を図る。
　また、公民館等を利用して、福
祉教育に関する講演会や講座を実
施し、福祉意識の醸成を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

長寿支援課

　新型コロナウイルスの影響で、老人福祉セ
ンターは活動制限などがあり、地域交流が難
しい状況でしたが、開館時に利用者同士を繋
ぐなど地域交流の場となるよう指定管理者と
連携し支援しました。

b 一部達成
　引き続き、老人福祉センター運営等に
対する支援を行い、世代間交流の創出に
努めます。

0 0

保育課
　さくら園と閏戸保育園においてイベントを
通して交流を図りました。また、高齢者ボラ
ンティア団体との交流事業を実施しました。

a 達成
　引き続き、閏戸保育園と心身障害児通
園施設との交流を図ります。

0 0

学校教育課
　新型コロナウイルス感染拡大対策をとりな
がら、ものづくり体験や昔遊び体験など、実
施する学校もありました。

b 一部達成

　今後も感染症対策を講じた上で、開催
方法の検討も含め、各学校の実態に応じ
て工夫を重ね、多世代の交流を実施して
いきます。

0 0

保育課
　保育園で高齢者ボランティア団体の工作体
験を受け入れました。子育て支援センターに
おいて高齢者との交流事業を実施しました。

a 達成
　引き続き、保育園児と多世代世代の方
と様々な交流を実施していきます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

77
地域交流機
会の提供事
業

　保育園、児童センター、公民館
などにおいて、異年齢児、障がい
児、高齢者などさまざまな人々が
地域で交流する機会を創出する。

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

多世代交流
の促進事業

　保育園等での季節行事、小学校
での伝統文化伝承活動やものづく
り体験などにおいて、祖父母や高
齢者を招待して地域での世代間交
流を促進する。

78
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（２）地域福祉環境の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ

（評価） ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

自治会の活
動支援事業

　協定に基づく行政協力の円滑な
実施を図るため、行政協力に対す
る交付金を自治会に交付する。
　また、自治会活動の活性化を図
るため、蓮田市自治連合会が行う
事業や自治会活動の拠点となる自
治会館等の施設の建築費、補修費
に対して、補助金を交付する。

自治振興課

　行政協力に対する交付金を各自治会に交付
しました。蓮田市自治連合会が行う事業に対
し補助金を交付しました。
　自治会館等の施設補修は、申請のあった3
件（平野団地自治会、グリーンタウン自治
会、綾瀬自治会）について、事業が完了しま
した。

a 達成
　引き続き適正な補助金の交付に努めま
す。

21,422 20,451

地域で支え
る子育て支
援事業

　地域に開かれた公立保育所を目
指し、地域住民との交流イベント
やサポーターを養成するイベント
を開催するほか、子育て支援セン
ターや子育て広場と連携し、子育
てを地域全体で支える。

保育課

　新型コロナウイルス感染症拡大簿防止のた
め、保育園での地域交流会については実施を
見合わせました。
　地域子育て支援拠点や児童センターでは、
感染症予防対策を行いながらイベントを実施
しました。

b 一部達成

　各保育園で地域交流会を開催していき
ます。また、地域子育て支援拠点や児童
センターにおいて、季節の行事やイベン
トを開催し、子育て中の親子等を支援し
ます。

0 0
42

（再掲）

79
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

社会福祉協
議会との連
携強化によ
る福祉サー
ビスの充実

　社会福祉サービスの拠点である
社会福祉法人蓮田市社会福祉協議
会と市が連携を強化し、迅速かつ
効率的な福祉サービスの充実を図
る。

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会の運営に対し、補助
金を交付しました。
　それにより、社会福祉協議会では、様々な
事業を実施し、福祉サービスの推進及び充実
を図ることができました。
　就労支援センター事業について、社会福祉
協議会に委託し、関係機関と連携して障がい
者の就労支援を行いました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予
定の事業の確認や情報共有を図り、密接
な連携や協力をすることで、地域福祉の
推進に努めていきます。
　引き続き、社会福祉協議会に就労支援
センター事業を委託し、適切な就労支援
を行います。

79,729 79,729

福祉課

　新型コロナウイルス感染症予防を徹底した
上で、社会福祉協議会が実施する施設等への
ボランティア派遣や「はすだ地域支えあい
サービス」、「ひとり暮らし高齢者等見守り
事業」のサービス提供を支援しました。
　施設等へのボランティア派遣件数は徐々に
増加傾向にあります。

a 達成
　引き続き、地域福祉事業の実施や地域
活動・ボランティア活動の推進等を支援
していきます。

0 0

健康増進課

　食生活改善推進員の役員会等に参加し、会
の運営等に関する助言や支援を行い、活動を
支援しました。
　食生活改善推進員養成講座である「いきい
き食生活教室」を開催しました。

a 達成

　食生活改善推進員の役員会等に参加
し、会の運営等に関する助言等を行い、
活動を支援していきます。
　食生活改善推進員養成講座である「い
きいき食生活教室」を開催し、会員数の
増加につなげていきます。

148 118

長寿支援課

　老人クラブが実施する清掃活動や防犯パト
ロール等の地域活動に対して、側面的な支援
を行うことにより、地域福祉の向上に努めま
した。

a 達成
　引き続き、老人クラブが行う地域活動
を支援していきます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

80

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

81

地域活動・
ボランティ
ア活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざま
な団体やボランティア等が活動し
やすい環境を整備し、活動を推進
する。
　地域の老人クラブにおいては、
「健康」「友愛」「奉仕」の精神
に基づき、身近な仲間と支え合い
ながら実施する自主的な清掃活動
等に対する支援を行い、地域福祉
の向上を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１．地域でともに支え合う福祉の推進

施策（３）地域福祉活動の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

福祉課

　手話奉仕員養成講座（入門）について、新
型コロナ感染症拡大防止に努めながら講座を
実施し、全行程を終了することができまし
た。7人が受講し、6人に修了証を交付しまし
た。
　地域ボランティア講座を開催し、24名の参
加者のうち3名が新規ボランティアとして活
動しています。

a 達成

　引き続き、手話を広く周知していくた
めに、手話奉仕員養成講座（入門及び基
礎）、手話通訳者養成講座Ⅰ課程を開催
します。

450 450

長寿支援課
　コロナ禍のため、人数や開催回数等を縮小
した形で寿大学を開催し、地域の人材育成に
努めました。

b 一部達成
　寿大学の実施を検討し、引き続き、地
域の人材育成に努めます。

0 0

学校教育課

　例年、福祉体験を市内小・中学校で行って
おります。新型コロナウイルス感染症対策を
講じながら、市内小中学校で体験学習を実施
しました。

a 達成

　社会福祉協議会と連携し、福祉体験活
動を軸とした福祉教育が児童・生徒に正
しく理解されるよう、引き続き支援して
いきます。

0 0

子ども支援
課

　家庭教育学級を支援するほか、子育てでつ
ながろうMiNiフェスタや親子ふれあい村のイ
ベントでは、家庭教育支援チームやゆずりっ
こ、まろにえ会などといった子育て支援団体
のほか、包括連携協定を生かし、民間会社に
もボランティアとして手伝っていただき、地
域の子育てネットワークの強化につなげるこ
とができました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に取り組みます。

15 4

社会教育課
　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対して、
「蓮田市社会教育関係団体に対する補助金」
を交付しました。

a 達成

　蓮田市補助金等交付申請書を必要な添
付資料ともに提出するよう案内し、内容
を審査のうえ交付決定します。事業完了
後は実績報告書を提出するよう案内し、
交付額を確定させます。事業の実施のた
め、団体に支援・相談を行っていきま
す。

720 720

82
地域活動の
担い手の育
成事業

44
(再掲)

子育て活動
促進事業

　保護者同士の交流を図ること
で、子育ての不安や悩みが解消で
きるよう、親子で参加できるイベ
ントの開催や家庭教育学級活動を
支援する。
　また、子ども会活動等、地域で
活動する関係機関を支援すること
で、地域の絆の深まりや教育力の
向上につなげていく。

　地域活動の担い手や地域のリー
ダーとなる人材の育成を図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（１）自立支援体制

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

障がい者
支援体制
の確立
（自立支
援給付事
業）

　蓮田市障がい福祉計画に基づ
き、在宅サービス及び施設サー
ビスにおける介護給付事業を実
施し、障がいのあるかたへの支
援体制の充実を図る。

福祉課

　介護給付費、更生医療給付費をはじめ自
立支援給付事業にかかるサービスの給付状
況に注意し、適正な予算執行を行いまし
た。

a 達成
　障がい福祉サービスのニーズを把握す
るとともに、給付状況を精査し、適正な
予算執行に努めます。

1,071,689 1,075,328

障がい者
支援体制
の確立
（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生
活を総合的に支援するための法
律に基づき、障がい者が自立し
た日常生活または社会生活を営
むことができるよう、相談支援
事業、コミュニケーション支援
事業、日常生活用具給付事業、
移動支援事業、日中一時支援事
業等を実施する。
　地域生活広域支援事業につい
ては、令和５年度に幹事市とし
て事業者と委託契約等を行う。
委託金額については構成市町に
より分担する。

福祉課

　地域生活支援事業にかかるサービスの給
付状況に注意し、適正な予算執行を行いま
した。
　手話奉仕員養成講座（入門）について、
新型コロナ感染症拡大防止に努めながら講
座を実施し、全行程を終了することができ
ました。7人が受講し、6人に修了証を交付
しました。
　埼葛北地区地域自立支援協議会構成市町
で共同設置した「障害者差別解消支援地域
協議会」の幹事市として、協議会を2回開催
しました。障害者差別に関する専門家の講
演や事例発表、障害者差別解消法等に関す
るヒアリング調査の結果報告を行い、差別
解消に向けた取り組みについて理解を深め
ることができました。

a 達成

　障がい福祉サービスのニーズを把握す
るとともに、給付状況を精査し、適正な
予算執行に努めます。
　地域生活支援拠点が円滑に運営される
よう、3市2町（蓮田市、幸手市、白岡
市、宮代町、杉戸町）、圏域内の事業所
と連携を強化し、8050問題等に適切に対
応していきます。
　令和5年度は埼葛北地区地域自立支援
協議会の幹事市として、圏域における障
がい福祉行政推進のため適正な協議会運
営に努めます。

68,618 63,517

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

83

R4年度
当初予算額
（千円）

84

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策２．障がい者支援

施策（２）社会参加に向けた環境整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

蓮田市障が
い者就労支
援事業

　障がい者の一般就労機会の拡大
を図るとともに、障がい者が安心
して働き続けられるよう、就労と
生活の支援を総合的に実施する。
職業相談、就職準備支援、職場実
習支援、職場定着支援等を行い、
障がい者の自立と社会参加を図
る。

福祉課

　就労移行支援や就労定着支援などの障がい
福祉サービスについて、適正な支給決定を行
いました。また、障がい者就労支援センター
事業を社会福祉協議会に委託し、市と連携を
図り、就労支援を行いました。

a 達成

　引き続き、障がい者就労支援センター
事業について業務委託を行うとともに、
障がい福祉サービスの支給決定を適切に
行い、障がい者が就労し、継続できるよ
う、細やかな支援を行っていきます。

3,000 3,000

障がい者作
業所等運営
支援事業

　障がい者の作業訓練や社会適応
訓練の場を提供することにより、
積極的な施設利用を促し、さらに
は社会参加の促進を図る。

福祉課

　市所有の3施設（はすの実作業所、はなみ
ずき作業所、かもめ作業所）について、社会
福祉法人、ＮＰＯ法人による施設運営を支援
することで、障がい者の地域における生活支
援に努めました。

a 達成
　障害者施設からの物品等優先調達の推
進など、これらの施設を円滑に運営でき
るよう必要な支援を行っていきます。

26 583

はなみずき
作業所整備
事業

　将来的な障がい者のニーズに対
応するため、老朽化した現在の施
設の建替えを推進する。

福祉課

　工事期間中も、利用者が通所できるよう配
慮しながらはなみずき作業所の改築工事を実
施しました。年度末に新しい作業所が完成し
ました。
　また、新しい作業所の運営にあたり、什器
備品等を購入・設置しました。

a 達成

　令和5年8月末までに既存建物の解体工
事及び駐車場整備などの外構工事を行い
ます。
　近隣の建物について、工事を実施した
ことによる環境影響調査を行います。

342,616 260,064

R4年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

87

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

85

86

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（１）生きがいづくり・社会参加の促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

高齢者の生
きがい支援
事業

　高齢者の健康の増進、教養の向
上、話し合いやレクリエーション
の場を提供するための施設の管理
運営や、老人クラブ連合会への補
助金の交付、寿大学の開催等を行
う。
　また、高齢者施策の充実と適正
な事業の推進を図るため、高齢者
福祉計画・介護保険事業計画を策
定する。

長寿支援課

　老人福祉センターは、感染症対策に努めな
がら管理運営を行いました。
　老人クラブは感染症対策を施し、グラウン
ドゴルフや寿大学等の実施可能な活動を行い
ました。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画は、策
定業務を委託する業者選定を行い、次期計画
に向けたアンケート調査の実施と進行管理を
行いました。

a 達成

　老人福祉センターについては、利用者
の安全・安心を考え、指定管理者と連
携・協力を図ります。
　老人クラブの活動について、事務局と
して支援を行います。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画
は、現行の計画の進行管理と次期計画の
策定を行います。

58,575 47,499

シルバー人
材センター
支援事業

　蓮田市シルバー人材センター
が、高齢者の定年退職後等におい
て、補助的、短期的な就業を通じ
て自己の労働能力を活用し、自ら
の生きがいや社会参加への就業機
会の増大を図るために行う事業や
活力ある社会づくりに寄与するた
めに行う事業等に対して、補助金
を交付する。

長寿支援課

　シルバー人材センターの高齢者の就業機会
の拡大を図る事業等に補助金を交付するとと
もに、更なる連携を図るため、年4回の意見
交換会及び関係各課との情報交換会を実施し
ました。

a 達成

　引き続き四半期ごとの意見交換会、年1
回の関係各課との情報交換会を開催し、
連携を強化します。
　引き続き、シルバー人材センターに、
高齢者の就業支援となる事業等への補助
金を交付していきます。

16,700 16,700

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

88

89

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

高齢者の総
合相談・権
利擁護事業

　高齢者や認知症のかたなどの介
護や生活、健康などの相談を受け
るとともに、消費者被害や高齢者
虐待などの権利擁護に関する相談
支援を実施する。

在宅医療介
護課

　訪問や窓口対応にて地域包括支援センター
の案内を随時行い、周知に努めました。その
上で介護や生活、健康、権利擁護など高齢者
の様々な相談に応じ、年間3,980件の相談に
対応しました。
　総合相談の充実を図る為、月1回地域包括
支援センター定例会を実施し、高齢者虐待や
困難事例等のケースの処遇方針の決定や研修
を行いました。
　高齢者虐待については関係機関や蓮田地域
包括支援センター、閏戸・平野地域包括支援
センターと連携し、年間53件の相談に対応し
ました。
　成年後見制度については利用が必要な方へ
の案内、関係機関と連携をしながら利用まで
の支援を行い、年間71件の相談に対応しまし
た。
　消費者被害については、商工課や関係機関
と連携し、早期発見、対応に努めました。

a 達成

　支援を必要とする高齢者が早期に必要
な支援につながるよう、高齢者の総合相
談窓口である地域包括支援センターの周
知を継続して行う必要があります。引き
続き、相談窓口や訪問、高齢者が集まる
場所等様々な場面で周知に努めながら、
関係機関と連携し、相談対応を行ってい
きます。
　3か所の地域包括支援センター間の連携
体制の強化、共通認識を基にした支援が
行えるように努め、高齢者のあらゆる相
談に対応していきます。また、月1回開催
する地域包括支援センター連携会議にお
いてケース処遇方針の検討、研修会を実
施し、総合相談の充実を図ります。

39 38

R4年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

90

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

高齢者見守
り支援ネッ
トワーク事
業

　在宅の高齢者や認知症のかたが
家族や地域から孤立することを防
止するために、日常生活における
問題を早期に発見し、住み慣れた
地域で安心した生活を確保できる
ように支援する。

在宅医療介
護

　見守り支援ネットワーク登録事業所が集う
会議を開催し「コロナ禍での高齢者の見守り
について」～ポストコロナ（コロナ禍の後
の）社会を見つめて～をテーマに講演会を実
施しました。会議に欠席した登録事業所に
は、会議資料を配布し情報提供を行いまし
た。
　高齢者見守り支援ネットワークへの協力事
業所として、登録事業所は94団体を維持でき
ました。
　課題抽出型の地域ケア会議は8月～10月に5
地区で開催し、民生委員、居宅介護支援専門
員、生活支援コーディネーターなど156人が
参加し、「コロナ禍の高齢者の見守り」を
テーマに情報共有することができました。

a 達成

　高齢者見守り支援ネットワークによる
地域での取り組みを引き続き行い、各団
体で行っている見守り活動についての情
報を共有し相互理解を深めるとともに、
見守り支援に関する講演等も含めた会議
を開催します。
　民生委員と介護支援専門員の連携を深
め地域での見守り活動を支援するため、
地域の課題を抽出して検討する地域ケア
会議を開催します。
　閏戸・平野地域包括支援センターや蓮
田地域包括支援センターと協働し、地域
に根差したネットワークを構築します。

66 40

在宅医療・
介護の連携
体制の充実

　医療と介護の両方を必要とする
状態の高齢者が、住み慣れた地域
で自分らしい暮らしを人生の最期
まで続けることができるよう、在
宅医療と介護を一体的に提供する
ため必要な支援を行う。
　事業の推進にあたっては、医師
会、歯科医師会、薬剤師会及び介
護事業所などの医療・介護関係機
関や関係市町村などと緊密に連携
し、多職種連携・協働による包括
的かつ継続的なサービスの提供を
可能とする環境整備を推進する。

在宅医療介
護課

　在宅医療・介護資源実態調査を実施し、一
体的なサービス提供のための情報冊子「在宅
医療・介護連携ガイド」の更新を行いまし
た。
　「地域包括ケア推進代表者会議」を2回開
催し、在宅医療・介護連携の課題の抽出と対
応策の検討を行いました。
　在宅医療・介護専門職の研修会をWebで3回
実施し、関係者の資質向上と情報の共有を図
りました。
　地域住民への在宅医療、ACPの普及啓発と
してエンディングノートの活用説明、市民講
座、出前講座等を行いました。
　南埼玉郡市医師会に委託し、在宅医療介護
の相談窓口を設置して専門的な相談に対応す
るとともに、「入退院支援ルール」を策定し
ました。

a 達成

　地域資源の整理のため、「在宅医療・
介護連携ガイド」を作成します。
　「地域包括ケア推進代表者会議」は、
地域包括ケア推進体制の構築を目指し、
課題への対応策を検討します。
　二市一町共同実施（白岡市、宮代町）
として、近隣で共通する課題について在
宅医療介護関係者向けの研修会を実施し
ます。
　市民への普及啓発として、エンディン
グノートの改訂作業を実施し、重版した
エンディングノートを用いて講座などを
開催し、継続してACPの普及に取り組みま
す。
　三市一町（久喜市、白岡市、宮代町）
で南埼玉郡市医師会に委託し取り組む南
埼玉郡市在宅医療・介護連携推進事業に
ついて、「入退院支援ルール」の運用・
周知をすすめ、在宅医療介護の推進を図
ります。

5,167 4,63492

91
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（２）生活（自立）支援・権利擁護の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

公共交通整
備事業

　公共交通の利便性向上を図るた
めの事業を推進する。
　路線バス事業者に超低床ノンス
テップバスを導入するための事業
費を補助する。

都市計画課

　路線バスの利便性向上に資する事業を検討
しました。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
止するための対策を実施して営業を継続する
路線バス事業者及びタクシー事業者を対象に
経営を支援し、市内の公共交通の維持を図る
ため、蓮田市公共交通応援事業支援金を交付
しました。

a 達成
　路線バスの利便性向上を図るため、バ
ス停留所に上屋を設置するバス事業者に
対して、整備費の補助を実施します。

1,400 9,270

高齢者援
護・措置事
業

　援護が必要な高齢者に対し、各
種高齢者福祉サービスの提供や養
護老人ホーム等への入所措置等を
実施する。
　成年後見センター（仮称）につ
いて、社会福祉協議会など関係機
関と情報交換や協議を行い、設置
に向けた研究や取組を推進する。

長寿支援課

　高齢者福祉サービスが円滑に利用できるよ
う、民生委員等の協力を得ながら、サービス
の周知に努めました。
　成年後見制度に関する中核機関の設置につ
いては、R6年度に総合相談窓口内に設置する
方向で福祉課と調整しています。
　司法書士による成年後見制度の講演会を民
生委員等を対象に開催しました。

a 達成

　引き続き、高齢者福祉サービスの周知
に努め、必要なかたにサービスが提供で
きるよう民生委員など関係機関との連携
に努めます。
　成年後見制度の中核機関の設置に向け
て、今後も関係課との打合せを進めま
す。

20,663 13,984

93

94
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

介護保険
事業（介
護保険運
営事業）

　介護保険事業計画の介護サー
ビス利用量と介護給付費の見込
みに基づき、介護保険給付が適
正に行われるよう事業を推進し
ていく。　また、地域密着型
サービス事業者が新たに事業を
展開する際、建設や備品整備等
にかかる費用の一部を補助す
る。

長寿支援
課

　介護保険事業計画に基づき、介護保険料
の賦課と介護保険給付を適切に実施しまし
た。
　第9期介護保険事業計画の策定に向けて、
プロポーザル方式で事業者を選定し、委託
契約を締結しました。高齢者福祉計画
2024・第9期介護保険事業計画策定委員会を
年間で3回開催し、被保険者や介護事業者に
対して実施したアンケート調査の結果を報
告しました。

a 達成

　引き続き第9期介護保険事業計画の策
定に向けて、介護保険料の検討や次期計
画での介護サービス事業所の必要数の把
握などを行っていきます。

5,373,545 5,040,091

長寿支援
課

　介護相談員事業は新型コロナウイルス感
染症対策をとったうえで、対応可能な施設
に対して訪問を行いました。また、高齢者
の安否確認を目的とした配食サービス事業
や今年度より年に2回通知を行うこととした
介護給付費等適正化事業などを行いまし
た。
　ケアプラン点検については結果を精査
し、より効果的なサービス提供に向けて、
指摘事項をまとめた文書を事業所に送付し
ました。

a 達成
　介護保険事業の適正化や高齢者支援の
推進を一層図るため、引き続き、任意事
業を実施していきます。

4,232 2,376

在宅医療
介護課

　3か所の地域包括支援センターを運営し、
高齢者の総合相談等の事業を実施しまし
た。
　自立支援型地域ケア会議は9回開催し、19
事例の検討を行いました。
　生活支援体制整備事業では、第1層協議体
を3回開催し、配達・訪問サービス便利帳の
内容更新について検討しました。第2層協議
体は38回開催し、地域ごとの生活支援体制
づくりの協議をしました。
　認知症総合支援事業は、初期集中支援
チーム、家族のつどい、認知症サポーター
養成講座等の事業の実施や、見守りシール
等の交付を行いました。

a 達成

　3か所の地域包括支援センターが連携
し運営ができるよう直営の地域包括支援
センターが基幹型としての役割を果たし
ていきます。
　生活支援体制整備事業は、3か所の地
域包括支援センターや地域ケア会議等と
の連動を図りながら、高齢者が必要とす
る生活支援について協議し、進めてまい
ります。
　認知症総合支援事業は、初期集中支援
チーム、家族のつどい、認知症サポー
ター養成講座等の事業を継続するととも
に、見守りシール等の普及を図ります。

66,769 64,255

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

95

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

96

介護保険
事業（地
域支援事
業）

　高齢者が住み慣れた地域でそ
の人らしく住み続けていけるこ
とを目的として、地域の実情に
応じた必要な支援を行う。地域
包括支援センターを運営し、包
括的支援事業（介護予防支援事
業、総合相談支援業務、権利擁
護業務及び包括的・継続的ケア
マネジメント支援業務、地域ケ
ア会議、生活支援体制整備事
業、認知症総合支援事業等）及
び任意事業（介護給付費等適正
化事業、家族介護支援事業等）
を実施する。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策３．高齢者支援

施策（３）介護保険制度の適正な運営と推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

介護予
防・日常
生活支援
総合事業
（地域支
援事業）

　支援を必要とする高齢者に対
し、状態の悪化防止や自立支援
を目指して「介護予防ケアマネ
ジメント事業」を実施する。さ
らに、運動や交流の場としての
通所型サービスや生活支援等の
訪問型サービスを提供する「介
護予防・生活支援サービス事
業」を実施し、活動的な生活を
送ることを支援する。
　さらに、高齢者が地域での介
護予防の活動に参加し、役割を
もって自立した生活を続けられ
るための普及啓発や地域活動支
援等を行う「一般介護予防事
業」を実施する。

在宅医療
介護課

　通所型サービス、訪問型サービスが安定
して提供できるよう、事業者の指定・管理
を行いました。
　介護予防の取り組みが必要な高齢者を把
握し、短期集中予防サービスなどの適切な
サービスにつなげました。
　70歳を対象に基本チェックリストを送付
し、早期からの介護予防の普及啓発強化事
業を開始しました。
　介護予防のDVDと冊子は、閉じこもり高齢
者等、介護予防の取り組みが必要な方に随
時配布をしました。
　住民主体の介護予防事業「はすぴぃ元気
体操」の再開・継続支援は、理学療法士を
派遣して実施しました。また、介護予防サ
ポーターを養成する「はすぴぃスマイル
フィット養成講座」を実施し、介護予防サ
ポーターを増やす取り組みを実施しまし
た。

a 達成

　「介護予防・生活支援サービス事業」
は、介護予防・日常生活支援総合事業の
開始から6年が経過した為、第一号指定
事業所の指定更新をおこない、安定した
サービス提供体制を維持します。
　一般介護予防事業は、高齢者が要介護
状態となることを予防するために、生活
機能低下が疑われる高齢者を把握し、
「はすぴぃ元気体操」や健康体操、認知
症予防講座を開催します。

53,703 54,60197
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

心の健康相
談事業

　精神保健福祉士及び保健師によ
る心の健康に関する相談を実施す
るとともに、一人ひとりが心の健
康について考える機会として、心
の健康講座等を実施し、正しい知
識の普及と意識の啓発に努める。
　また、９月の自殺予防週間や、
３月の自殺予防月間等に合わせ
て、相談窓口等の周知啓発を強化
する。
　自殺予防ゲートキーパー養成講
座の開催や自殺予防啓発記事の広
報掲載を行うほか、蓮田市自殺対
策計画を推進する。

健康増進課

　精神保健福祉士による相談と併せて、保健
師が随時相談や訪問を行い、精神保健に関す
る相談体制の充実に努めました。
　図書館と連携し、自殺対策のための常設の
展示コーナーを開設しました。悩みを抱えた
かた向けの書籍や相談機関案内リーフレット
等を設置し、自殺予防についての啓発活動を
行いました。
　自殺予防ゲートキーパー養成講座を、民生
委員等の地域における支援者と、市職員向け
に開催しました。
　新型コロナウイルス感染症に関するこころ
の相談窓口を掲載したリーフレットを作成
し、関係課・関係機関等の窓口等に配架する
などにより周知に努めました。
　自殺予防対策庁内連携会議を開催し、関係
課との情報共有を図るとともに、連携強化に
努めました。

a 達成

　継続事業として①こころの健康相談、
②精神保健関連講座・会議③自殺対策事
業を実施します。
　自殺予防対策庁内連携会議を定期的に
開催し、令和5年度は次期自殺対策計画を
策定するとともに、計画の進行管理を実
施していきます。
　リーフレット等を配布し、相談窓口等
の周知を図ります。
　自殺対策を強化し、関係課や関係機関
との連携方法について検討します。

232 232

がん検診事
業

　がん検診による早期発見・早期
治療の推進を図り、がんの死亡率
を減少させることを目的に、国が
定める「がん予防重点健康教育及
びがん検診実施のための指針」に
基づき、各種がん検診を個別検診
と集団検診の併用で実施してい
く。
　また、がんに関する知識の普及
啓発を行い、がん検診の受診率向
上を図る。

健康増進課

　がん検診受診者にとっての利便性を考慮
し、個別検診と集団検診を併用して実施しま
した。また個別検診については、受診率向上
のため、個別に案内通知を送付しました。
　無料クーポン対象者及び69歳までの未受診
者に対して再勧奨を実施しました。
　乳がん及び子宮頸がん集団検診の際、託児
を可能とし、若年層の受診率向上に努めまし
た。
　市内中学校の児童生徒に対し、がん検診
リーフレットを配布し、保護者へのがん検診
周知を図りました。
  日頃から乳房を観察・確認することを習慣
化できるよう、集団乳がん・子宮頸部がん検
診受診者に対し、自宅でセルフチェックをす
るための補助具であるブレストケアグローブ
を配布しました。

a 達成

　国庫補助金を活用し、申し込み方法・
実施場所をよりわかりやすく記載した案
内通知を作成・送付します。
　がん検診結果の入力業務を委託するこ
とにより、より早期に精密検査未受診者
に対する勧奨通知を送付します。
　学校等を通じて、児童・生徒の保護者
等、若年層へのがん検診の啓発事業を実
施していきます。

88,290 78,771

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

99

98

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（１）心と体の健康づくり

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

特定健康診
査、特定保
健指導事業

　平成３０年度から第３期特定健
診等実施計画に基づき、特定健康
診査・特定保健指導を実施する。
特定健康診査受診者が生活習慣改
善や医療受診につながるよう支援
し、生活習慣病の予防を図るほ
か、糖尿病性腎症が重症化するリ
スクが高いかたを対象に、医療受
診を促すとともに、生活習慣改善
のための支援を実施する。

健康増進課

　特定健康診査の自己負担金を引き続き無料
とするとともに、対象者全員に対して、案内
通知、健診受診券を送付し、受診勧奨を行い
ました。また、過去の受診歴等、対象者の特
性に応じた再勧奨通知の送り分けを行い、効
果的な受診勧奨を実施しました。
　特定保健指導を委託及び直営で実施すると
ともに、特定健康診査受診者で要医療域のか
たに対して、医療受診勧奨の通知及び電話相
談を実施しました。
　糖尿病性腎症重症化予防対策事業は、引き
続き埼玉県共同事業に参画し実施しました。
対象者へ案内通知を送付し、受診勧奨、保健
指導を実施しました。

a 達成

　特定健康診査の勧奨通知を早期に発送
することにより、比較的予約が取りやす
い時期に受診者数を増やすような周知を
行います。
　引き続き、委託及び直営による特定保
健指導を実施し、実施率向上を目指しま
す。
　対象者の特性に応じた特定健康診査の
勧奨通知の送り分けを実施し、受診率向
上を図ります。
  糖尿病性腎症重症化予防対策事業につ
いては、受診勧奨及び保健指導に加え、
継続支援事業も実施し、医療費適正化を
目指します。

76,604 62,909100
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（２）地域の健康づくりの推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

健康づくり
推進事業

　健康寿命の延伸、壮年期死亡の
減少、生活の質の向上を目指し、
市民一人ひとりが自らのライフス
タイルに合った健康づくりを主体
的に実践できるよう、地域、団
体、行政が一体となり、市全域で
健康づくり運動を推進する。
　平成１５年度から続く「健康づ
くり推進員」制度により、計画の
推進、市民に対する健康づくりの
普及啓発を行う。
　健康づくり推進員連絡会議で
は、研修会、計画の報告・評価、
情報交換等を行い、計画の進捗管
理を行う。
　令和４年度は、次期計画策定に
向けて健康実態調査を実施、令和
５年度は、第３次健康増進計画を
策定し、令和６年度からさらなる
計画の推進を図る。

健康増進課

　「健康はすだ21（第2次）改定版・蓮田市
食育推進計画」に基づき、市全域で健康づく
りの取り組みを実践しました。令和4年度
は、次期計画策定のための健康実態調査を実
施しました。
　健康づくり推進員連絡会議は、年間7回開
催し、健康づくりに関する情報交換を行うと
ともに、さらなる推進に向けて、意見交換を
行いました。連絡会議では、健（検）診受診
率の向上のための具体的な取り組みの実践に
向けて、グループワーク等を行いました。
　健康づくり推進員が中心となって、気軽に
運動等を楽しむ「みんなで楽しく健康タイ
ム」を開催し、合計200名の一般市民の参加
がありました。また、ウォーキング部会を中
心に作成したウォーキングマップの9コース
を実際に歩くイベント、「みんなで楽しく
ウォーキング」を3回開催し、一般市民計49
名の参加がありました。さらに、3月には日
本薬科大学教授を招いて、「いい目覚めの睡
眠～入眠の5つの儀式」の演題で、講演会を
開催しました。

a 達成

　「健康はすだ21（第2次）改定版・蓮田
市食育推進計画」に基づき、重点プロ
ジェクト「日頃の活動量を増やそう」の
取り組みを推進するため作成したウォー
キングマップを広く配布し、ウォーキン
グへの動機づけ、ウォーキングをしやす
い環境づくりを進めていきます。
　「健康はすだいきいき10か条」等、健
康づくりの情報を様々な機会に市民に向
けて発信していきます。
　健康づくり推進員や食育推進員の意見
集約を図りながら、健康はすだ21（第3
次）・食育推進計画（第2次）を策定しま
す。

1,285 1,285

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

101

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策４．健康づくりの支援

施策（３）地域保健医療体制の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

地域救急医
療体制の充
実

　市民が必要なときに必要な保健
医療サービスを受けられるよう、
休日等における急病者の医療を確
保する。
　利根保健医療圏医療連携推進協
議会（とねっと）による地域医療
ネットワークシステムによる地域
医療の管理・運営を支援するとと
もに、病院及び有床診療所が輪番
制で救急患者の診療を行う東部北
地区の病院群輪番制病院運営事業
や小児救急医療支援事業の運営に
対して支援する。

健康増進課
　休日急患診療事業及び地域救急医療体制整
備事業の実施により、休日及び夜間の診療体
制の確保を予定通り行いました。

a 達成

　市民がいつでも安心して医療サービス
を受けられるように、引き続き「休日急
患診療業務」及び「東部北地区第二次救
急の病院群輪番制病院運営事業等」の支
援を行います。
　また、蓮田市医師会、南埼玉郡市医師
会との協力体制の整備及び幸手、加須保
健所との連携を図ります。

10,593 10,593

在宅医療・
介護の連携
体制の充実

　医療と介護の両方を必要とする
状態の高齢者が、住み慣れた地域
で自分らしい暮らしを人生の最期
まで続けることができるよう、在
宅医療と介護を一体的に提供する
ため必要な支援を行う。
　事業の推進にあたっては、医師
会、歯科医師会、薬剤師会及び介
護事業所などの医療・介護関係機
関や関係市町村などと緊密に連携
し、多職種連携・協働による包括
的かつ継続的なサービスの提供を
可能とする環境整備を推進する。

在宅医療介
護課

　在宅医療・介護資源実態調査を実施し、一
体的なサービス提供のための情報冊子「在宅
医療・介護連携ガイド」の更新を行いまし
た。
　「地域包括ケア推進代表者会議」を2回開
催し、在宅医療・介護連携の課題の抽出と対
応策の検討を行いました。
　在宅医療・介護専門職の研修会をWebで3回
実施し、関係者の資質向上と情報の共有を図
りました。
　地域住民への在宅医療、ACPの普及啓発と
してエンディングノートの活用説明、市民講
座、出前講座等を行いました。
　南埼玉郡市医師会に委託し、在宅医療介護
の相談窓口を設置して専門的な相談に対応す
るとともに、「入退院支援ルール」を策定し
ました。

a 達成

　地域資源の整理のため、「在宅医療・
介護連携ガイド」を作成します。
　「地域包括ケア推進代表者会議」は、
地域包括ケア推進体制の構築を目指し、
課題への対応策を検討します。
　二市一町共同実施（白岡市、宮代町）
として、近隣で共通する課題について在
宅医療介護関係者向けの研修会を実施し
ます。
　市民への普及啓発として、エンディン
グノートの改訂作業を実施し、重版した
エンディングノートを用いて講座などを
開催し、継続してACPの普及に取り組みま
す。
　三市一町（久喜市、白岡市、宮代町）
で南埼玉郡市医師会に委託し取り組む南
埼玉郡市在宅医療・介護連携推進事業に
ついて、「入退院支援ルール」の運用・
周知をすすめ、在宅医療介護の推進を図
ります。

5,167 4,634

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

92
（再掲）

102

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（１）国民健康保険制度の適正な運営

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

国民健康
保険の適
正な運営

　財政運営の責任主体である埼
玉県と連携しながら国民健康保
険制度の安定した運営を図ると
ともに、保健事業や疾病予防事
業を行い、医療費の適正化を図
る。

国保年金
課

　収支の均衡を図り円滑な予算執行に努め
ました。
　国保事業費納付金に係る経費を賄うため
に必要な国民健康保険税を賦課しました。
　新型コロナウイルス感染症対策として、
傷病手当金の支給や国民健康保険税の減免
を行いました。
　医療費の上昇を抑制するため、特定健診
等の保健事業を健康増進課と連携し、医療
費の適正化に努めました。

a 達成

　収支の均衡を図り円滑な国保運営に努
めます。
　国保資格の適正化、レセプト点検の強
化、特定健診や糖尿病性腎症重症化予防
対策事業等により医療費の適正化を図り
ます。
　令和9年度に予定されている国民健康
保険税の県内準統一の際に被保険者の負
担が著しく増大しないよう、県から示さ
れる標準保険税率等を踏まえ、財政調整
基金を活用して段階的な税率の改正を検
討します。

5,979,060 5,995,207103

ＰＬＡＮ
R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（２）後期高齢者医療制度の適正な運営

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

在宅医療
介護課

　関係課が協働して事業を推進するため
に、「高齢者の保健事業と介護予防の一体
的実施推進会議」を開催しました。
　医療・介護等のデータを分析した結果を
もとに、生活習慣病の重症化予防及び健康
状態不明者の状況把握のための家庭訪問を
実施しました。また、分析結果から抽出し
た対象者に案内を送付し、フレイル予防と
疾病の重症化予防をテーマにした市民講座
を開催しました。
　通いの場であるはすぴぃ元気体操の参加
者に対し、フレイル予防の講座や個別指導
を行いました。

a 達成

　「高齢者の保健事業と介護予防の一体
的実施推進会議」を開催し、関係課と協
力して事業の推進を図ります。
　訪問による相談、保健指導を実施する
ことで、生活習慣病の重症化予防につな
げます。
　後期高齢者健康診査質問票を活用する
ことにより、健康状態不明者の健康状態
と潜在するニーズを把握し、必要な支援
につなげます。
　フレイル予防講座を実施することでフ
レイル予防と疾病の重症化予防について
普及啓発をします。

8,093 4,178

国保年金課

　後期高齢者医療被保険者に対する適切な
医療費等の給付を行いました。
　滞納者に対し臨宅及び電話による納付勧
奨を行い、収納率の向上に努めました。
　還付金未請求者に対し還付勧奨を行いま
した。
　10月1日から窓口負担割合2割が設けられ
た制度改正により新保険証を発送しまし
た。
　保険証発送時にジェネリック医薬品の案
内（希望シール）を同封し、患者負担の軽
減や医療保険財政の改善に努めました。

a 達成

　昨年度から団塊の世代が75歳を迎える
ことにより、被保険者の増加が加速して
いくことが予想されます。このことに伴
い、医療費等の給付、滞納者、還付金未
請求者の数も必然的に増加するため、よ
り適切な対応に努めます。
　また、介護保険の地域支援事業や国民
健康保険の保険事業との一体的な取組み
を推進します。

1,131,181 1,092,411

R4年度
決算額
（千円）

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策２

第５次総合振興計画

　埼玉県後期高齢者医療広域連
合と連携して、後期高齢者医療
制度の安定運営や健全な財政運
営のため、保険料の収納率向上
を図るとともに、高齢者の医療
の確保と医療費の適正化を図
る。
　後期高齢者の保健事業を効果
的かつ効率的に行うため、国民
健康保険法に規定する心身の特
性に応じて行う保健事業及び介
護保険法に規定する地域支援事
業を一体的に実施する事業を埼
玉県後期高齢者医療広域連合か
らの委託事業として実施する。

104

後期高齢
者医療広
域連合と
の連携
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（３）国民年金事務の円滑な運営

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

国民年金事
務

　国や日本年金機構との連携を図
りながら、年金相談等を通じて、
国民年金制度の理解促進に努め
る。

国保年金課
　日本年金機構と連携し、委託されている法
定受託事務を適切に執行しました。

a 達成

　引き続き、日本年金機構との連携を深
めながら、法定受託事務を適切に執行す
るとともに、一層の市民サービスの向上
に努めます。

79 77

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画

105

R4年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策５．各種社会保障制度の適正な運営

施策（４）生活困窮者支援（生活保護）

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

生活保護制
度の適正な
運営と自立
支援

　生活困窮者等の健康で文化的な
最低限度の生活を保障するととも
に、自立を支援するため、生活保
護制度を適正に実施する。
　また、生活保護受給者等に対し
て就労に必要な支援の充実を図
る。

福祉課

　生活困窮者自立支援制度や関係機関との連
携を図り、生活困窮者の早期発見及び支援を
行いました。生活保護申請の段階から、ケー
ス検討会議に諮り、組織的にアセスメントや
援助方針の作成を行うことで、自立した生活
が営めるよう支援を行いました。

a 達成

　就労可能な受給者については就労支援
を行い、自立に向けサポートを継続して
いきます。
　生活困窮者自立支援制度や関係機関と
の連携を継続し、生活困窮者の自立助長
を推し進めます。

914,309 877,069

R4年度
決算額
（千円）

106

基本政策２

主要事業
№

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（１）地域における防犯対策の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

防犯対策推
進事業

　蓮田市防犯・暴力排除推進活動
補助金制度を活用し、防犯協会や
暴力排除推進協議会が実施する
キャンペーン等の啓発活動や防犯
活動等の研究会、研修会等を支援
する。
　また、自主防犯組織活動用物品
購入費補助金制度を活用し、地域
防犯推進委員が防犯パトロール用
装備品や啓発用品を整備すること
を支援する。

危機管理課

　10月11日に、蓮田駅東口において、街頭防
犯キャンペーンを実施し、振り込め詐欺等の
被害防止を呼び掛けました。
　また、12月19日に「安心・安全歳末一斉
キャンペーン」（参加者225名）をハストピ
アで開催し、防犯意識の高揚を図りました。
　さらに、特殊詐欺被害防止活動として、青
色防犯パトロールカーによる市内パトロール
を、地域防犯活動団体と職員で定期的に実施
しました。（活動延べ日数91日）
　蓮田市地域安全推進連絡協議会では、特殊
詐欺の被害を防止するための通話自動録音装
置10台の貸出事業を行いました。（貸出延べ
人数15人）
　自主防犯組織活動用物品購入補助金につい
て、5団体に224,500円交付し、地域の防犯活
動を推進しました。

a 達成

　引き続き、防犯キャンペーン等や青色
パトロール車による防犯活動を実施して
いくとともに、自主防犯組織等と連携・
協力し、防犯対策を推進していきます。

1,800 1,694

R4年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画

107

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

-63-



健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（２）防犯体制の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

警察署の誘
致

　蓮田市内に警察署ができること
で犯罪への抑止効果が高まること
が期待できることから、誘致に向
けて情報収集に努め、要望書の提
出を行う。

危機管理課
　4月7日に、埼玉県警察本部警務部警務課を
訪問し、警察署新設などの状況や考え方等に
ついて情報交換を行いました。

c 未達成

　R5年4月7日に埼玉県警察本部を訪問
し、警察署配置の考え方等について情報
交換を行いました。
　今後も、岩槻警察署と連携しながら、
埼玉県警察本部から定期的に情報収集を
行っていきます。

0 0

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画

108

R4年度
決算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

R4年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策６．防犯対策の推進

施策（３）防犯対策の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

街路灯整備
推進事業

　交通安全施設の計画的な整備を
行うとともに、補修・維持管理を
行う。
　街路灯の新規設置や既存街路灯
の補修を行い、安心安全な住環境
の整備に努めていくとともに、新
設や交換によるＬＥＤ化を推進す
る。　信号機のない交差点など
に、視認性を向上させる道路反射
鏡（カーブミラー）や安全を確保
する区画線を整備し、交通事故を
未然に防止する。

自治振興課

　リース方式によるLED化事業で対象となっ
ている街路灯については、リース事業者と連
携して維持管理を行いました。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の交通
安全施設の設置は、緊急性や危険性などを考
慮して、優先度の高いものから整備しまし
た。
　街路灯は、新規設置及び既設街路灯のLED
化工事を248基（共架212基、独立34基、壁面
2基）実施しました。
　道路反射鏡は、新規設置工事を7基（共架4
基、独立3基）実施しました。
　道路区画線の整備は、27箇所を実施しまし
た。

a 達成

　新規設置による街路灯については、LED
化を継続します。既設街路灯について
も、灯具の劣化状況を確認し、LED化を進
めていきます。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の
交通安全施設の設置は、緊急性や危険性
などを考慮し、優先度の高いものから計
画的に整備を行うとともに、既存施設の
補修・維持管理についても、適正に実施
していきます。

91,564 85,279

R4年度
決算額
（千円）

109

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画

R4年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（１）防災対策の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

防災備蓄倉
庫及び防災
資機材の整
備事業

　災害時に備え、市内の避難所に
設置されている蓮田市の防災倉庫
に食糧や毛布などの備蓄品、災害
対策用備品を計画的に整備する。

危機管理課

　防災備蓄用として、携帯アルミブランケッ
トや携帯トイレ（各500）、LEDライト20個、
哺乳ボトル96本、アルファ米1,100食、缶入
りパン1,008食、乳児・幼児用食品204食、粉
ミルク130箱、液体ミルク72本、保存水1,728
本などを購入しました。

a 達成
　災害時の備蓄食糧については、27,000
食の目標数を維持するため、毎年入れ替
えを行い、循環備蓄を進めていきます。

3,866 3,848

自主防災組
織育成事業

　災害時に自助・共助による初動
体制を整備するため、自主防災組
織の育成や各種防災に関する研修
会、防災訓練の支援を行い、災害
に強いまちづくりを推進する。

危機管理課

　地域における防災リーダーの育成を図るた
め、2月19日に自主防災組織リーダー養成講
座を開催し、40名の参加がありました。
　自主防災組織育成補助金について、30件
（防災資機材購入17件、防災訓練実施13件）
の申請に対し1,702,800円の交付を行いまし
た。

a 達成
　自主防災組織への支援を継続するとと
もに、新規設立を自治会等に働きかけて
いきます。

4,878 2,309111

R4年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

110

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

庶務課

建築指導課

木造住宅耐
震診断・耐
震改修補助
事業

　東日本大震災等の震災を踏ま
え、市内の既存木造住宅の耐震化
を推進する。「蓮田市建築物耐震
改修促進計画」に基づき、市内の
既存木造住宅の耐震化を推進する
ため、耐震診断及び耐震改修の支
援を行う。

建築指導課

　市内の既存木造住宅の耐震化を促進するた
め、耐震診断および耐震改修の支援につい
て、「広報はすだ」等により周知を行うとと
もに、相談対応を実施しました。
　また、耐震診断補助を1件交付しました。

b 一部達成
　耐震診断および耐震改修の支援を継続
し、市内の既存木造建築物の耐震化を推
進します。

400 50

老朽管更新
事業

　水道ビジョンに基づき、災害に
強い上水道施設の実現と効率的な
マネジメントについて検討し、老
朽管路の更新事業を進めていく。

水道課

　重要管路更新事業の第5期工事として国庫
補助金を活用した市道55号線の老朽管更新工
事(口径200～400㎜・延長約300m）をはじ
め、その他市内3箇所の老朽管更新工事を実
施し、耐震化を図りました。
　また、令和5年度以降に更新工事を予定し
ている市内4箇所の工事設計を行いました。

b 一部達成

　災害に強く安定供給できる上水道施設
の整備を行うため、管路耐震化計画に基
づき、老朽化した重要管路の更新工事を
継続して進め、耐震化を図ります。

458,481 367,089

R4年度
決算額
（千円）

114

113

112
公共建築物
の耐震補強
整備事業

ＣＨＥＣＫ
（評価）

　公共建築物の耐震化が完了した
ため、事業が終了した。

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

事業完了

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

公共下水道
整備事業

　生活環境の向上、公共用水域の
水質保全のため、公共下水道の整
備を行う。
　公共下水道全体画区域約１，６
１６ヘクタールのうち事業認可区
域約８１９ヘクタールについて、
整備率が９４.５％となった中
で、残り５.５％について、企業
債、国庫補助金等を効果的に活用
しながら早期の完了を目指すとと
もに、残りの全体計画区域につい
ての検討を継続する。
　また、管路、ポンプ場等各施設
の更新や維持管理を計画的に実施
し、利用者への安定的なサービス
提供を行っていく。

下水道課

 
　蓮田駅西口通線の基本設計業務を実施しま
した。
　蓮田駅東口黒浜線の汚水管渠の工事に着手
しました。
　綾瀬地区のコンクリート製のマンホール蓋
51箇所を鋳鉄製の蓋に交換しました。
　ストックマネジメント計画に基づいて、ま
た不明水の対策として汚水管渠の調査点検を
実施、西新宿汚水中継ポンプ場の引込開閉器
盤と脱臭機ファン現場操作盤を交換しまし
た。

b 一部達成

　埼玉県施工の蓮田駅東口黒浜線道路築
造に併せて、引き続き汚水管渠の工事を
実施していきます。
　また、ストックマネジメント計画に基
づき汚水管渠の調査点検の実施と西新宿
汚水中継ポンプ場の設備の更新をしてい
きます。

894,837 741,511

消防施設整
備事業

　災害や危機に強い安心・安全な
まちづくりを目指し、消防水利等
の消防施設の整備・更新を行う。
　本署・南分署庁舎及び分団詰所
施設の保守・改修を進める。

消防課

　老朽化した消火栓のボルト交換を8箇所実
施しました。また、漏水等の不具合が発生し
た消火栓の修理や更新を図りました。
　119番通報を受信する、高機能消防緊急通
報指令システム及び消防救急デジタル無線機
器の保守点検を実施しました。
　消防庁舎については、本署の高圧ケーブル
交換修繕、エアコン室外機及び貯湯槽給水配
管の修繕、南分署は分電盤開閉器、男性用洋
式トイレ及び食堂ガラス扉の修繕を実施しま
した。

b 一部達成

　引き続き、老朽化した消火栓の修繕や
耐震式防火水槽の整備、災害時の拠点と
なる消防署・南分署・各分団詰所の維持
管理や改修に努めます。
　また、高機能消防緊急通報指令システ
ム及び消防救急デジタル無線機器等の更
新や維持管理に努めます。

11,973 10,547116

115
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（２）災害に強いまちづくりの推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

農政課

　県費単独土地改良事業である貝塚悪水路の
改修工事について、R4年度分の事業を完了し
ました。
　貝塚悪水路について、台風14号、15号の冠
水対策として、仮設ポンプを設置しました。

a 達成

　柵板の損傷など、構造物の経年劣化が
見受けられる貝塚悪水路について、県の
補助金を活用して改修工事を進めます。
また同水路は、台風等の大雨の際には隣
接道路を含め冠水が発生する箇所である
ため、仮設ポンプを設置し水害被害対策
を図ります。

13,255 12,026

道路課

　西新宿地区第一排水機場のゲート新設に向
けて河川協議を進めて詳細設計業務委託を完
了しました。島田落とし切り回し工事を継続
して進めました。市内各所にあるポンプ施設
の点検管理委託や河川・排水路の維持管理事
業として除草委託、浚渫委託および排水路の
蓋掛け工事を実施しました。

b 一部達成

　西新宿地区第一排水機場のゲート新設
に向け施工方法等について河川協議を継
続します。島田落とし切り回し工事を完
了させます。ポンプ施設の点検結果より
不具合等の修繕に努めます。河川・排水
路の流れを阻害する雑木・雑草の伐採、
サイフォンや調整池の浚渫委託を実施し
て大雨による浸水被害の軽減を図りま
す。

123,957 143,509

117
排水路施設
等整備事業

　準用河川の補修・改修や黒浜調
整池の整備、西新宿地区第一排水
機場のゲート改修、農業施設の用
排水路等の適正な整備と維持管理
を行うとともに、継続的に排水路
及び遊水池の除草や浚渫を実施
し、大雨による浸水被害の軽減を
図る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

地域防災計
画の改定と
各種マニュ
アル整備事
業

　「蓮田市地域防災計画」や災害
時における「職員初動マニュア
ル」、「避難所運営マニュアル」
に基づき、災害対策を講じる。な
お、これらの計画等について実効
性を高めるため、適宜見直しや修
正を行っていく。

危機管理課

　災害時の受援計画について、埼玉県が作成
した手引きに基づき、素案を作成しました。
業務継続計画については、参集率の見直しに
よる計画の更新に着手しました。

c 未達成
　受援計画の策定及び業務継続計画の改
定を実施していきます。

50 0

遠隔地自治
体との災害
支援体制の
充実

　大規模災害時では、同様の被害
を受けている近隣市町より遠隔地
との応援体制が必須との認識か
ら、平成２４年１０月１日に長野
県松川町と「災害時相互応援協
定」を締結した。
　今後は、災害時における応援対
策及び復旧活動に万全を期すた
め、危機管理担当はもとより、復
旧・復興に関連するあらゆる担当
（避難所運営・給水・防疫・文教
等）の連携が充実できるよう相互
協力体制を構築していく。

危機管理課

　東京都北区と「災害時における相互応援に
関する協定」を、3月17日に締結しました。
　また、静岡県焼津市と「原子力災害時にお
ける焼津市民の県外広域避難に関する協定」
を、3月24日に締結しました。

a 達成
　協定を締結した団体との連絡体制を密
にし、さらなる連携強化を図っていきま
す。

14 5

R4年度
決算額
（千円）

119

118

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

情報伝達体
制整備事業

　災害時における情報伝達体制の
整備として、防災行政無線の維持
管理を行うとともに、新規の防災
行政無線の増設には設置場所等の
課題があるため、防災行政無線の
内容や緊急情報等をメールで配信
する「安心安全メール」を周知徹
底し、登録者の増加を図ることで
難聴区域の解消につなげていく。
　また、デジタル化を実施した移
動系防災行政無線等のあらゆる情
報機器を活用して、情報伝達体制
の強化を図る。

危機管理課

　ＩＰ無線機を5台追加整備し、合計50台の
配備とすることにより、災害時の情報伝達体
制の充実を図りました。
　安心安全メールについては、市広報等で周
知し、登録者数が3名増加（前年同月比）
し、年度末現在で3,865名となりました。

a 達成

　安心安全メールの機能更新と、防災行
政無線の操作卓改修などを行います。
　また、防災行政無線（固定系）の機器
更新に向けて、次期システム構築のため
の検討・準備を行っていきます。

9,807 9,579

情報セキュ
リティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に管
理するため、最新の情報通信技術
の動向等を的確にとらえ、情報セ
キュリティ対策を進める。
　情報セキュリティ基本方針及び
情報セキュリティ対策基準の見直
しを随時行うとともに職員の情報
セキュリティ意識の向上を図るた
め、情報セキュリティ研修を実施
する。

電算課

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウドに
参加し、インターネットと庁内ネットワーク
の分離や、メール及びファイルの無害化処理
等の高度なセキュリティ対策を行いました。
全職員を対象とした情報セキュリティ研修
を、eラーニングにより全職員が受講し修了
しました。
　また、ＩＴアドバイザーを講師に招き、講
義形式の研修会も実施しました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュリ
ティクラウドに参加し、インターネット
と庁内ネットワークの分離やメール及び
ファイルの無害化処理等の高度なセキュ
リティ対策を行います。総務省及び地方
公共団体情報システム機構の提供する情
報セキュリティ研修を、ｅラーニングに
より実施します。
　また、ＩＴアドバイザーを講師に招
き、講義形式の研修会も開催する予定で
す。

7,510 4,706121

120
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策７．防災対策・危機管理体制の充実

施策（３）危機管理体制の確立

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

新型インフ
ルエンザ等
対策の整備
（新型コロ
ナウイルス
感染症対策
の整備）

　病原性が高く、まん延性のおそ
れのある感染症（現状では新型コ
ロナウイルス感染症）の対策とし
て、埼玉県や関係機関等と連携・
協力し、効果的な対策を図ること
で、市民生活及び地域経済に及ぼ
す影響が最小になるよう努める。
　なお、令和３年度一般会計補正
予算（第６号）第２条繰越明許費
として計上された新型コロナウイ
ルスワクチン接種事業の繰越予定
額332,479千円がある。

健康増進課

　国や県と連携した感染症対策を進めるため
情報を収集し、対策本部会議において情報共
有を図りました。
　アルコール消毒液等の感染防止対策物品の
購入、配布、在庫管理を行いました。
　新型コロナウイルス感染症に関する注意喚
起をホームページ等で周知しました。
　県との協定事業において、新型コロナウイ
ルス感染症で自宅療養をしている方に対し
て、パルスオキシメーターの貸与や食料品等
の支援を行いました。
　医師会と調整の結果、委託による集団接種
と市内医療機関による個別接種を並行で実施
することで、新型コロナウイルスワクチンの
接種を進めました。

a 達成

　新型インフルエンザ等の発生やまん延
時の対策として、埼玉県や関係機関等と
連携を図るとともに、季節性インフルエ
ンザを含む感染症の発生動向情報を注視
していきます。
　新型コロナウイルス感染症について
は、感染症法上の位置づけが5類移行後
も、国や県の情報に注視し、必要な感染
対策を継続していきます。
　新型コロナウイルスワクチンの接種に
ついて、希望する全ての市民が円滑に接
種が受けられるよう、引き続き接種体制
の整備、医師会との調整、情報の発信等
に努めます。

1,704 499,673122
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（１）消防体制の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

消防設備整
備事業

　東海地震や首都直下型地震など
の大規模災害の発生が懸念される
昨今、本市でも建物の高層化・大
規模化が進み、災害形態も複雑・
多様化している。また、超高齢化
社会の進行により救急需要も増加
している状況である。消防車、救
急車等の緊急車両や各種資機材を
計画的に整備し、複雑多様化する
災害や増加する救急需要に対し、
市民の安心・安全の確保を図る。

消防課

　市内建築物の高層化に対応するため、災害
対応特殊消防ポンプ自動車（13ｍ放水塔付）
の整備を行いました。また、職員への新型コ
ロナウイルス感染症対策として、搬送用アイ
ソレーターやオゾンガス式除染発生装置の整
備を行いました。
　高機能消防緊急通報指令システム及び消防
救急デジタル無線機器等の保守点検を実施し
維持管理を図りました。

a 達成

　引き続き、複雑・多様化・大規模化す
る災害や増加する救急要請に対応するた
め、消防車や救急自動車の更新、各種資
器材の整備を図ります。
　また、水難救助体制の充実強化を図る
ため各資機材の整備や潜水士の育成に努
めます。

138,222 161,260

消防施設整
備事業

　災害や危機に強い安心・安全な
まちづくりを目指し、消防水利等
の消防施設の整備・更新を行う。
　本署・南分署庁舎及び分団詰所
施設の保守・改修を進める。

消防課

　老朽化した消火栓のボルト交換を8箇所実
施しました。また、漏水等の不具合が発生し
た消火栓の修理や更新を図りました。
　119番通報を受信する、高機能消防緊急通
報指令システム及び消防救急デジタル無線機
器の保守点検を実施しました。
　消防庁舎については、本署の高圧ケーブル
交換修繕、エアコン室外機及び貯湯槽給水配
管の修繕、南分署は分電盤開閉器、男性用洋
式トイレ及び食堂ガラス扉の修繕を実施しま
した。

b 一部達成

　引き続き、老朽化した消火栓の修繕や
耐震式防火水槽の整備、災害時の拠点と
なる消防署・南分署・各分団詰所の維持
管理や改修に努めます。
　また、高機能消防緊急通報指令システ
ム及び消防救急デジタル無線機器等の更
新や維持管理に努めます。

11,973 10,547

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画

123

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

116
（再掲）

基本政策２

主要事業
№

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（２）救急体制の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

救急体制の
強化

　市民ニーズ及び救急需要の増加
に対応するため、救急業務の高度
化・拡充化を図り、職員の知識・
技術の向上に努めるとともに、改
正された消防力の整備指針に基づ
き、救急救命士が常時乗車する救
急体制を確立する。
　また、病院派遣型救急ワークス
テーション制度により、病院に派
遣して出動態勢の強化を図るとと
もに、病院内で救急隊員の教養・
技術研修を実施し、救急隊員のレ
ベル向上を図る。
　なお、令和４年度病院派遣型救
急ワークステーション制度につい
ては、新型コロナウイルス感染拡
大に伴い中止といたします。

消防課

　救急救命士1名および救急資格者3名を養成
しました。
新型コロナウイルス感染症に伴い感染症対策
として救急ワークステーションを中止としま
した。
　救急救命士に必要な病院研修等は、6病院
と連携し感染対策を図り病院実習を実施しま
した。
　病院前小児救急事案への知識・技術向上の
ため、医療機関と連携し研修会を実施しまし
た。
　超高齢化社会による高齢者施設からの救急
要請の円滑化を目的として、説明会をweb形
式で２回実施しました。

a 達成

　引き続き、継続的に救急救命士および
救急資格者の養成を実施し、消防車を含
めて常時乗車が可能な救急体制の構築に
努めます。
　救急告示病院と更なる連携の強化を図
り、救急隊員の教養・技術レベル向上等
の教育に努めます。
　高齢化の進展や感染症等多種多様な救
急事案、増加する救急要請に対応するた
めに様々な研修や訓練等を継続するとと
もに、救急搬送体制の強化に努めます。

6,183 5,269124

ＣＨＥＣＫ
（評価） R4年度

決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策８．消防・救急体制の充実

施策（３）地域における消防力の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

消防団の活
性化推進事
業

　消防団を中核とした地域防災力
の充実強化を目標に処遇や装備の
整備を図るため、
１　各種事業所に対して消防団活
動の趣旨を理解していただき、団
員が活動しやすい環境を整備す
る。
２　事業所が団員を雇用すること
によるメリットを周知し、協力事
業者の増加を図る。
３　地震等の大災害を想定した詰
所の整備、救急・救助資機材等の
充実強化に努める。
４　消防団員の処遇、待遇等の改
善に努める。

消防課

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、当
初計画していた市総合防災訓練・事業が中止
や延期となりましたが、消防特別点検、消防
出初式を感染対策を図り実施し、消防団の士
気の向上等に努めました。女性団員活動につ
いては、年末に火災予防広報活動や新入団員
募集PR活動などを実施しました。また、消防
団員報酬の処遇改善をおこない、出動手当等
の見直しを実施いたしました。装備について
は、第3分団へゴムボート1艇を整備し、水害
への対策強化を図りました。

a 達成

　消防団員の消防力維持、向上のため引
き続き、感染に留意し研修や訓練を実施
します。装備の充実強化として、救助用
ジャッキ等の救助資機材を各分団へ配備
し地震災害等への活動強化を図るととも
に、チェーンソー取り扱い特別教育等の
資格取得による安全管理体制の強化を図
ります。また、消防団の必要性や団員確
保に向け事業所や市民に対しＰＲを行
い、理解を深めていただき、地域防災力
の向上に努めます。そのほか活動内容等
を見直し処遇の改善に努めます。

22,216 17,834

消防訓練等
実施事業

　事業所、自主防災組織等を対象
に、消防訓練やＡＥＤ講習を実施
し、防災意識や知識・技術の普及
に努める。

消防課

　新型コロナウイルス感染症の状況を注視
し、職員派遣指導を段階的に実施し、事業
所、自主防災組織等と連携を図り、防災意
識、知識の普及啓発を図りました。
AED講習は新型コロナウイルス感染症に配慮
し人数を制限し実施しました。また、資機材
の整備を実施し物品の貸し出しを行い普及啓
発を図りました。

b 一部達成

　引き続き、新型コロナウイルス感染症
の状況に注視しつつ、職員派遣指導を実
施し、事業所・自主防災組織等と連携を
図り、防災意識、知識の普及啓発活動を
図ります。
　AED講習に係る座学については、webを
用いた形式を採用し、多くの方々が学習
できる環境の整備に努めます。

101 198

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

126

125

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

交通安全施
設等整備事
業

　交通安全施設の計画的な整備を
行うとともに、補修・維持管理を
行う。
　街路灯の新規設置や既存街路灯
の補修を行い、安心安全な住環境
の整備に努めていくとともに、新
設や交換によるＬＥＤ化を推進す
る。
　信号機のない交差点などに、視
認性を向上させる道路反射鏡
（カーブミラー）や安全を確保す
る区画線を整備し、交通事故を未
然に防止する。

自治振興課

　リース方式によるLED化事業で対象となっ
ている街路灯については、リース事業者と連
携して維持管理を行いました。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の交通
安全施設の設置は、緊急性や危険性などを考
慮して、優先度の高いものから整備しまし
た。
　街路灯は、新規設置及び既設街路灯のLED
化工事を248基（共架212基、独立34基、壁面
2基）実施しました。
　道路反射鏡は、新規設置工事を7基（共架4
基、独立3基）実施しました。
　道路区画線の整備は、27箇所を実施しまし
た。

a 達成

　新規設置による街路灯については、LED
化を継続します。既設街路灯について
も、灯具の劣化状況を確認し、LED化を進
めていきます。
　街路灯、道路反射鏡、道路区画線等の
交通安全施設の設置は、緊急性や危険性
などを考慮し、優先度の高いものから計
画的に整備を行うとともに、既存施設の
補修・維持管理についても、適正に実施
していきます。

91,564 85,279

放置自転車
対策の推進
事業

　公共の場所における自転車等の
放置を防止し、市民の良好な生活
環境の保持と通行機能の確保を図
るため、蓮田駅周辺に放置自転車
等整理区域を指定している。
　自転車等が放置されないよう指
導を行い、放置された自転車は整
理及び撤去し、集積所に一時保管
するとともに、水曜日、土曜日及
び日曜日に隔週で放置自転車の引
き取り業務を実施する。

自治振興課

　自転車等の放置防止、また、高齢者の就業
機会を確保する観点から、シルバー人材セン
ターと放置自転車等指導・引取等業務委託契
約を締結し、放置自転車等の整理・撤去を推
進しました。
　放置自転車整理区域に放置された自転車30
台を撤去し、集積所へ移送しました。

a 達成
　自転車等の放置を防止するため、引き
続き放置自転車等指導や引取等業務を実
施します。

4,656 4,628

交通安全啓
発事業

　関係機関及び関係団体と連携
し、交通事故の抑止と交通安全に
対する意識高揚を図るため、交通
安全街頭キャンペーンや年間を通
じて市内で開催される各種イベン
トにおいて啓発活動を実施する。

自治振興課

　チャイルドシート・シートベルト着用促進
月間である、8月の広報や防災無線により、
着用について周知、啓発を図りました。
　また、4月13日の春の全国交通安全運動、9
月27日の秋の全国交通安全運動、12月19日の
安心・安全歳末一斉キャンペーンにおいて、
街頭キャンペーンを実施し啓発活動を行いま
した。

a 達成
　交通安全街頭キャンペーンや市内で開
催される各種イベント等において、啓発
活動を継続して実施します。

908 1,080

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

127

129

128

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策９．交通安全対策の推進

施策（１）交通安全対策の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

自治振興課

　交通指導員による市内17箇所の立哨指導
を、4月から3月まで実施しました。
　また、黒浜西小学校（4月12日）、蓮田中
央小学校(4月14日）、黒浜小学校（4月19
日）、黒浜北小学校（4月20日）、蓮田南小
学校(4月26日）、黒浜小学校（5月10日）で
交通安全教室等が開催され、保護者や児童を
対象とした交通指導員による指導が行われま
した。

a 達成
　引き続き、市内17箇所の立哨指導や交
通安全教室等を通じ、交通安全の啓発を
図ります。

0 0

道路課

　登下校時の児童・生徒の安全を確保するた
めに、第5期埼玉県通学路整備計画の令和4年
度の対策箇所について、現地調査を行い、対
策に向けた工事を実施しました。

a 達成
　引き続き、第5期埼玉県通学路整備計画
の令和5年度の対策箇所について進捗を図
ります。

0 600

学校教育課

　関係機関と連携し、通学路の合同安全点検
を行い危険箇所を確認し、小・中学校間で情
報を共有しました。
　また、市内で不審者情報が出た際は、速や
かに各学校に周知しました。

a 達成

　引き続き通学路の安全点検を行いま
す。また、不審者情報について引き続き
速やかに情報共有ができるようにし、警
察とも連携を取りながら児童・生徒の安
全確保に努めます。

0 0

130
通学路の安
全確保事業

　登下校時の児童・生徒の安全を
確保するために、道路環境の整備
を図るとともに、地域の見守り組
織や小・中学校間の連携強化を図
る。
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健康で安心して暮らせるまちをつくる
政策１０．消費生活保護

施策（１）消費生活の安全確保

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

消費生活相
談事業

　消費生活に関する相談（消費生
活・多重債務）を的確かつ迅速に
解決・あっせんし、消費者利益の
保護と消費生活の向上を図る。

商工課

　新型コロナウイルス感染症対策を講じなが
ら消費生活相談（多重債務相談を含む）を実
施し、相談件数は310件でした。また、複雑
化する相談内容に対応するため、アドバイ
ザー弁護士による専門相談を行いました。
　相談能力向上のため、相談員が各種研修に
参加しました。

a 達成
　引き続き、相談員や弁護士による専門
相談を実施していきます。

4,277 4,121

消費者教育
推進事業

　後を絶たない消費者トラブル
に、消費者が自ら対応できるよう
消費者教育を推進する。
　民法改正により、令和４年４月
１日より、１８歳以上が成人とな
ることから消費トラブルの際の相
談窓口等の周知を図る。

商工課

　消費生活相談員による消費生活出前講座を
実施しました（計6回）。
夏休みに小学生向けの親子マネー講座を実施
しました。
　広報紙やホームページを通じて、悪質商法
等の手口を紹介し、被害を未然に防ぐための
啓発活動を行いました。
　成年年齢引き下げに伴い、消費者トラブル
の対策に役立つ啓発冊子を成人式で配付しま
した。また、民生委員・児童委員及び市内の
中学3年生を対象に配付しました。

a 達成

　引き続き、広報紙やホームページを通
じて、消費被害を未然に防ぐための啓発
活動を行っていきます。
　相談員等による出前講座や幼児向け消
費者教育を実施していきます。
　市内中学校へ消費者トラブル対策に役
立つ啓発冊子を配付します。

813 1,170

基本政策２

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

131

R4年度
当初予算額
（千円）

132

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（１）生涯学習体制の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

政策調整課 0 0

社会教育課 1,616 934

生きがいづ
くりと社会
参加推進事
業

　各種講座・教室やイベント等の
情報誌「生涯学習ガイドブック」
や生涯学習活動を行う団体を掲載
した「生涯学習団体情報誌」によ
る情報提供を行う。
　また、市民の文化活動等の社会
教育活動への参加促進と団体支援
のため、市内で活動する社会教育
関係団体に補助金を交付する。

社会教育課

　各種情報誌の発行をし、生涯学習団体の活
動や行事の掲載をしました。
　また、各種活動において新型コロナウイル
ス感染症対策についても掲載し周知を行いま
した。
　各社会教育関係団体に対して、補助金を交
付しました。

a 達成

　引き続き、各種情報誌の発行をし、生
涯学習情報の提供を行っていきます。
　また、団体支援についても継続して実
施を行っていきます。

909 856

高齢者の生
きがい支援
事業

　高齢者の健康の増進、教養の向
上、話し合いやレクリエーション
の場を提供するための施設の管理
運営や、老人クラブ連合会への補
助金の交付、寿大学の開催等を行
う。
　また、高齢者施策の充実と適正
な事業の推進を図るため、高齢者
福祉計画・介護保険事業計画を策
定する。

長寿支援課

　老人福祉センターは、感染症対策に努めな
がら管理運営を行いました。
　老人クラブは感染症対策を施し、グラウン
ドゴルフや寿大学等の実施可能な活動を行い
ました。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画は、策
定業務を委託する業者選定を行い、次期計画
に向けたアンケート調査の実施と進行管理を
行いました。

a 達成

　老人福祉センターについては、利用者
の安全・安心を考え、指定管理者と連
携・協力を図ります。
　老人クラブの活動について、事務局と
して支援を行います。
　高齢者福祉計画・介護保険事業計画
は、現行の計画の進行管理と次期計画の
策定を行います。

58,575 47,499

R4年度
決算額
（千円）

88
（再掲）

134

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

133
生涯学習推
進事業

　２０歳を迎える方に対して、大
人になった自覚を促すとともに、
社会を担う一員として激励を行う
ため、式典を実施する。
　市内で学習成果を発揮したい方
（生涯学習支援者）に人材バンク
への登録を促し活用を図る。人材
バンク制度のＰＲのため、登録者
を講師とした体験企画「１日講
座」を開催する。

　成人式 二十歳を祝う会については、分散
化・簡素化等の感染症対策を行なったうえで
実施しました。
　1日講座については、開催時期や会場を分
散し年度を通じて実施し、感染症の影響を受
けにくいかたちで実施しました。

　成人式実施事業については、新型コロ
ナウイルス感染症の感染症法上の位置づ
けが5類に移行されたことを踏まえ、状況
に即した開催方法を検討していきます。
　人材バンク事業については、より多く
のかたに受講いただけるよう、引き続
き、開催時期や会場を分散して開催して
いきます。

a 達成

基本政策３

主要事業
№

ＰＬＡＮ ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画 ＤＯ

（R4年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策１．生涯学習を通した生きる力の育成

施策（２）学習環境の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

図書館シス
テムの最適
化及び学校
図書館資源
共有化推進
事業

　情報化社会に適応した効率的、
効果的、安定的な図書館情報シス
テムを活用し、業務効率の向上、
情報提供機能の充実、利便性の向
上を図る。
　また、学校図書館との連携を推
進し、子どもの読書活動支援と読
書環境の充実を図る。

社会教育課

　次期システムの契約に向けてプロポーザル
を実施し、契約候補者を2月17日に決定しま
した。
　図書館資料を循環していくために、年間で
書籍、雑誌等4,500点以上の除籍と50冊以上
の買替を行い、2月25日から3月3日までに蔵
書点検を行いました。ＩＣタグを活用し、迅
速な点検作業を行うことができました。
　システムにより長期未返却の図書館資料を
把握し、長期未返却者に通知を郵送し、資料
の適正な管理を行いました。
　2月24日に令和3、4年度にかけて行ってい
た小学校団体貸し出し巡回サービスで貸し出
した巡回図書をすべて回収し、点検しまし
た。

a 達成

　引き続き、図書館システムを活用し、
サービスの向上を目指していきます。
　1小学校につき100冊の図書を2か月に1
度巡回し、学校と密に連携を取ること
で、子どもの読書活動支援と読書環境の
充実を図っていきます。
　次年度は、現行の図書館システムの契
約が満了となります。システムの平行稼
働や次期システムへの移行をスムーズに
行えるようにします。

12,555 12,552

図書館機
能・サービ
スの充実

　「蓮田市図書館サービスビジョ
ン」に基づき、あらゆる世代や図
書館利用に困難があるかたに対応
した情報提供の機能や学習機会の
提供を行い、サービスのさらなる
充実を図る。

社会教育課

　市制施行50周年記念の企画展示を、2階地
域・行政資料エリアと1階視聴覚エリアにて
開催し、蓮田市に関する資料等を展示しまし
た。
　作家の追悼企画、芥川賞・直木賞の展示、
本屋大賞候補者の展示など、随時企画展示の
入れ替えを行いました。
　開館時間の延長について、図書館協議会と
も協議を重ねて準備を進めました。
　開館当初(平成10年)より使用していた電話
機の交換工事を行いました。交換に伴って会
話録音機能、開館時間外の自動音声案内を導
入し、利用者へのサービス充実を図りまし
た。

a 達成

　令和5年度は破損してしまっている2階
事務室の防火扉の新設工事を行う予定で
す。
　引き続き、利用者が利用しやすい環境
を整えていきます。

11,184 10,579

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

136

135

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（１）芸術・文化活動の振興

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

総合文化会
館運営事業

　子どもから大人まで音楽・演
劇・各種講演会などに利用できる
文化拠点の中核施設となる総合文
化会館で文化活動の支援を行う。

文化スポー
ツ課

　市制施行50周年記念事業としてコンサート
等を実施しました。
　また、総合文化会館運営協議会を開催し、
ハスピアの管理運営状況などについて議論し
ました。

a 達成
　ハストピアの管理運営状況を検証し、
運営主体について検討を行います。

30,371 26,426

ハストピア
サポーター
ズ事業

　総合文化会館が行う事業を市民
組織であるハストピアサポーター
ズと協働で推進するととともに、
人材の育成・支援等を行う。

文化スポー
ツ課

　自主事業イベントのでの活動のほか、サ
ポーターズ企画運営によるハストピアフェス
ティバルを開催しました。

a 達成

　ハストピアサポーターズと協働による
事業を検討します。また、サポーターズ
養成講座等を開講し、人材育成を行いま
す。

2,000 437

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

138

137

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

学校教育課

　小学6年生を対象に、歴史講座を行いまし
た。
　また、小学4年生は、社会科副読本を用
い、閏戸の式三番について学習しました。

b 一部達成
　引き続き小学生を対象に、郷土を学
び、文化財を次世代に受け継ぐ事業を実
施していきます。

0 0

社会教育課

　企画展示として、前年度の末から行ってい
た市制施行50周年記念展示「知命の蓮田」展
を実施したほか、教育についての展示も行い
ました。
　学校歴史講座は、文化財展示館と黒浜貝塚
にて4校、学校に訪問して1校、開催しまし
た。
　市民ボランティア学芸員養成講座に関して
は、中央公民館主催事業である市民大学との
連携事業として実施しました。

a 達成

　講座については、中央公民館と共催す
ることで参加者の対象の幅が広がったた
め、今後も施設の垣根を越えて共催とい
う形で、実施していきます。
　文化財保存活用地域計画の策定にあ
たっては、研修等に参加・研究しながら
構成案等を審議会で諮っていきます。

10,685 10,339

国指定史跡
黒浜貝塚整
備・活用事
業

　縄文時代前期中頃の標式遺跡と
して貴重な国指定史跡黒浜貝塚
を、市民憩いの広場、生涯学習の
場として整備し、活用を図る。
　また、未公有地（生産緑地）に
ついては、買収事務を計画的に実
施し、完全公有化を目指す。

社会教育課

　第8期整備工事では、園路のウッドチップ
舗装、史跡内東側の造成、案内板・標柱・防
犯カメラの設置、ヤマブキの植栽等を行い、
本工事をもって黒浜貝塚整備工事を完了しま
した。
　工事完了を記念して、講演会を実施しまし
た。
　未公有地3筆については用地測量を実施し
ました。

a 達成

　黒浜貝塚整備工事が全て完了し、令和5
年度より活用に重きを置き、イベント等
での活用も可能であることを広く周知を
図ります。また、展示館内のガイダンス
システムと黒浜貝塚ARアプリを活用した
啓発に努めます。
　未公有地については、買収を進め、完
全公有化に向けて調整を行います。

83,094 81,401

市内貝塚群
国指定史跡
化推進事業

　関山貝塚、綾瀬貝塚等も含めた
市内貝塚群について調査し、シ
ティセールスの資源として活用を
目指す。

社会教育課
　黒浜貝塚群を含む市内貝塚において、発掘
調査や試掘調査、工事立会を実施し、遺跡の
保存状況を確認しました。

b 一部達成
　市内貝塚では住宅等の建設が進んでい
るため、引き続き調査を行い、保存状況
を把握していきます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

141

140

139

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

文化財啓発
事業

　文化財展示館において企画展示
等を展開し、市内に数多く残る文
化財全般を広く市民に啓発する。
　また、学校歴史講座を市内の学
校で開催し、郷土を学び、文化財
を次世代に受け継ぐ事業を展開す
る。
　未指定文化財を含めた文化財の
保存・活用を図るため、文化財保
存活用地域計画を策定する。
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策２．地域に根差した文化の継承と活用

施策（２）歴史・文化の保全と活用

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

埋蔵文化財
保存事業

　文化財保護法、埼玉県文化財保
護条例、蓮田市文化財保護条例に
則り、埋蔵文化財包蔵地内での個
人住宅建設などの開発に先立ち、
試掘調査を実施する。遺構などが
確認された場合には発掘調査を実
施し、記録保存を行い文化財を保
護していく。
　また、発掘調査の見学機会を多
く創出することにより、蓮田市の
文化財を広く啓発する。

社会教育課

　宅地造成等による試掘調査を33件、工事立
会を行いました。
　このほか高虫西部地区産業団地整備事業に
先立つ試掘調査を順次実施しました。

a 達成

　引き続き試掘調査等を実施し、市内の
遺跡の保存状況を把握します。遺構が確
認され、保存が困難な場合には発掘調査
を実施します。発掘調査の成果に関して
は報告書を刊行し、公開に努めます。

14,133 11,514

市指定文化
財保存修復
事業

　高虫氷川神社や黒浜久伊豆神社
の彫刻など指定後劣化している指
定文化財に対して、所有者等から
の要望に応じて保存・修復を行
う。

社会教育課
　高虫氷川神社本殿の欄干部分の修繕を担当
において実施しました。

a 達成 事業完了 0 0143

142
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策３．国際交流・多文化共生

施策（１）地域交流・多文化交流の促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

自治振興課

　外国人のための日本語教室の支援を行いま
した。新型コロナウイルス感染防止を図るた
め、県のワンナイトステイ事業は、ホームス
テイからオンライン交流会に変更となり、蓮
田市からは1家庭が参加しました。

a 達成
　日本語教室、ワンナイトステイ事業を
中心とする支援を継続します。

4 4

学校教育課

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
オーストラリアとの国際交流はできませんで
したが、現地校の先生と連絡を取り合いまし
た。

b 一部達成
　引き続き、現地校の先生と連絡を取り
合い、状況を注視していきます。

0 0

外国語指導
助手招致事
業

　市内全中学校に各１名の外国語
指導助手（ＡＬＴ）を配置し、中
学校英語教育、小学校外国語活
動、国際理解教育の推進を図る。
また、小学校高学年で英語が正式
教科となり、英語教育を小・中学
校で系統的に行えるように検討す
る。

学校教育課

　6人体制で市内の各校の外国語教育の推進
に取り組み、情報交換のためにALTミーティ
ングを定期開催しました。
　推進協議会は4月に開催し、小中の連携を
強化した授業の推進に向けてでの情報交換を
行いました。

a 達成

　引き続き、ALT及び外国語活動推進委員
を中心に各校と連携を図りながら、市内
各校の外国語教育及び国際理解教育を推
進していき、小中連携を強化した授業実
践を図ります。

25,267 22,038

外国語指導
助手小学校
配置推進事
業

　全ての小学校に外国語指導助手
（ＡＬＴ）を常置して、小学校に
おける英語教育及び外国語活動の
充実を図る。

学校教育課
　小学校教員とのティームティーチングを実
施しました。各小学校ではALTと会話をする
言語活動を充実させました。

a 達成

　小学校で外国語が教科化されているこ
とを受け、ALTの授業における位置づけを
再度確認し、学習指導要領に準じた教育
を行うようALTに指導します。

5,058 4,488

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

59
（再掲）

　外国人のための日本語教室、国
際文化交流会の活動支援やワンナ
イトステイ事業等への協力を行
う。

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

60
（再掲）

144
国際交流推
進事業
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策３．国際交流・多文化共生

施策（１）地域交流・多文化交流の促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

小・中学校
英語教育推
進事業

　市内小学校に英語教育（外国語
活動）サポーターを配置し、外国
語指導助手（ＡＬＴ）とともに小
学校外国語活動を推進し、将来、
国際的視野に立って活躍できる児
童の育成を図る。

学校教育課
　5名の小学校外国語サポーターをALTととも
に小学校に配置し、小学校の外国語科の授業
で授業支援を行いました。

a 達成

　新規の外国語サポーターが増えるよ
う、積極的に募集を行います。
　また、小学校担任やALTとの連携を強化
し、授業の内容の充実化を図ります。

1,440 1,098

中学校国際
親善訪問団
派遣事業

　国際社会に対応するため、異文
化に触れることにより国際的視
野、国際感覚を持った人材を育成
する。
　また、生徒の語学への意欲と興
味・関心を高める。
　なお、令和４年度の中学校国際
親善訪問団派遣事業については、
新型コロナウイルス感染拡大に伴
い中止とする。

学校教育課

　新型コロナウイルス感染拡大により、相互
訪問を実施することができませんでした。
　現地校の先生とは定期的に連絡を取り合
い、情報交換をしました。

b 一部達成

　令和5年度も実施を見送りました。現地
校の先生からは、今後もまだ見通しが
立っていないという連絡を受けていま
す。
　今後は、オンラインでの交流を含め、
引き続き連絡を取っていきます。

0 0

61
（再掲）

62
（再掲）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（１）スポーツ・レクリエーション活動の促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

スポーツ団
体育成・支
援事業

　スポーツ振興の中心的な担い
手、受け皿となっているスポーツ
団体の育成及び支援を行う。

文化スポー
ツ課

　スポーツ振興の中心的な担い手、受け皿と
なっているスポーツ団体に補助金を交付し、
団体の支援を行いました。また、スポーツの
全国大会等の出場者に対し、奨励金を交付し
ました。

a 達成

　引き続き団体への補助金の交付を行
い、支援を継続していきます。また、全
国大会等の奨励金制度について周知して
いきます。

2,286 2,247

スポーツ・
レクリエー
ション普及
事業

　スポーツ推進委員・スポーツ協
会・スポーツ少年団・レクリエー
ション協会等によるスポーツ振興
や、各種団体等と協力・連携して
実施しているはすだスポーツフェ
スタ等のスポーツイベント、ま
た、各種スポーツ教室の実施など
により、市民のスポーツ参加の機
会をつくる。

文化スポー
ツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、大きなイベントであるスポーツでフェス
タは中止となりましたが、各種スポーツ教室
等事業を実施しました。

b 一部達成
　引き続き、スポーツ・レクレーション
の普及事業を推進していきます。

3,277 1,480

スポーツ・
レクリエー
ション指導
者の育成

　スポーツ振興を推進するため、
スポーツ推進委員をはじめとする
指導者等の育成を図る。

文化スポー
ツ課

　スポーツ推進委員やスポーツ少年団の指導
者に対し講習会などを実施しました。

a 達成
　引き続き、スポーツ・レクリエーショ
ン指導者等の育成のための研修につい
て、研究・実施していきます。

510 367

中学校部活
動推進事業

　生徒の体力の向上及び心の健全
育成を目指し、市内全５校に部活
動外部指導者を配置し、質の高い
専門的な技術指導により、部活動
の活性化を図る。

学校教育課

　H30年度作成の「蓮田市立中学校部活動の
在り方に関する方針」に基づいて各中学校で
部活動が行われており、各部活動ごとに活動
方針と活動計画書が作成され、各校のホーム
ページで公表しています。
　部活動外部指導者を市内中学校5校に19
名、部活動指導員を市内中学校2校に4名配置
しました。

a 達成

　引き続き、ガイドラインに基づいた部
活動を実施していき、部活動外部指導者
を各校に配置します。
　また、部活動指導員の増員に向けて、
年間を通じて募集し、専門的な技術指導
及び教職員の働き方の改革を進めていき
ます。

480 480

R4年度
決算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

146

145

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

58
（再掲）

147

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策４．スポーツ・レクリエーションの振興

施策（２）スポーツ施設整備の促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

みどり環境
課

 バス路線の延伸に向け、バス転回場を整備
するため、東埼玉行院と打合せを行いまし
た。また、計画地の測量及び設計業務委託に
着手し、設計内容等について東埼玉病院及び
バス事業者と打合せを行いました。

b 一部達成
　バス転回場供用開始及びバス路線の早
期延伸のため、関係各課と共に検討を
行っていきます。

0 0

文化スポー
ツ課

　「蓮田市総合市民体育館大規模改修及びサ
ブアリーナ増築工事設計委託」を発注し、基
本設計を実施しました。

a 達成
　大規模改修及びサブアリーナ増築工事
について、実施設計を進めます。

12,494 3,963

148
スポーツ施
設整備事業

　黒浜公園周辺や総合市民体育館
周辺の再整備をはじめ、屋内及び
屋外体育施設の新設・整備に向け
て調査検討を行い、生涯スポーツ
環境の整備推進を図る。

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策５．人権教育・啓発の推進

施策（１）人権意識の高揚

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

庶務課

　蓮田市人権施策推進指針及び蓮田市人権施
策実施計画に基づき、「教職員合同現地研修
会（8月）」、「埼葛人権を考えるつどい
（10月）」、「職員人権同和問題研修会（1
月）」、「教育管理職人権研修会（2月）」
などの事業を実施し人権啓発に取り組みまし
た。

a 達成

　人権尊重社会を構築するため、関係団
体等と連携協力しながら、引き続き、
様々な研修会等を企画実施して人権啓発
を行っていきます。

2,118 1,519

社会教育課

　広報はすだ6・8・12・3月号に「人権それ
は愛」の掲載を行いました。
　埼葛12市町共同で、各取組を実施しまし
た。
　蓮田市人権問題講演会について、講師は入
間市議の細田智也氏、演題は「性的マイノリ
ティの人権」として実施しました。

a 達成

　人権教育推進のため、各種差別解消法
の意義を踏まえた上で、引き続き各種研
修会や講演会等を開催、その他あらゆる
機会に人権啓発活動を展開しながら、時
代や世相に適した活動を行っていきま
す。

1,388 1,167

庶務課
　委員会は未開催ですが、必要に応じ開催し
ます。

a 達成

　必要に応じて、いじめ問題調査委員会
を開催し、教育委員会等関係機関と連携
しながら再発防止策等の対応策に努めま
す。

69 0

学校教育課

　各学校の月例いじめ報告により、各校のい
じめの状況の把握に努めました。
　SNSを使ったいじめを防止するため、市内
各小・中学校を対象にいじめ防止啓発のリー
フレット等を配布しました。12月に市内各
小・中学校の代表児童生徒による意見交換会
を実施する予定でしたが、感染状況が悪化し
中止となったため各学校で実施をしました。

a 達成

　引き続き、未然防止・早期発見・組織
的な対応ができるよう、いじめ防止対策
及びいじめ防止に係る児童生徒の自発的
な取組を総合的に推進していきます。
　また、いじめ問題対策連絡協議会やい
じめ問題専門委員会を開催し、いじめ防
止対策の検証や見直しも継続して行いま
す。

126 70

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

150
いじめ防止
対策推進事
業

　児童・生徒に寄り添う教育相談
体制を構築し、心の教育の効果的
な推進と児童・生徒の望ましい成
長、自己実現への支援を行う。
　また、「蓮田市いじめ防止基本
方針」に基づき、必要な組織を設
置し、関係機関との連携強化や実
効的ないじめ防止対策を総合的に
推進する。

149
人権教育・
啓発推進事
業

　人権について、市民が正しい理
解と認識を深めるため、各種研修
会、講演会等を開催し、人権啓発
活動を展開する。
　埼葛１２市町と連携協議し、市
民の人権意識への高揚を図り、あ
らゆる機会をとらえて人権問題の
解決につなげていく。
　また、各種研修会の開催、関係
冊子の作成や広報への関係記事の
掲載、啓発品の配布等を継続して
行う。

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策６．平和行政の推進

施策（１）平和意識の高揚

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

平和行政推
進事業

　戦争の悲惨さと平和の大切さを
市民一人ひとりが再認識する機会
を創出するために、標語書道展や
映画会等の平和を意識した事業を
実施する。子どもから大人まで幅
広く平和の大切さについて改めて
関心を持つことにより、平和を願
う意識を高めていく。

庶務課

　12月17日に「平和の映画会」を新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止策を講じて開催しま
した。上映した映画は、「あの日のオルガ
ン」で参加者は155名でした。
　「平和の標語書道展」については、市内小
学4～6年生を中心に1,275名の応募があり、
優秀賞40点を選定しました。新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止のため、表彰式は行いま
せんでした。

a 達成

　平和都市宣言に基づいて、平和の尊さ
を再認識するための施策として、引き続
き、各種事業を継続的に実施していきま
す。
　平和の映画会は、「あの日のオルガ
ン」の上映を定期的に上映できるよう事
業を進めていきます。

766 737

R4年度
決算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画

151

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（１）男女共同参画の促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

男女共同参
画への意識
づくり

　男女共同参画社会づくりを推進
する意識啓発事業として、蓮田市
男女共生情報誌「ぱすてる」の発
行や男女共同参画セミナー等を開
催する。
　「はすだ男女共生プラン２０２
５」の進行管理等を計画的に実施
し、蓮田市男女共同参画行政推進
会議を効果的に運営する。

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づき、
同プランのR3年度実施分の進行管理を行いま
した。
　女性活躍推進セミナーについては、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の観点から開催を
中止としました。
　蓮田市男女共生情報誌「ぱすてる」を1月
に発行し広報はすだと一緒に配布を行いまし
た。

a 達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づ
き、各課で所管された事業が具体的に実
施されるよう進行管理を行うとともに、
男女共同参画推進に向けたセミナーを開
催します。
　また、男女共生情報を発信し男女共同
参画への意識づくりを行います。

40 0

庶務課

　「はすだ男女共生プラン2025」のR3年度実
施分の進行管理を行いました。
　女性活躍推進セミナーについては、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の観点から開催を
中止としました。

b 一部達成

　「はすだ男女共生プラン2025」に基づ
き、各課で所管された事業が具体的に実
施されるよう進行管理を行うとともに、
男女共同参画推進に向けたセミナーを開
催します。

0 0

商工課

　令和5年1月25日及び2月7日に、埼玉県・
鶴ヶ島市との共催により、女性対象の在宅
ワーカー育成セミナーを開催しました。（オ
ンライン）
　国・県などで行われるセミナーの開催案
内、制度に関する情報を健康福祉部、生涯学
習部、学校教育部の関係各課へ提供しまし
た。

a 達成

引き続き国・県などで行われるセミナー
の開催案内、制度に関する情報提供など
を行っていきます。
　庶務課と共同で、男女共同参画をテー
マとしたセミナーの実施について検討し
ていきます。

0 0

子ども支援
課

　新型コロナウイルス感染症の流行が長期化
する中、対面による助産師からの沐浴指導等
を希望する人が増えました。このことから、
従来から集団で実施している両親学級に加
え、個別で実施するプレママパパ相談を実施
しました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症の位置づけ
が５類に移行したため、集団で行う両親
学級の予約枠を増やし、父親の役割等の
講話を実施するなど、男性の子育て参加
の促進を図ります。プレママパパ相談も
好評であったため、引き続き実施し、男
性の子育て参加の促進を図ります。

54 54

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

4
（再掲）

ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの推進
事業

　仕事と子育ての両立ができる働
きやすい環境づくりの推進のた
め、母子健康手帳交付時等におい
て支援制度の周知に努めるほか、
両親学級において父親の役割等の
講話を実施するなど男性の子育て
参加の促進を図る。

152

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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学び合い、豊かな心を育むまちをつくる
政策７．男女共同参画の推進

施策（２）相談体制等の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

庶務課
　被害者からのＤＶ相談等について、福祉
課、子ども支援課など関係各課と連携しなが
ら、適切な対応を行いました。

a 達成

　引き続き、ＤＶ担当職員の対応能力向
上を図るとともに、必要に応じて蓮田市
庁内ＤＶ対策連絡会議を開催し、関係各
課と連携しながら適切な対応を行いま
す。

0 0

子ども支援
課

　相談窓口における啓発を行いました。
　また、関係各課及び関係機関と連携を取り
ながら対応しました。

a 達成

　関係各課及び関係機関と連携を取りな
がら、男女間におけるあらゆる暴力の根
絶を図るための意識啓発に努めていきま
す。

0 0

基本政策３

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

153

男女間のあ
らゆる暴力
のない社会
づくり

　男女間のあらゆる暴力等を根絶
するために、関係機関と連携し、
情報提供や相談窓口の充実を図
る。
　また、被害者への支援を行うた
め、蓮田市庁内ＤＶ対策連絡会議
を開催し、関係各課と対応を協議
する。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策１．産業の創出支援

施策（１）企業立地促進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

農政課

　産業団地整備課と協議を行い、高虫西部地
区の産業団地整備において、農業振興地域整
備計画の変更と市街化区域への編入が円滑に
行われるように、スケジュールの確認を行い
ました。

a 達成
　高虫西部地区の市街化区域への編入に
ついて、県と協議を進め、農業振興地域
整備計画の変更を行います。

0 0

商工課

　産業団地整備課や建築指導課と連携し、進
出をしようとしている企業の情報共有に努め
ました。
　中小企業等経営強化法に基づく先端設備等
導入計画の申請が6件あり、すべてを認定し
ました。

b 一部達成

　引き続き関係部署と連携し企業誘致に
関する情報の共有を行っていきます。ま
た、県が主催する会議等に出席し、情報
収集に努めます。

0 0

都市計画課
　高虫西部地区の市街化編入に向け、都市計
画決定に係る手続の準備や埼玉県、白岡市等
との協議を実施しました。

a 達成
　引き続き市街化編入に向けた関係機関
との協議を行い、県決定・市決定の都市
計画手続を行っていきます。

0 0

産業団地整
備課

　高虫西部地区では、組合設立準備会及び業
務代行予定者等と協力し、市街化区域への編
入及び土地区画整理組合の設立認可取得に向
け、国・県等と協議を進めました。
　根金井沼地区では、区域指定制度の活用に
係る企業からの立地相談に対応しました。

b 一部達成

　高虫西部地区では、市街化編入に向け
た都市計画の変更及び県環境影響評価に
基づく手続きを進めます。並行して、組
合設立準備会及び業務代行予定者と協力
し、土地区画整理組合の設立認可準備を
行います。
　根金井沼地区では、区域指定制度の活
用に基づく企業立地を継続して進めま
す。

5,207 191

建築指導課

　区域指定制度について、新たに手続きに
至った案件は無かったものの、窓口での説明
や相談票の受理・回答を行い、誘致の可否を
判断しました。

b 一部達成

　相談者に対して、関係各課との協議や
区域の再検討等を促し、適切な事業につ
いては、区域指定制度を活用し、手続き
を進めていきます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

154
産業基盤整
備事業

　高虫西部地区に産業団地を整備
するため、国・県等の関係機関と
の協議を加速し、市街化区域への
編入作業を行う。
　あわせて、市の都市計画（用途
地域、防火・準防火地域、地区計
画等）の決定手続きを行い、高虫
西部地区土地区画整理組合設立準
備会、業務代行予定者であるエ
ム・ケー株式会社及び造成等を技
術支援する清水建設株式会社と協
力し、土地区画整理事業（組合施
行）に係る認可取得を目指す。
　同じく、根金地区周辺において
は、引き続き、企業からの相談に
応じ、都市計画法第３４条第１２
号に基づく区域指定制度等を活用
しながら、民間活力による工業及
び流通系の企業誘致と立地促進を
図る。
　また、事業進捗を図るための優
遇制度について、調査・検討を行
う。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策１．産業の創出支援

施策（２）創業支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

創業支援事
業

　創業支援等事業計画に基づき、
商工会や埼玉県産業振興公社等と
連携し、創業希望者に対し、創業
に必要な支援を行う。また、潜在
的創業希望者を掘り起こすため、
創業に対する機運醸成を図る。

商工課

　8月から9月にかけて、商工会が近隣の市町
と共同で創業塾を開催しました。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」の申請に
対し、4件補助しました。
　3月1日に蓮田市商工会、公益財団法人埼玉
県産業振興公社と共催で、オンライン形式に
よる「女性のためのプチ起業セミナー」を開
催しました。

a 達成

　引き続き商工会が実施する創業塾を支
援していきます。
　埼玉県産業振興公社と創業セミナーを
継続して実施していきます。
「蓮田市起業家支援事業補助金」を活用
し、創業支援を行っていきます。

625 691

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

155

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

中心市街地
の活性化推
進事業

　地域に密着したイベント等を関
係団体と協働で行うことで、蓮田
駅周辺の賑わいを創出し、中心市
街地の活性化を図る。

商工課

　10月28日から30日まで、JR東日本・伊奈町
観光協会・埼玉新都市交通（株）と連携し、
「駅からハイキング」を実施しました。
　商工会が実施した「Go!Go!スタンプ蓮田」
（12月1日から31日まで）、蓮田駅東口・西
口イルミネーション事業（12月1日からR5年2
月28日まで）また、商工会が白岡市商工会と
共同で実施した「白岡・蓮田合同街バル」
（10月1日から31日まで）について広報紙、
ホームページで周知を行いました。
　さくらまつりは、4月1日に開催となったた
め、令和５年度へと繰り越ししました。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症対策を講じ
ながら、引き続き関係団体と連携したイ
ベントなどを実施していきます。また、
関係団体が実施する事業に対し補助金の
交付、運営の支援を行っていきます。

3,500 0

商工会との
連携支援事
業

　商工会法の定めるところにより
設立された蓮田市商工会に対し補
助金を交付するとともに、連携し
て事業を実施することにより商工
業の総合的な発展を図る。

商工課
　商工会に対し補助金を交付しました。ま
た、商工会が実施した様々な事業に対し支援
を行いました。

a 達成
　引き続き、様々な面で商工会と連携
し、市内の商工業の振興に努めていきま
す。

27,000 27,000

商業団体活
性化推進事
業

　雅楽谷の森フェスティバルをは
じめ、商業団体や商店街が自主的
に取り組む事業に対し補助金を交
付し、商業団体の活性化、まちの
活力やイメージアップを図る。
出会いの場を提供するイベント等
については、関係団体と連携し、
地域の資源を活用しながら事業を
実施し、蓮田に興味を持ち、愛着
を感じる人を増やしていく。

商工課

　「第14回うたやの森フェスティバル」に対
し、「商業団体活性化推進事業補助金」を交
付しました。
　蓮田市東口商店会が実施する「店舗ロゴ屋
外等プロジェクター導入事業」に対し、「商
業団体活性化推進事業補助金」を交付しまし
た。
　4つの商店会（東口・椿山・緑町・閏戸）
に対し、街路灯電気料補助金を交付しまし
た。

a 達成
　引き続き、補助金の交付をするととも
に、まちの活力やイメージアップに向け
た取り組みを支援していきます。

1,425 1,224

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

157

156

158

ＰＬＡＮ
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（１）産業振興・経営基盤の強化

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

農政課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、新サービスエリアで特産品フェアが開催
できずPRを行うことができませんでした。
　また新サービスエリア内にあるテナントの
青果店に、蓮田市農商工連携推進協議会農産
物部会が、地場産農産物を継続的に納入して
います。

b 一部達成

　新サービスエリアは特産品のPRに適し
た場所であるため、商工課と連携して、
特産品フェアの再開に向けて検討しま
す。
　また、新サービスエリアへ地場産農産
物を納入している、蓮田市農商工連携推
進協議会農産物部会の取組みを継続して
支援します。

0 0

商工課
　はすだ観光協会が製作しているはすぴぃ
グッズを、旬撰倶楽部にて1年通して販売し
ました。

a 達成

　蓮田に来てもらうための動機付けとな
るよう、ウォーキングイベント等で立ち
寄りスポットとする等の活用を図ってい
きます。
　「蓮田・埼玉フェア」で、はすぴぃ
グッズや市の特産品の販売を行っていき
ます。

0 0

都市計画課
　近隣自治体において、蓮田ＳＡ周辺と条件
が似通った地域の土地利用状況の把握を行
い、土地利用の在り方の検討を行いました。

b 一部達成
　先行する高虫西部地区の市街化編入を
踏まえ、地権者の意向を伺いながら、土
地利用の方向性を検討していきます。

0 0

159
サービスエ
リア活用事
業

　蓮田サービスエリア（上り線）
内において、市の特産品等を販売
し、サービスエリア利用者に蓮田
市の特産品を広く周知して産業の
振興を図る。市民に対してもサー
ビスエリアを利用してもらうこと
により、地域の活性化を図る。
　蓮田サービスエリア（上り線）
に設置される蓮田スマートイン
ターチェンジの開通に伴い、周辺
地区において、その立地条件を活
かした土地利用の在り方を検討
し、条件が整った段階で具体の土
地利用を促進する。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（２）就労支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

商工課

　ハローワーク、埼玉県、関係機関と連携
し、就労支援に関する情報を市役所専用コー
ナーに掲示するとともに、商工課窓口におい
てハローワークの求人情報を検索できるハ
ローワークオンライン提供を行いました。

a 達成

　引き続き、ハローワーク、埼玉県、関
係機関と連携し、就労支援に関する情報
を市役所専用コーナーに掲示するととも
に、商工課窓口においてハローワークオ
ンライン提供を行います。
　埼玉県と共催で就労支援セミナーの実
施を計画していきます。

301 287

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会に障がい者就労支援
センター事業を業務委託するとともに、就労
移行支援などの障がい福祉サービスを活用
し、必要な支援等を行いました。福祉課前パ
ンフレットスタンドや窓口に、事業所のパン
フレットを置き、事業所情報の提供に努めま
した。

a 達成

　利用者にとって適切な支援を検討して
いきます。引き続き、自立支援協議会に
おいて、関係機関と連携し、就労支援に
かかる課題等について研究を行っていき
ます。

0 0

長寿支援課

　蓮田市シルバー人材センターは、4月から
広報「はすだ」等全世帯配布業務を受託しま
した。入会キャンペーンや入会説明会を実施
し新規会員の増強を図りました。
　年4回の意見交換会及び関係各課との情報
交換会を実施し、連携を強化しました。

a 達成

　引き続き四半期ごとの意見交換会、年1
回の関係各課との情報交換会を開催し、
連携を強化します。
　引き続きシルバー人材センターに、高
齢者の就業支援となる事業等への補助金
を交付します。

0 0

子ども支援
課

　窓口や広報紙、ホームページ等で制度の周
知に努めました。
　教育訓練給付金については、対象者に給付
しました。高等職業訓練促進給付金について
は、継続及び新規対象者に給付しました。

a 達成

　引き続き、窓口や広報紙、ホ－ムペー
ジ等で制度の周知に努めるとともに、教
育訓練給付金及び高等職業訓練促進給付
金とも、対象者への給付を滞りなく実施
します。
　また、令和5年度から高等学校卒業程度
認定試験合格支援事業を実施し、対象者
の支援に努めます。

11,161 10,180

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画

160
あらゆる世
代の就業支
援事業

　ハローワーク、埼玉県、関係機
関と連携し、就労支援に関する情
報を市役所専用コーナーに掲示す
るとともに市役所商工課窓口にお
いてハローワークオンライン提供
を運営していく。また、埼玉県と
共催で就労支援セミナーを開催す
る。
　高齢者世代に対しては、蓮田市
シルバー人材センターが実施する
自らの生きがいや社会参加への就
業機会の増大を図るために行う事
業や活力ある社会づくりに寄与す
るために行う事業等に対して、補
助金を交付する。
　子育て世代に対しては、教育訓
練講座を受講した母子家庭の母ま
たは父子家庭の父に対し、教育訓
練給付金を支給する。また、看護
師等の養成機関に就業した母子家
庭の母または父子家庭の父に対
し、高等職業訓練促進給付金を支
給する。

R4年度
当初予算額
（千円）

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（２）就労支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

基本政策４

主要事業
№

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

創業支援事
業

　創業支援等事業計画に基づき、
商工会や埼玉県産業振興公社等と
連携し、創業希望者に対し、創業
に必要な支援を行う。また、潜在
的創業希望者を掘り起こすため、
創業に対する機運醸成を図る。

商工課

　8月から9月にかけて、商工会が近隣の市町
と共同で創業塾を開催しました。
　「蓮田市起業家支援事業補助金」の申請に
対し、4件補助しました。
　3月1日に蓮田市商工会、公益財団法人埼玉
県産業振興公社と共催で、オンライン形式に
よる「女性のためのプチ起業セミナー」を開
催しました。

a 達成

　引き続き商工会が実施する創業塾を支
援していきます。
　埼玉県産業振興公社と創業セミナーを
継続して実施していきます。
「蓮田市起業家支援事業補助金」を活用
し、創業支援を行っていきます。

625 691
155

（再掲）
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

広報広聴課

　市公式インスタグラム及びはすぴぃ公式ツ
イッターで、商工会主催の駅前広場における
ウィンターイルミネーションなど、市内の話
題や見どころを発信しました。
　市勢要覧において、市内の特産品等を紹介
するとともに、公式YouTubeチャンネルでも
発信しました。

b 一部達成
　農政課や商工課と連携して蓮田ブラン
ド等、産業振興や市の魅力をＰＲしてい
きます。

0 0

農政課

　地元産の大豆を利用した味噌づくり促進の
ため、女性農業者が活躍している団体に対
し、細菌検査の実施や学校給食への味噌の納
入を支援しました。

a 達成

　農産物加工品に関する情報提供など、
女性農業者が活躍している団体の活動を
支援します。
　また関係機関と連携を図りながら、学
校給食への食材納入に対する支援を継続
して行います。

0 0

商工課
　蓮田ブランドキャッチコピー「とかいなか
№1」懸垂幕を、蓮田駅東口及び西口、市役
所正面玄関前に掲げ周知を図りました。

a 達成

　キャッチコピーを活用した市のPRを行
います。
　蓮田ブランド推進協議会を開催し、蓮
田ブランドの発掘・活用について協議し
ていきます。

116 0

はすだ
Futureプロ
ジェクト支
援事業

　映画製作を通して、ひとづく
り・まちづくりを行う「はすだ
Futureプロジェクト」を支援す
る。

商工課 事業完了

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

162

161

地域資源の
発掘・活用
による蓮田
ブランドの
創出

　蓮田らしさを有する地域資源を
活用して「蓮田ブランド」の確立
を目指す。また「蓮田ブランド」
を積極的にＰＲしていくことによ
り、産業の振興と市のイメージ向
上を図る。あわせて、地域に対す
る愛着を深め、誇りを持てるよう
にする。
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策２．産業育成・支援

施策（３）地域資源の活用

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

農政課

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から選果場見学会を中止としましたが、市
内小学校3年生に梨と蓮田の梨の歴史や梨の
栽培に関する資料を配布しました。
　また、9月11日と12日に開催された浦和競
馬場の協賛レースにおいて、蓮田の梨のPRを
行うとともに、6月4日の降ひょうで被害に
あった傷梨を場内で販売しました。

b 一部達成

　市内小学生へ梨の理解・関心を深める
ために選果場見学会は有効であることか
ら、関係機関と相談しながら開催手法を
検討します。
　蓮田サービスエリア(上り線)でのイベ
ント開催に向けて、ネクスコ・商工課と
協議しながら準備を進めていきます。ま
た、国・県及び民間イベントへの参加な
ど、特産品の新たなPRを検討します。

900 403

商工課
　商工会が開催するいきいきまちづくり委員
会に参加し、新たな特産品開発などについて
協議を行った。

a 達成
　商工会が開発した梨のコンポート、梨
のアイス等を様々な機会を捉えてPRして
いきます。

0 0

産業振興支
援事業

　産業振興の促進を図るため、高
性能の農業機械の購入及び設備投
資等を行う農業団体等に対し支援
を行う。

農政課
　多目的防災網の導入を進めていた農業者が
購入を取りやめたため、支援を行うことがで
きませんでした。

c 未達成
　農業の近代化や老朽設備の更新に対応
するため、農業機械の購入を希望する団
体に対して、支援を行います。

400 0

農政課

商工課

道路課

164

165
道の駅「は
すだ」推進
事業

　農業や観光の活性化施設等を整
備するとともに、市の認知度や交
流人口の拡大を図るため、道の駅
の整備を検討する。

163
特産品振興

事業

　市内小学校３年生を対象にした
平野梨選果場見学会、蓮田サービ
スエリア（上り線）での特産品
フェアを実施する蓮田市特産品街
頭キャンペーン実行委員会に対し
て補助を行うとともに、特産品で
ある梨の栽培技術の研究事業に関
し支援を行う。
　また、地域資源を活用し、新た
な蓮田ブランドの構築を行い、特
産品の振興及び蓮田の知名度の向
上を図る。

　道の駅「はすだ」の検討に向け、関係各課
と連携を図り、道の駅「まくらがの里こが」
を視察し、情報収集を行いました。

　年間を通した集客や収益の確保等の課
題について、関係各課と連携を図り、情
報収集を行います。

b 一部達成 0 0
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地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

生産基盤整
備促進事業

　ほ場の大型化や用排水路・道路
等の農業生産基盤を総合的に整備
し、効率的な農業の展開と農地利
用集積等を進める。

農政課
　閏戸地区のほ場整備事業で、蓮田市に所有
権移転した土地の地目変更を行うため、登記
手続き資料を作成しました。

a 達成

　農地の区画拡大を行うことで、農作業
の省力化を希望している農業者団体等
へ、基盤整備事業に関する情報を提供し
ます。

0 0

環境にやさ
しい農業へ
の取組

　安心・安全な農産物の生産と供
給を図るため、有機農産物栽培、
廃プラスチック等の収集処理、
米・梨・野菜の減農薬栽培等の事
業に対して支援を行う。

農政課

　農業用廃プラスチック等の収集処理事業を
支援しました。
　米・梨の減農薬栽培など、環境に配慮した
事業に取り組む農業団体の事業を支援しまし
た。

a 達成

　農業用廃プラスチック等の収集処理を
支援します。また、低農薬・減農薬、有
機栽培農産物等の生産に関する取組を推
進します。

2,100 2,098

地産地消の
推進事業

　地域で生産された農産物を地域
で消費する地産地消の取組とし
て、一般市民や親子を対象とした
地元農産物を利用した加工講習会
を開催するほか、農業体験事業、
学校給食への地元農産物の納入や
生産者直売を行う団体等を支援す
る。

農政課

　蓮田産の大豆を使ったみそや蓮田産の野菜
を学校給食へ納入する団体を支援しました。
　また、蓮田南中・黒浜中・黒浜南小の3校
の農業体験事業（田植え・稲刈り）を支援し
ました。

a 達成

　地元農産物を利用した農産物加工講習
会等の開催や学校給食への食材納入を行
う団体等に対する支援を行い、地産地消
の取組を推進します。

878 967

農産物直売
所の整備事
業

　地元農産物の生産振興及び販路
拡大のため、農産物直売所の整備
を検討する。

農政課

　新サービスエリア内にあるテナントの青果
店に、蓮田市農商工連携推進協議会農産物部
会が、地場産農産物を継続的に納入していま
す。

b 一部達成

　新サービスエリアへ地場産農産物を納
入している、蓮田市農商工連携推進協議
会農産物部会の取組みを継続して支援し
ます。

0 0

ふれあい農
園管理運営
事業

　農作業を体験したい市民のレク
リエーションとしての自家用野
菜、花の栽培や高齢者の生きがい
づくりなどのニーズに応えるた
め、市民農園の適切な管理運営を
行う。

農政課
　ふれあい農園の空き区画について、直営で
除草・異物除去・耕うんを行い、整備後に貸
出しを行いました。

a 達成
　利用者の方々には、今後も適切に利用
していただくよう周知を徹底し、良好な
市民農園として管理運営を行います。

663 910

R4年度
決算額
（千円）

168

169

170

166

167

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

-100-



地域の資源が活
い

きるまちをつくる
政策３．農業の振興

施策（１）都市型農業の振興

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策４

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

交流ふれあ
い支援事業

　水田活用として、景観形成作物
のコスモス・そば等の栽培に合わ
せて地元農産物の直売等のイベン
トを行うことにより、各地域の農
業者と地域住民との交流を図る活
動の支援を行う。

農政課

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から、2地区のコスモスまつりと1地区のそ
ばまつりの開催が中止となりました。
　黒浜地区で行われた、そば栽培に合わせた
テイクアウト事業を支援しました。
　また閏戸地区で行われた、菜の花まつりを
支援しました。

b 一部達成
　農業者と地域住民との交流を図る活動
に対して、支援を行います。

2,000 144

農業担い手
育成支援事
業

　新たに農業を志すかたに対し、
農業を始めてから経営が安定する
までの最長５年間について、経営
の確立を支援する資金の交付を行
う。
　また、農業委員会、埼玉県春日
部農林振興センター、ＪＡ南彩等
と連携し、農業技術や農業経営の
指導・サポートを行う。

農政課

　新規就農についての相談があり、農業委員
会や県と連携しながら、支援しました。
　また新規就農者の経営確立を支援するた
め、R2年度に新規就農した2名に対し、農業
次世代人材投資資金の資金援助を行い、R4年
度に新規就農した1名に対し、経営開始資金
の資金援助を行いました。

a 達成
　新規就農者の発掘・誘導を図り、県・
JAと連携し、新規就農者を支援します。

3,000 3,750

梨農家担い
手確保支援
事業

　市の特産品である梨の農家戸数
や栽培面積は年々減少しており、
産地維持のため、梨農家の担い手
の募集や手放す梨畑の斡旋に取り
組む。
　また、農業委員会、埼玉県春日
部農林振興センター、ＪＡ南彩等
と連携し、農業技術や農業経営の
指導・サポートを行う。

農政課

　梨農家の育成に指導的役割を果たす指導農
業士として、県へ1名の農業者を推薦した。
　また梨栽培を希望している新規就農者に、
指導農業士を紹介し、梨栽培農家の育成を支
援しました。

a 達成
　県や農協と連携しながら新規就農者の
確保・育成に努めます。

0 0

貸農園事業

　民間事業者と連携し、貸農園事
業を行う。蓮田スマートインター
チェンジを活用して都市住民に訪
問してもらい、農業体験を提供す
る。

農政課
　スマートインターチェンジを活用した貸農
園事業に関する他市の事例について、情報収
集を行いました。

b 一部達成

　他市町村のスマートインターチェンジ
周辺を活用した貸農園の設置状況等の調
査研究を行い、引き続き実現性について
研究します。

0 0

農業経営の
法人化支援
事業

　農業経営体の組織強化のための
法人化を推進するとともに、農業
の担い手の育成や企業の農業参入
を推進する。

農政課
　新規参入を検討している法人に、農業委員
会と連携して農地の紹介を行いました。

a 達成
　今後も農業経営の法人化への推進と農
業関連企業への農地の紹介を継続して行
います。

0 0

172

171

173

174

175
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（１）地球温暖化対策の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

自然エネル
ギー活用シ
ステム設置
費補助金交
付事業

　環境負荷の軽減、自然豊かな環
境にやさしいまちづくりを目指
し、市民の自然エネルギー利用を
積極的に支援するため、住宅用の
太陽光発電システム及び雨水貯留
設備の設置者に対して補助金を交
付する。

みどり環境
課

　住宅用太陽光発電システム設置費補助金に
ついては33件、雨水貯留施設設置費補助金に
ついては1件を交付しました。

a 達成

　住宅用太陽光発電システム設置費補助
金及び雨水貯留施設設置費補助金の交付
を継続します。また、制度普及のため、
パンフレットの関係機関窓口設置を継続
します。

1,710 1,662176

R4年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（２）環境地域活動の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

自治振興
課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の
活動として、新型コロナウイルス感染拡大
防止対策を図りながら、6月と11月に蓮田駅
東口及び西口花壇、市役所正面玄関前花壇
に季節の花を植えました。また、年間を通
して、各団体が交代で水遣り等を行いまし
た。

a 達成
　今後も、蓮田市コミュニティづくり推
進協議会の活動の一環として、花植えと
維持管理を継続します。

1,200
(No.204と

同事業)

1,000
(No.204と

同事業)

みどり環
境課

　公園を管理している団体に花苗等の配布
を行うとともに、19団体に公園管理報奨金
を交付しました。また、アダプトプログラ
ム協力団体と定期的に意見交換を行い、公
園の修繕計画に反映させました。

b 一部達成

　公園を管理している団体への花苗等の
配布、公園管理報奨金の交付を継続しま
す。
　また、アダプトプログラム協力団体と
定期的な意見交換を継続し、公園の修繕
計画に反映させるとともに、新たなボラ
ンティア団体を募るため、アダプトプロ
グラム制度等のＰＲを強化します。

133 123

自然環境
保全支援
事業

　市内にある良好な自然環境を
保全するため、保存樹木と保存
樹林地の適切な維持管理に対し
て奨励金を交付する。

みどり環
境課

　保存樹木16本、保存樹林5か所に奨励金を
交付しました。

a 達成
　引き続き保存樹木と保存樹林の適切な
管理をお願いし、奨励金の交付を継続し
ます。

268 252

黒浜沼周
辺整備事
業

　黒浜沼（上沼）周辺の優れた
自然や貴重な歴史的環境を末永
く後世に残すため、緑のトラス
ト保全第１１号地として土地の
保全・整備を行う。

みどり環
境課

　景観維持及び見学者の利便性確保のた
め、駐車場、周辺道路、水田ゾーン周辺に
ついて除草作業を行いました。また、原風
景保存のため稲作を継続しました。

b 一部達成

　景観維持及び見学者の利便性確保のた
めの除草作業、原風景保存のための稲作
を継続します。また、環境学習館の新築
工事も視野に入れ、トラスト地の維持管
理及び活用方法について、方向性を検討
します。

8,221 6,514

R4年度
決算額
（千円）

179

177

178

花と緑の
まちづく
り事業

　市内各所に四季折々の花を植
え、市と市民、関係団体、企業
等が協働して花と緑のまちづく
りを行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（２）環境地域活動の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

みどり環
境課

　山ノ神沼の水辺地とその周辺の環境保全
のため、除草を行いました。

b 一部達成
　引き続き、山ノ神沼の水辺地とその周
辺の環境保全に努めます。

0 0

農政課

　護岸や湿生植物園の除草や仮設トイレの
清掃を行いました。
　山ノ神沼敬愛会の役員と職員による清掃
及び除草作業を11回実施しました。

a 達成
　除草や仮設トイレの清掃を定期的に行
います。また、山ノ神沼敬愛会と連携
し、清掃活動や除草作業を行います。

1,460 1,418

180
山ノ神沼
周辺整備
事業

　山ノ神沼の水辺地やその周辺
について、農業用水利施設とし
て円滑に機能するよう保全改修
を行うとともに、小動物等との
ふれあいの場、身近な水辺の自
然環境としての役割を果たして
いくため、その保全・再生を図
りながら、散策や釣りなどが気
軽に楽しめるような親水空間を
創出する。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策１．環境保全の推進

施策（３）環境教育の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

環境教育・
環境学習推
進事業

　環境学習館を拠点とし、環境に
関する講座等を行い、環境への意
識の向上を図ります。また、施設
整備（新築工事）についても推進
する。

みどり環境
課

　建築資材の価格高騰への対応、敷地利用及
び周辺道路について、建築指導課並びに道路
課との調整をしました。

c 未達成
　環境学習館新築工事の着手に向けて、
工事の発注、契約手続きを進めます。

385,054 660

農地や林な
どを活用し
た環境教育
推進事業

　蓮田市に広がる身近な緑である
農地や林を自然環境教育の場とし
て活用し、自然と触れ合いながら
その大切さを学び、自然との共生
を図ることのできる人づくりを推
進する。
　また、将来の地域環境や自然か
らの恩恵を受ける子どもたちに対
し、環境に対する理解を深め、環
境に配慮した行動を実践できるよ
う環境教育を推進する。

学校教育課
　みどりの学校ファームの活用や農業体験や
自然体験が系統的、継続的な取組になるよ
う、年間指導計画の見直しを行いました。

a 達成

　引き続き、農業体験や自然体験が系統
的、継続的な取組になるよう、年間指導
計画の見直しを行い、自然との共生を図
ることができる人づくりを推進していき
ます。

0 0

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

74
（再掲）

181

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（１）循環型社会の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

資源リサイ
クル奨励金
交付制度

　ごみの減量化や資源の再利用を
進めるため、地域住民で組織する
団体の行う資源回収事業に対し、
奨励金を交付する。

みどり環境
課

　37団体に資源リサイクル奨励金を交付しま
した。

a 達成
　資源リサイクル奨励金の交付を継続す
るとともに、制度の見直しについても検
討します。

2,000 1,143

R4年度
決算額
（千円）

182

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（２）ごみ・し尿処理体制の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

蓮田白岡衛
生組合運営
事業

　蓮田市と白岡市の２市で構成し
ている衛生組合の効率的・効果的
な運営に努め、廃棄物の安全な処
理を行う。

みどり環境
課

　衛生組合の議会及び課長会議への出席、蓮
田市・白岡市・衛生組合の3者による事務研
究会において、情報・意見交換等を行いまし
た。

a 達成

　衛生組合の議会及び課長会議への出
席、蓮田市・白岡市・衛生組合の3者によ
る事務研究会での情報・意見交換等を継
続します。

699,297 699,025

農業集落排
水整備事業

　農業用水の水質を保全し、農業
生産環境の改善を図るとともに、
地域の生活環境の向上と元荒川や
綾瀬川等の公共用水域の水質保全
を図る。

下水道課

　農業集落排水の各施設について、定時点検
の実施結果等を参考に、適切な維持管理を継
続的に実施しております。
　上平野地区施設の施設更新計画業務を行い
ました。

a 達成

　各施設の維持管理については、定時点
検の実施結果等を参考に、これまでどお
り適切に実施していきます。
　継続的な下水道サービスの提供のた
め、最適化構想に基づく処理施設の更新
を行っていきます。

95,180 92,368

合併処理浄
化槽設置整
備事業

　「浄化槽設置整備事業補助金交
付要綱」により、し尿汲取り槽や
単独浄化槽から合併浄化槽へ転換
するための費用を補助すること
で、生活環境の改善を図るととも
に、適切な維持管理を啓発し、元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の水
質浄化及び水質保全を推進する。

下水道課

　合併処理浄化槽への転換補助金を9件行い
ました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの配布
を通じて、浄化槽を使用されている方に清
掃・保守点検・法定検査（水質）の啓発を行
いました。

a 達成

　引き続き、単独浄化槽及び汲み取り便
槽から合併処理浄化槽への転換を促進し
ていきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適
切な維持管理について啓発を行っていき
ます。

8,642 7,560185

184

183

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（２）ごみ・し尿処理体制の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

公共下水道
整備事業

　生活環境の向上、公共用水域の
水質保全のため、公共下水道の整
備を行う。
　公共下水道全体画区域約１，６
１６ヘクタールのうち事業認可区
域約８１９ヘクタールについて、
整備率が９４.５％となった中
で、残り５.５％について、企業
債、国庫補助金等を効果的に活用
しながら早期の完了を目指すとと
もに、残りの全体計画区域につい
ての検討を継続する。
　また、管路、ポンプ場等各施設
の更新や維持管理を計画的に実施
し、利用者への安定的なサービス
提供を行っていく。

下水道課

 
　蓮田駅西口通線の基本設計業務を実施しま
した。
　蓮田駅東口黒浜線の汚水管渠の工事に着手
しました。
　綾瀬地区のコンクリート製のマンホール蓋
51箇所を鋳鉄製の蓋に交換しました。
　ストックマネジメント計画に基づいて、ま
た不明水の対策として汚水管渠の調査点検を
実施、西新宿汚水中継ポンプ場の引込開閉器
盤と脱臭機ファン現場操作盤を交換しまし
た。

b 一部達成

　埼玉県施工の蓮田駅東口黒浜線道路築
造に併せて、引き続き汚水管渠の工事を
実施していきます。
　また、ストックマネジメント計画に基
づき汚水管渠の調査点検の実施と西新宿
汚水中継ポンプ場の設備の更新をしてい
きます。

894,837 741,511
115

（再掲）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策２．環境衛生の推進

施策（３）環境美化活動の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

環境衛生支
援事業

　毎年１２月の第１日曜日に市内
一斉でクリーン作戦を行うほか、
各団体で行っているクリーン作戦
の回収処分を行う。
　また、ごみ集積所の維持管理な
ど市民の自主的な事業活動に補助
金を交付することにより、環境保
全の推進を図る。

みどり環境
課

　各団体が実施したクリーン作戦の回収処分
を行うとともに、環境保全事業支援補助金を
28団体に交付しました。また、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止に努めたうえで、市内
一斉クリーン作戦を実施しました。

a 達成

　各団体が行うクリーン作戦の回収処分
及び環境保全事業支援補助金の交付を継
続します。また、市内一斉クリーン作戦
については、新型コロナウイルス感染症
拡大の状況を勘案し、実施の可否を検討
します。

5,930 4,730

環境美化推
進事業

　道路等における喫煙のマナーと
環境美化意識の向上を図り、安全
で快適な生活環境を維持すること
を目的として、平成２６年４月１
日に『蓮田市路上喫煙の防止に関
する条例』を施行し、平成２６年
７月１日より東西の蓮田駅駅前交
通広場を喫煙禁止区域に指定し、
蓮田駅東口に喫煙所を設置した。
この喫煙所等の維持管理を行って
いく。

みどり環境
課

　路上喫煙禁止区域内に指導員を配置し、注
意喚起を行うとともに、週3回、蓮田駅東口
喫煙所の灰皿清掃と月2回の吸い殻処分を行
いました。また、蓮田駅東口の整備事業とし
て、東口トイレ改修工事に着手しました。

a 達成

　路上喫煙禁止区域内での指導員による
注意喚起、週3回の蓮田駅東口喫煙所の灰
皿清掃と月2回の吸い殻処分を継続しま
す。

3,243 30,511

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

187

186

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（１）空き家等対策の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

危機管理課

　1月に、庁内の空き家等対策連絡会議が開
かれ、主管課である建築指導課から、市内の
空き家等に関する対応状況などについて報告
があり、情報の共有を図りました。

a 達成

　空き家対策計画の策定に向けて、庁内
関係各課の連携を深めていくとともに、
防災・防犯対策の立場から、空き家対策
に携わっていきます。

0 0

みどり環境
課

　空地等の管理状況について、苦情や意見を
もとに、管理依頼通知の送付等により適正な
管理を依頼しました。また、再度の苦情など
が寄せられる前に、前年度までの苦情箇所を
再調査し、適正管理を依頼しました。

b 一部達成
　空き家対策の推進に関する特別措置法
に基づき、建築指導課と協力して管理依
頼通知等による対応を継続します。

0 0

建築指導課

　建物が保安上危険と思われる空き家に対
し、関係各課と連携して所有者等へ改善を促
しました。
　蓮田市空き家バンク掲載物件について、1
件の空き家が売買されました。
  桜ヶ丘自治会において相続押しかけ講座を
実施し、空き家予防について啓発しました。

b 一部達成

　引き続き、建物が保安上危険と思われ
る空き家については、所有者等に改善を
促していきます。
　また、蓮田市空き家バンクを活用し
て、さらなる空き家の利活用を図りま
す。
　相続押しかけ講座について「広報はす
だ」で周知を行い、要望に応じて開催し
ていきます。

135 20

R4年度
決算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

188
空き家等対
策事業

　近年、管理されていない空き家
が増加しており、倒壊や草木の繁
茂、防犯上の問題等の発生が危惧
されている。
　空き家の実態調査結果を基に、
関係団体や不動産関係業者等と連
携し、適正管理や利活用の推進を
図る。

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（２）放射線対策の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

みどり環境
課

　公園の放射線測定を行い、広報にて公表し
ました。また、簡易測定器の貸し出しを行い
ました。

a 達成
　引き続き、公園の放射線測定を行いま
す。また、希望される方に、簡易測定器
の貸し出しを行います。

53 2

学校教育課

　計数器による定時(午前10時)・定位置(地
上5cmと1mの地点)での測定を継続して実施し
ました。計測データは全学校閲覧可能な共有
サーバ内に記録し、情報の共有を図りまし
た。現時点では、除染が必要な0.23μSv/hを
超える高い数値の地点は観測されていませ
ん。

a 達成
　各学校月1回の放射線測定を実施し、測
定結果についても公表を行っていきま
す。

152 72

保育課

　公立保育園及び花星保育園、とねの会はす
だ保育園、星の子ルチア保育園の園庭におい
て2週間に1回測定を行い、調査結果をホーム
ページや広報で公表しました。
市内関係各課と今後の放射性測定事業につい
て会議を開催し、方向性を決めました。

a 達成

　子どもの安全のため、平成23年度か
ら、保育園園庭において測定を行い、調
査結果をホームページや広報で公表して
きましたが、基準値以上の放射性物質は
検出されず安定した状況でした。保育園
園庭の測定については、令和4年度で完了
としますが、保育園の近隣の公園や学校
の測定結果を参考にしていきます。

2 0

消防課

　月1回市内幼稚園5箇所の放射線測定を実施
しました。また、1月に庁内検討会議を開催
し、今後の放射線測定などについて意見交換
を行い、毎月の測定値が基準値を大幅に下
回っている状況を踏まえ、市内幼稚園での放
射線測定を3月末で終了することとしまし
た。

a 達成

　消防本部が担当する幼稚園の放射線測
定事業は完了しましたが、引き続き、新
たな原子力発電所の事故も考慮し、測定
器の維持管理、取扱訓練、対応訓練等を
実施していきます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

189
放射線測定
事業

　福島第一原子力発電所事故によ
る放射性物質の蓮田市への影響の
調査を実施する。
　小・中学校、保育園等の公共施
設で定期的に測定を行い、大気中
の放射線量の把握に努めるととも
に、測定結果を公表する。数値の
高かった箇所については、除染作
業を行う。
　また、要望に基づき身近な生活
環境等の放射線量の測定を実施
し、希望により簡易測定器の貸出
しを行う。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策３．安心・安全な生活環境

施策（２）放射線対策の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

教育総務課

　給食用食材を外部委託及び自主検査あわせ
て月9品の検査を実施したところ、すべてに
ついて放射性物質は不検出でした。検査結果
は、ホームページや広報はすだにて公表しま
した。

a 達成
　安心安全な給食運営のため、引き続き
放射性物質検査を実施していきます。

354 351

保育課

　保育園の給食食材の安全性を確認するた
め、専門機関への委託による検査を月2回、
消費者庁貸与機器での検査を月3回実施し、
調査結果をホームページや広報で公表しまし
た。市内関係各課と今後の放射性測定事業に
ついて会議を開催し、方向性を決めました。

a 達成

　給食食材の放射性物質検査について
は、どの検査においても「検出せず」と
いう結果で安定した状態でした。保育園
で使用している食材が、市場に出回って
いる安全な食材であるため、測定につい
ては、令和4年度で完了とし、今後も社会
状況に照らして、食材の安全を確認して
いきます。

363 357

190
給食用食材
の放射性物
質検査事業

　小・中学校及び保育園で提供さ
れる給食用食材の安全性を確保す
るために、定期的に食材の放射性
物質検査を実施する。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（１）快適で暮らしやすいまちづくりの推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

土地利用計
画の見直し

　蓮田市の土地利用を促進するた
め、改定した都市計画マスタープ
ランの土地利用構想に基づき、環
境や立地条件を生かした計画的な
土地利用を推進する。
　また、概ね５年ごとに土地利用
構想を含め、計画の見直しを検討
する。

都市計画課

　令和3年度に策定した立地適正化計画に基
づく居住誘導区域、都市機能誘導区域の設
定、事前届出制度の周知を行いました。
高虫西部地区の市街化編入に向けた手続を継
続して実施しました。

a 達成

　引き続き、高虫西部地区の市街化編入
に向けた手続を実施するともに、蓮田Ｓ
Ａ周辺など土地利用方針の検討を進めて
まいります。

0 0

地区計画の
策定

　住民の意見を反映させた地区計
画策定及び見直しを検討し、建築
物の用途や形態、敷地等に関する
規制や誘導を行うことにより、住
宅地の良好な環境の維持・保全や
建築物の用途の集約化を図る。
　また、既存の周知用看板を修繕
する。

都市計画課

　地区計画の届出看板が老朽化しているた
め、現地確認を実施し、翌年度の更新に向け
た予算措置を行いました。高虫西部地区につ
いて、地区計画の都市計画決定及び条例化案
を作成し、関係機関との協議を実施しまし
た。

a 達成

　地区計画看板の更新を完了するととも
に、策定から年数の経過した住居保全系
地区計画について点検を実施し、必要が
あれば見直しを行います。
　引き続き、高虫西部地区の地区計画決
定に向け、手続を進めていきます。

374 257

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

191

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

192
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

庶務課

市民課

子ども支援
課

保育課

R4年度
決算額
（千円）

193
西口再開発
ビル整備推
進事業

　令和２年１０月の西口再開発ビ
ルが完成し、各種行政手続きを行
う行政窓口等や子育て世代包括支
援センター等の子育て支援エリア
を備えた蓮田駅西口行政センター
の整備が終了するため、本事業は
令和３年３月末で終了した。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

事業完了

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

政策調整課
　都市計画課、総合窓口管理課、文化スポー
ツ課にて実施。

－
　都市計画課、総合窓口管理課、文化ス
ポーツ課にて実施。

0 0

都市計画課

　まちなかウォーカブル推進事業により、蓮
田駅東口トイレや上町ふれあいの森、歩行者
道路の改修を実施し、あわせてコンパクトで
持続可能なまちづくりを推進するため、埼玉
版スーパー・シティプロジェクトにエント
リーしました。
　地下鉄7号線の延伸に向け、国・県への要
望活動を実施しました。

a 達成

　まちなかウォーカブル推進事業を含む
都市再生整備計画事業や埼玉版スー
パー・シティプロジェクトの事業化に向
けた検討を行います。
　引き続き地下鉄7号線の延伸に向け、関
係機関との協議を行ってまいります。

0 0

総合窓口管
理課

　蓮田駅西口行政センターにおいて、多岐に
わたる業務を行うことにより、市民の利便性
の向上を図りました。
　貸出施設については、施設のPRに努めると
ともに、令和4年11月から、利用予約のない
会議室を「自習室」として無料開放しまし
た。

a 達成

　幅広いサービスを提供することによ
り、市民の利便性のより一層の向上に努
めます。
　ホームページ等を活用し、継続して施
設をPRしていきます。

0 0

文化スポー
ツ課

　「№148スポーツ施設整備事業」の進捗を
踏まえ、パルシー及びハストピアの周辺につ
いて、拠点づくりの整備について研究しまし
た。

b 一部達成
　引き続きパルシー及びハストピア周辺
の拠点づくりについて研究します。

0 0

194
拠点地域づ
くりの推進

　蓮田駅周辺の中心市街地は、蓮
田駅や蓮田駅西口行政センターな
どの公共施設の利便性を向上させ
ながら、街なかにみどりの交流拠
点を整備し、賑わい促進を図る。
また、道路の高質化により中心市
街地の回遊性の向上を図るととも
に、歩行者や自転車が安全で円滑
に移動できるウォーカブルな道路
環境の改善を図る。
　黒浜公園及び独立行政法人国立
病院機構東埼玉病院の周辺は、新
設道路の整備に合わせたバス路線
の拡充について検討するほか、引
き続き財務省用地の払下げの交渉
を進め、黒浜公園の機能改修を進
めるとともに、周辺地域の特性を
生かした文化・スポーツ・憩いの
場である総合公園として整備を行
う。
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潤いのある快適なまちをつくる
政策４．魅力あるまちづくりの整備

施策（２）魅力ある拠点づくりの推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

ＪＲ宇都宮
線利便性向
上事業

　ＪＲ宇都宮線のさらなる利便性
の向上を図るため、関係機関と連
携し、東日本旅客鉄道株式会社へ
要望を行う。

都市計画課

　蓮田駅西口旧駅舎の解体によりトイレが閉
鎖されたことを受け、蓮田駅下り線ホーム簡
易改札口の設置に加えて、トイレの設置につ
いても、ＪＲ東日本大宮支社に要望するとと
もにＪＲ東日本の考えを伺いました。

b 一部達成

　ＪＲ宇都宮線整備促進連絡協議会を通
じて、引き続き要望活動を実施します。
　また、駅西口簡易改札及びトイレの設
置の可能性については、個別にＪＲ東日
本と、要望・協議を進めていきます。

18 7200
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

都市計画課

　4/24に蓮田スマートＩＣ（上り線）供用を
開始しました。
　スマートＩＣ（下り線）の整備に向け、関
係機関との協議を進め、用地交渉を行いまし
た。

b 一部達成
　関係機関との協議を継続し、用地取得
に向けた地権者との交渉を進めてまいり
ます。

34,935 3,268

道路課

　蓮田ＳＩＣ3/4方向の供用開始に伴い、ネ
クスコ東日本がＳＩＣ出入口の市道部に係わ
る排水整備等の工事を完了して蓮田市が引き
渡しを受けました。蓮田ＳＩＣ案内標識設置
に伴い、今後の適正な管理に向けた台帳作成
業務委託を完了しました。

a 達成
　蓮田ＳＩＣフル化にむけてネクスコ東
日本を中心に関係機関と協議を進めま
す。

0 65,941

都市計画課

　埼玉県と令和4年度県道蓮田鴻巣線歩道整
備事業委託契約を締結し、用地交渉を進めま
した。
　埼玉県と蓮田スマートインターチェンジ建
設事業に伴う一般県道蓮田白岡久喜線の整備
に必要となる用地の取得等に関する基本協定
書を締結し、地権者との用地交渉を進めまし
た。
　（仮称）北部道路の整備に向け、隣接する
白岡市との協議を実施しました。

a 達成

　県道の整備については、引き続き用地
交渉を実施してまいります。
　（仮称）北部道路については、沿線自
治体との協議を実施してまいります。

106,003 65,505

道路課

　蓮田駅西口通線の計画道路区域内の地権者
１名と用地買収及び物件補償の契約をしまし
た。蓮田駅西口通線とさいたま栗橋線の接続
部においては、安全な交通形態になるように
警察協議を実施しました。市道1472号線は8
月1日に暫定的に供用を開始しました。

b 一部達成

　蓮田駅西口通線については、事業認可
を取得しているので、事業が滞りなく進
められるように用地交渉を行い、予算要
求に努めて事業の進捗を図ります。市道
1472号線の延伸部にあたる市道1453号線
は、蓮田松韻高校や特別支援学校などの
関係機関と協議を進めます。

450,161 106,146

R4年度
決算額
（千円）

196
幹線道路の
整備推進

　都市計画道路蓮田駅西口通線等
の幹線道路の整備を推進する。
　また、独立行政法人国立病院機
構東埼玉病院敷地内に新たな道路
の整備等を進めるほか、地域の利
便性を高める自転車歩行者道の整
備を推進する。
　県道蓮田鴻巣線や県道蓮田白岡
久喜線の歩道整備事業を推進す
る。

195
スマートＩ
Ｃ整備推進
事業

　現在ハーフインター（２／４方
向・普通車以下）で運用している
蓮田サービスエリアに接続するス
マートインターチェンジのフルイ
ンター（４／４方向・大型車対
応）化を推進する。
　令和４年度中に蓮田スマートイ
ンターチェンジ（上り線）の供用
予定を目指し、開通式典を実施す
る予定。
　令和３年度より蓮田スマートイ
ンターチェンジ（下り線）の用地
事務をネクスコ東日本㈱と埼玉県
より受託。

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ

橋りょう整
備事業

　蓮田市内の橋りょうについて、
橋長２メートル以上の橋りょうの
定期点検業務を継続的に実施し、
点検結果に基づき計画的に修繕工
事を進めていく。また、橋りょう
長寿命化修繕計画の策定を進め
る。
　その他、宿浦橋、桜ケ丘橋の人
道橋設置の事業を進める。

道路課

　橋りょう点検については、東北自動車道を
跨ぐ、4橋（宿浦橋、椿山橋、御林橋、桜ヶ
丘橋）の点検を実施しました。橋りょう点検
で健全度Ⅲと診断された八幡橋の架け替え予
備設計業務委託を発注しました。

a 達成

　継続して橋りょう点検を実施し、計画
的に修繕を進め、橋りょうの長寿命化を
図ります。八幡橋は架け替えに向けて地
元との合意形成を図り、河川管理者であ
る埼玉県総合治水事務所と協議を進めま
す。

28,728 13,449

生活道路整
備事業

　地域要望に基づき生活道路の道
路改良を進めていくほか、渋滞の
激しい交差点や見通しの悪い交差
点の改良を行う。

道路課
　市道139号線や市道1335号線など6路線にお
いて地域からの要望のある生活道路の事業を
進めました。

a 達成
　継続して進めている地域からの要望の
ある生活道路整備事業は事業の進捗を図
り、予算確保に努めます。

17,170 23,472

道路補修・
排水整備事
業

　継続して蓮田駅東口駅前広場の
管理、市内道路の舗装修繕、緊急
補修、砂利道整正工事、安全対策
工事、道路排水整備工事、街路樹
の維持管理、道路の除草、側溝清
掃等を実施し、道路環境の安全
性・快適性の確保を図る。

道路課

　継続事業として、大陸団地・大山団地・平
野団地の蓋掛け工事を実施しました。市道51
号線歩道整備工事は、東側歩道部において、
植樹の撤去、点字シートの設置、カラー舗装
を実施し、歩道部全体の工事を完了しまし
た。継続して市道4号線の舗装工事を実施し
ました。

a 達成

　継続事業として、大陸団地・大山団
地・平野団地の蓋掛け工事を進めます。
綾瀬団地内のマンホール蓋は老朽化によ
り危険を伴う為、マンホール蓋交換工事
を行います。

192,767 298,288

197

198

199
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（１）道路・橋りょう等の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策５

主要事業
№

ＰＬＡＮ

農政課

　県費単独土地改良事業である貝塚悪水路の
改修工事について、R4年度分の事業を完了し
ました。
　貝塚悪水路について、台風14号、15号の冠
水対策として、仮設ポンプを設置しました。

a 達成

　柵板の損傷など、構造物の経年劣化が
見受けられる貝塚悪水路について、県の
補助金を活用して改修工事を進めます。
また同水路は、台風等の大雨の際には隣
接道路を含め冠水が発生する箇所である
ため、仮設ポンプを設置し水害被害対策
を図ります。

13,255 12,026

道路課

　西新宿地区第一排水機場のゲート新設に向
けて河川協議を進めて詳細設計業務委託を完
了しました。島田落とし切り回し工事を継続
して進めました。市内各所にあるポンプ施設
の点検管理委託や河川・排水路の維持管理事
業として除草委託、浚渫委託および排水路の
蓋掛け工事を実施しました。

b 一部達成

　西新宿地区第一排水機場のゲート新設
に向け施工方法等について河川協議を継
続します。島田落とし切り回し工事を完
了させます。ポンプ施設の点検結果より
不具合等の修繕に努めます。河川・排水
路の流れを阻害する雑木・雑草の伐採、
サイフォンや調整池の浚渫委託を実施し
て大雨による浸水被害の軽減を図りま
す。

123,957 143,509

農政課

商工課

道路課

　道の駅「はすだ」の検討に向け、関係各課
と連携を図り、道の駅「まくらがの里こが」
を視察し、情報収集を行いました。

　年間を通した集客や収益の確保等の課
題について、関係各課と連携を図り、情
報収集を行います。

b 一部達成 0 0

　農業や観光の活性化施設等を整
備するとともに、市の認知度や交
流人口の拡大を図るため、道の駅
の整備を検討する。

　準用河川の補修・改修や黒浜調
整池の整備、西新宿地区第一排水
機場のゲート改修、農業施設の用
排水路等の適正な整備と維持管理
を行うとともに、継続的に排水路
及び遊水池の除草や浚渫を実施
し、大雨による浸水被害の軽減を
図る。

道の駅「は
すだ」推進
事業

117
（再掲）

165
（再掲）

排水路施設
等整備事業
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潤いのある快適なまちをつくる
政策５．道路・交通網の整備

施策（２）公共交通の利便性の向上

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

ＪＲ宇都宮
線利便性向
上事業

　ＪＲ宇都宮線のさらなる利便性
の向上を図るため、関係機関と連
携し、東日本旅客鉄道株式会社へ
要望を行う。

都市計画課

　蓮田駅西口旧駅舎の解体によりトイレが閉
鎖されたことを受け、蓮田駅下り線ホーム簡
易改札口の設置に加えて、トイレの設置につ
いても、ＪＲ東日本大宮支社に要望するとと
もにＪＲ東日本の考えを伺いました。

b 一部達成

　ＪＲ宇都宮線整備促進連絡協議会を通
じて、引き続き要望活動を実施します。
　また、駅西口簡易改札及びトイレの設
置の可能性については、個別にＪＲ東日
本と、要望・協議を進めていきます。

18 7

公共交通整
備事業

　公共交通の利便性向上を図るた
めの事業を推進する。
　路線バス事業者に超低床ノンス
テップバスを導入するための事業
費を補助する。

都市計画課

　路線バスの利便性向上に資する事業を検討
しました。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
止するための対策を実施して営業を継続する
路線バス事業者及びタクシー事業者を対象に
経営を支援し、市内の公共交通の維持を図る
ため、蓮田市公共交通応援事業支援金を交付
しました。

a 達成
　路線バスの利便性向上を図るため、バ
ス停留所に上屋を設置するバス事業者に
対して、整備費の補助を実施します。

1,400 9,270

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

93
（再掲）

200
（再掲）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（１）上水道の整備・充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

健全な上水
道事業の経
営

　水道ビジョンの実現を図るた
め、「資産の更新需要」と「財政
の見通し」を随時検討すること
で、「設備の健全化」と「財政の
健全化」の両立を図り、上水道の
安定供給と持続可能な水道事業の
運営を目指していく。

水道課

　9月議会に諮り、前年度の純利益相当額を
建設改良積立金へ処分し、管路更新等の資金
確保を図りました。また、新型コロナウイル
ス感染症対策として水道料金減額措置を実施
しましたが、一般会計から補助金の繰入があ
り水道ビジョンとの大きな乖離には至りませ
んでした。

a 達成
　今年度決算での純利益相当額を建設改
良積立金へ処分し、今後の更新費用の資
金とします。

0 0

老朽管更新
事業

　水道ビジョンに基づき、災害に
強い上水道施設の実現と効率的な
マネジメントについて検討し、老
朽管路の更新事業を進めていく。

水道課

　重要管路更新事業の第5期工事として国庫
補助金を活用した市道55号線の老朽管更新工
事(口径200～400㎜・延長約300m）をはじ
め、その他市内3箇所の老朽管更新工事を実
施し、耐震化を図りました。
　また、令和5年度以降に更新工事を予定し
ている市内4箇所の工事設計を行いました。

b 一部達成

　災害に強く安定供給できる上水道施設
の整備を行うため、管路耐震化計画に基
づき、老朽化した重要管路の更新工事を
継続して進め、耐震化を図ります。

458,481 367,089

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

114
（再掲）

201

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（２）下水道の整備・充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

公共下水道
整備事業

　生活環境の向上、公共用水域の
水質保全のため、公共下水道の整
備を行う。
　公共下水道全体画区域約１，６
１６ヘクタールのうち事業認可区
域約８１９ヘクタールについて、
整備率が９４.５％となった中
で、残り５.５％について、企業
債、国庫補助金等を効果的に活用
しながら早期の完了を目指すとと
もに、残りの全体計画区域につい
ての検討を継続する。
　また、管路、ポンプ場等各施設
の更新や維持管理を計画的に実施
し、利用者への安定的なサービス
提供を行っていく。

下水道課

 
　蓮田駅西口通線の基本設計業務を実施しま
した。
　蓮田駅東口黒浜線の汚水管渠の工事に着手
しました。
　綾瀬地区のコンクリート製のマンホール蓋
51箇所を鋳鉄製の蓋に交換しました。
　ストックマネジメント計画に基づいて、ま
た不明水の対策として汚水管渠の調査点検を
実施、西新宿汚水中継ポンプ場の引込開閉器
盤と脱臭機ファン現場操作盤を交換しまし
た。

b 一部達成

　埼玉県施工の蓮田駅東口黒浜線道路築
造に併せて、引き続き汚水管渠の工事を
実施していきます。
　また、ストックマネジメント計画に基
づき汚水管渠の調査点検の実施と西新宿
汚水中継ポンプ場の設備の更新をしてい
きます。

894,837 741,511

農業集落排
水整備事業

　農業用水の水質を保全し、農業
生産環境の改善を図るとともに、
地域の生活環境の向上と元荒川や
綾瀬川等の公共用水域の水質保全
を図る。

下水道課

　農業集落排水の各施設について、定時点検
の実施結果等を参考に、適切な維持管理を継
続的に実施しております。
　上平野地区施設の施設更新計画業務を行い
ました。

a 達成

　各施設の維持管理については、定時点
検の実施結果等を参考に、これまでどお
り適切に実施していきます。
　継続的な下水道サービスの提供のた
め、最適化構想に基づく処理施設の更新
を行っていきます。

95,180 92,368

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

184
（再掲）

115
（再掲）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策６．上水道の安定供給と下水処理の推進

施策（２）下水道の整備・充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

合併処理浄
化槽設置整
備事業

　「浄化槽設置整備事業補助金交
付要綱」により、し尿汲取り槽や
単独浄化槽から合併浄化槽へ転換
するための費用を補助すること
で、生活環境の改善を図るととも
に、適切な維持管理を啓発し、元
荒川や綾瀬川等の公共用水域の水
質浄化及び水質保全を推進する。

下水道課

　合併処理浄化槽への転換補助金を9件行い
ました。
　ホームページや広報はすだ、チラシの配布
を通じて、浄化槽を使用されている方に清
掃・保守点検・法定検査（水質）の啓発を行
いました。

a 達成

　引き続き、単独浄化槽及び汲み取り便
槽から合併処理浄化槽への転換を促進し
ていきます。
　浄化槽を使用している方に浄化槽の適
切な維持管理について啓発を行っていき
ます。

8,642 7,560
185

（再掲）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

公園リノ
ベーション
事業

　子育て世代や多世代間交流の機
会が図れるふれあい活動となる場
の空間や子どもの体力、探究心及
び創造性を向上させることのでき
る公園を整備する。また、遊具や
設備について安全点検を行い、計
画的に魅力あるものに刷新するな
ど、誰もが利用しやすい公園整備
を推進する。

みどり環境
課

　公園遊具等の施設安全点検を行い、事故を
未然に防ぐとともに、計画的に修繕や更新を
行いました。また、新たに、上町ふれあいの
森を公園として整備し、子育て世代などのふ
れあい活動の場となる空間の整備に努めまし
た。そのほか、近隣住民が安心して暮らせる
緑地として、黒浜緑地の整備設計等に取り組
みました。

b 一部達成

　公園内事故ゼロを目指し、公園遊具等
の施設安全点検を行い、事故を未然に防
ぐとともに、引き続き、施設の修繕、更
新を継続的に実施します。
　黒浜緑地整備については、近隣住民に
十分ご理解をいただき実施します。ま
た、誰もが利用しやすい公園として、老
朽化した堂山公園内のトイレの更新工事
を行います。

400,866
（№28と同

事業）

193,631
（№28と同

事業）

キッズパー
クはすだ事
業

　子育て世代や多世代間交流の機
会が図れるふれあい活動となる場
の空間や子どもの体力、探究心及
び創造性を向上させることのでき
る公園を整備する。また、遊具や
設備について安全点検を行い、計
画的に魅力あるものに刷新するな
ど、誰もが利用しやすい公園整備
を推進する。
　なお、多様化するニーズに対応
した総合公園の計画など、新たな
拠点地域づくりを推進する。

みどり環境
課

　公園遊具等の施設安全点検を行い、事故を
未然に防ぐとともに、計画的に修繕や更新を
行いました。また、新たに、上町ふれあいの
森を公園として整備し、子育て世代などのふ
れあい活動の場となる空間の整備に努めまし
た。そのほか、近隣住民が安心して暮らせる
緑地として、黒浜緑地の整備設計等に取り組
みました。

b 一部達成

　公園内事故ゼロを目指し、公園遊具等
の施設安全点検を行い、事故を未然に防
ぐとともに、引き続き、施設の修繕、更
新を継続的に実施します。
　黒浜緑地整備については、近隣住民に
十分ご理解をいただき実施します。ま
た、誰もが利用しやすい公園として、老
朽化した堂山公園内のトイレの更新工事
を行います。

400,866
（№28と同

事業）

193,631
（№28と同

事業）

R4年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

203

202

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

公園整備事
業

　子育て世代や多世代間交流の機
会が図れるふれあい活動の場とな
る空間や子どもの体力、探究心及
び創造性を向上させることのでき
る公園を整備する。
　また、遊具や設備について安全
点検を行い、計画的に魅力あるも
のに刷新するなど、誰もが利用し
やすい公園へと整備し、多様化す
るニーズに対応した総合公園の計
画など、新たな地域拠点づくりを
推進する。

みどり環境
課

　公園遊具等の施設安全点検を行い、事故を
未然に防ぐとともに、計画的に修繕や更新を
行いました。また、新たに、上町ふれあいの
森を公園として整備し、子育て世代などのふ
れあい活動の場となる空間の整備に努めまし
た。そのほか、近隣住民が安心して暮らせる
緑地として、黒浜緑地の整備設計等に取り組
みました。

b 一部達成

　公園内事故ゼロを目指し、公園遊具等
の施設安全点検を行い、事故を未然に防
ぐとともに、引き続き、施設の修繕、更
新を継続的に実施します。
　黒浜緑地整備については、近隣住民に
十分ご理解をいただき実施します。ま
た、誰もが利用しやすい公園として、老
朽化した堂山公園内のトイレの更新工事
を行います。

400,866 193,631
28

（再掲）
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（１）魅力ある公園の整備

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策５

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

自治振興課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の活
動として、新型コロナウイルス感染拡大防止
対策を図りながら、6月と11月に蓮田駅東口
及び西口花壇、市役所正面玄関前花壇に季節
の花を植えました。また、年間を通して、各
団体が交代で水遣り等を行いました。

a 達成
　今後も、蓮田市コミュニティづくり推
進協議会の活動の一環として、花植えと
維持管理を継続します。

1,200
(No.204と
同事業)

1,000
(No.204と
同事業)

みどり環境
課

　公園を管理している団体に花苗等の配布を
行うとともに、19団体に公園管理報奨金を交
付しました。また、アダプトプログラム協力
団体と定期的に意見交換を行い、公園の修繕
計画に反映させました。

b 一部達成

　公園を管理している団体への花苗等の
配布、公園管理報奨金の交付を継続しま
す。
　また、アダプトプログラム協力団体と
定期的な意見交換を継続し、公園の修繕
計画に反映させるとともに、新たなボラ
ンティア団体を募るため、アダプトプロ
グラム制度等のＰＲを強化します。

133 123

黒浜沼周辺
整備事業

　黒浜沼（上沼）周辺の優れた自
然や貴重な歴史的環境を末永く後
世に残すため、緑のトラスト保全
第１１号地として土地の保全・整
備を行う。

みどり環境
課

　景観維持及び見学者の利便性確保のため、
駐車場、周辺道路、水田ゾーン周辺について
除草作業を行いました。また、原風景保存の
ため稲作を継続しました。

b 一部達成

　景観維持及び見学者の利便性確保のた
めの除草作業、原風景保存のための稲作
を継続します。また、環境学習館の新築
工事も視野に入れ、トラスト地の維持管
理及び活用方法について、方向性を検討
します。

8,221 6,514

みどり環境
課

　山ノ神沼の水辺地とその周辺の環境保全の
ため、除草を行いました。

b 一部達成
　引き続き、山ノ神沼の水辺地とその周
辺の環境保全に努めます。

0 0

農政課

　護岸や湿生植物園の除草や仮設トイレの清
掃を行いました。
　山ノ神沼敬愛会の役員と職員による清掃及
び除草作業を11回実施しました。

a 達成
　除草や仮設トイレの清掃を定期的に行
います。また、山ノ神沼敬愛会と連携
し、清掃活動や除草作業を行います。

1,460 1,418

山ノ神沼周
辺整備事業

179
（再掲）

180
（再掲）

　山ノ神沼の水辺地やその周辺に
ついて、農業用水利施設として円
滑に機能するよう保全改修を行う
とともに、小動物等とのふれあい
の場、身近な水辺の自然環境とし
ての役割を果たしていくため、そ
の保全・再生を図りながら、散策
や釣りなどが気軽に楽しめるよう
な親水空間を創出する。

　市内各所に四季折々の花を植
え、市と市民、関係団体、企業等
が協働して花と緑のまちづくりを
行う。

177
（再掲）

花と緑のま
ちづくり事
業
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潤いのある快適なまちをつくる
政策７．公園の整備と緑地の保全

施策（２）農地・緑地の保全と創造

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

生産基盤整
備促進事業

　ほ場の大型化や用排水路・道路
等の農業生産基盤を総合的に整備
し、効率的な農業の展開と農地利
用集積等を進める。

農政課
　閏戸地区のほ場整備事業で、蓮田市に所有
権移転した土地の地目変更を行うため、登記
手続き資料を作成しました。

a 達成

　農地の区画拡大を行うことで、農作業
の省力化を希望している農業者団体等
へ、基盤整備事業に関する情報を提供し
ます。

0 0

ふれあい農
園管理運営
事業

　農作業を体験したい市民のレク
リエーションとしての自家用野
菜、花の栽培や高齢者の生きがい
づくりなどのニーズに応えるた
め、市民農園の適切な管理運営を
行う。

農政課
　ふれあい農園の空き区画について、直営で
除草・異物除去・耕うんを行い、整備後に貸
出しを行いました。

a 達成
　利用者の方々には、今後も適切に利用
していただくよう周知を徹底し、良好な
市民農園として管理運営を行います。

663 910

交流ふれあ
い支援事業

　水田活用として、景観形成作物
のコスモス・そば等の栽培に合わ
せて地元農産物の直売等のイベン
トを行うことにより、各地域の農
業者と地域住民との交流を図る活
動の支援を行う。

農政課

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観
点から、2地区のコスモスまつりと1地区のそ
ばまつりの開催が中止となりました。
　黒浜地区で行われた、そば栽培に合わせた
テイクアウト事業を支援しました。
　また閏戸地区で行われた、菜の花まつりを
支援しました。

b 一部達成
　農業者と地域住民との交流を図る活動
に対して、支援を行います。

2,000 144

貸農園事業

　民間事業者と連携し、貸農園事
業を行う。蓮田スマートインター
チェンジを活用して都市住民に訪
問してもらい、農業体験を提供す
る。

農政課
　スマートインターチェンジを活用した貸農
園事業に関する他市の事例について、情報収
集を行いました。

b 一部達成

　他市町村のスマートインターチェンジ
周辺を活用した貸農園の設置状況等の調
査研究を行い、引き続き実現性について
研究します。

0 0

基本政策５

主要事業
№

R4年度
当初予算額
（千円）

R4年度
決算額
（千円）

174
（再掲）

166
（再掲）

170
（再掲）

171
（再掲）

ＰＬＡＮ
第５次総合振興計画 ＤＯ

（R4年度中に実施したこと）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（１）地域コミュニティの活性化

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

コミュニ
ティ活動へ
の支援事業

　各分野にわたる市内の団体で構
成された「蓮田市コミュニティづ
くり推進協議会」が行う活動に対
し、補助金を交付する。

自治振興課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の活
動として、6月と11月に「花いっぱい運動(駅
東西口及び市役所花壇)」を実施し、その活
動を支援するとともに補助金を交付しまし
た。
  2月にダニエル・カールさんをお招きし、
ハストピアでコミュニティ講演会を実施しま
した。
　新型コロナウイルス感染拡大防止を図るた
め、「ふるさと水辺ウォーク」、共助社会づ
くりのイベント、「やさしさいきいきフェス
ティバル」は中止となりました。

a 達成
　「蓮田市コミュニティづくり推進協議
会」が行う活動を支援するとともに、活
動に対する補助金を交付します。

1,200 1,000

自治会の活
動支援事業

　協定に基づく行政協力の円滑な
実施を図るため、行政協力に対す
る交付金を自治会に交付する。
　また、自治会活動の活性化を図
るため、蓮田市自治連合会が行う
事業や自治会活動の拠点となる自
治会館等の施設の建築費、補修費
に対して、補助金を交付する。

自治振興課

　行政協力に対する交付金を各自治会に交付
しました。蓮田市自治連合会が行う事業に対
し補助金を交付しました。
　自治会館等の施設補修は、申請のあった3
件（平野団地自治会、グリーンタウン自治
会、綾瀬自治会）について、事業が完了しま
した。

a 達成
　引き続き適正な補助金の交付に努めま
す。

21,422 20,451

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

ＰＬＡＮ

79
（再掲）

204

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）第５次総合振興計画
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

ＮＰＯ・
市民活動
支援事業

　ＮＰＯ・市民活動の活性化を
図るため、西新宿会館内に活動
拠点として設置している「市民
活動ひろば」の運営等を支援す
る。

自治振興
課

　市民活動ひろばについては、市民活動サ
ポーター団体の協力（1団体）により、管理
運営を行い、その支援を行いました。
　市民活動ひろばに設置している印刷機と
複合機の更新を行いました。

b 一部達成
　市民活動サポーターの支援を行うとと
もに、協力いただける団体を増やすよう
努めます。

527 523

市民協働
推進事業

　市民が主体の新たな市民活動
が、市民と行政との協働事業に
つながるよう、各種市民活動団
体との協働を推進する。

自治振興
課

　市民課において転入者に資料を配布する
際、「自治会加入案内」を印刷した封筒を
使用し自治会加入の啓発を行いました。
　「自治会への加入促進に関する協定」に
基づく市・自治連合会・宅地建物取引業協
会の3者による意見交換会は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止を図るため、中止とし
ました。

b 一部達成

　市民課での「自治会加入案内」を印刷
した封筒の使用及び「自治会への加入促
進に関する協定」に基づく意見交換会を
継続して実施します。

0 0

市民イベ
ント等支
援事業

　蓮田ランタイズが主催する
「蓮田マラソン・スイーツバト
ル」等市民団体が自主的に開催
するイベント等を支援し、交流
人口の増加を図る。

政策調整
課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、第10回蓮田マラソンは延期となりまし
た。

c 未達成

　新型コロナウイルス感染症への対策を
行った上で、第10回蓮田マラソン等の市
民団体が自主的に開催するイベント等を
支援し、交流人口の増加を図ります。

0 0

地域で支
える子育
て支援事
業

　地域に開かれた公立保育所を
目指し、地域住民との交流イベ
ントやサポーターを養成するイ
ベントを開催するほか、子育て
支援センターや子育て広場と連
携し、子育てを地域全体で支え
る。

保育課

　新型コロナウイルス感染症拡大簿防止の
ため、保育園での地域交流会については実
施を見合わせました。
　地域子育て支援拠点や児童センターで
は、感染症予防対策を行いながらイベント
を実施しました。

b 一部達成

　各保育園で地域交流会を開催していき
ます。また、地域子育て支援拠点や児童
センターにおいて、季節の行事やイベン
トを開催し、子育て中の親子等を支援し
ます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

42
（再掲）

207

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

206

205

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

子ども支
援課

　コロナ禍の中においても工夫して「子育
てコンシェルジュのはじめまして」や「家
庭教育支援チームによるちょっとほっとタ
イム」などの子育てイベントを開催し、子
育て世帯の交流を促進しました。

a 達成

　新型コロナウイルスによる行動制限が
緩和されることから、イベント等におけ
る人数制限を緩和し、子育てサークルの
育成支援を行ってまいります。

0 0

社会教育
課

　子ども支援課と連携し、3歳から5歳まで
のお子さんをお持ちの保護者を対象に、子
育て講座全3回を行いました。親子10人参加
の参加があり、3月2日に第1回　子どもに伝
える「おかたづけ」を、3月9日に第2回　子
どもに伝える「じぶんを大切にすること」
を、3月12日に第3回おやこであそぼう！
（親子参加）を実施しました。

a 達成

　参加者によるサークル結成には至らな
かったが、引き続き、子育て世代の保護
者の方々の悩み・不安等が解消されるよ
う、さらにサークル活動につながるよう
講座を開催していきます。

30 15

子ども支
援課

　家庭教育学級を支援するほか、子育てで
つながろうMiNiフェスタや親子ふれあい村
のイベントでは、家庭教育支援チームやゆ
ずりっこ、まろにえ会などといった子育て
支援団体のほか、包括連携協定を生かし、
民間会社にもボランティアとして手伝って
いただき、地域の子育てネットワークの強
化につなげることができました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に取り組みます。

15 4

社会教育
課

　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対し
て、「蓮田市社会教育関係団体に対する補
助金」を交付しました。

a 達成

　蓮田市補助金等交付申請書を必要な添
付資料ともに提出するよう案内し、内容
を審査のうえ交付決定します。事業完了
後は実績報告書を提出するよう案内し、
交付額を確定させます。事業の実施のた
め、団体に支援・相談を行っていきま
す。

720 720

44
（再掲）

子育て活
動促進事
業

　保護者同士の交流を図ること
で、子育ての不安や悩みが解消
できるよう、親子で参加できる
イベントの開催や家庭教育学級
活動を支援する。
　また、子ども会活動等、地域
で活動する関係機関を支援する
ことで、地域の絆の深まりや教
育力の向上につなげていく。

43
（再掲）

子育て
サークル
の育成支
援事業

　子育てサークル育成のため、
子育てに関する講座を実施し、
活動の場や情報の収集・提供の
充実を図る。子育て支援セン
ターや児童センター等を利用す
る親子に対し、サークルづくり
の案内を行うとともに、会議室
の団体利用等子育てサークルの
活動支援を行う。　また、子育
てサークルの活性化を促進する
研修を充実させ、指導者の育成
を図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

母子愛育
会活動支
援事業

　地域での母と子の健康づくり
と子育て支援を目的に活動して
いる母子愛育会の活動を周知
し、支援を行う。

子ども支
援課

　愛育会全体としては、新型コロナウイル
スの感染予防を図りながら、総会や班長会
を実施しました。各地区担当保健師は班長
会等に出席し、会の運営やイベント実施に
向けて助言や支援を行いました。また、市
ホームページと公式ラインを活用し、新し
い形での活動を推進していけるよう話し合
いを行いました。各地区では、クリスマス
会やハロウィン等様々なイベントを実施
し、地域での交流を図りました。

a 達成

　妊娠届出時や乳幼児健診、新生児訪問
等あらゆる機会を捉えて母子愛育会のPR
に努めていきます。また、子育てコン
シェルジュなど関係機関等とも連携して
事業を実施していきます。
　事務局として、愛育会への支援体制を
継続していきます。

861 860

社会教育
課

　蓮田市子ども会育成連絡協議会に対し
て、「蓮田市社会教育関係団体に対する補
助金」を交付しました。

a 達成

　親子で参加できるイベントの企画・開
催に努めます。
　また、蓮田市子ども会連絡協議会に対
して補助金を交付し、活動の支援を行い
ます。

0 0

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症の影響で一部
事業が中止となりましたが、スポーツ観戦
事業やハストピアでのコンサートなどを実
施しました。

b 一部達成
　安全に地域交流機会を提供できるイベ
ントや、子育て世代が楽しむことができ
るイベントを検討・実施していきます。

0 0

地域ぐる
みの子ど
も安全推
進事業

　登下校時の児童・生徒の安全
を確保するため、学校とスクー
ル・ガード・リーダーを中心と
した見守り活動の組織等との連
携により、地域防犯体制を確立
する。

学校教育
課

　登下校時における児童・生徒の安心・安
全のために、スクールガードリーダーを中
心とした地域の見守り活動を行いました。

a 達成

　引き続き、各小学校区でスクールガー
ドリーダーを委嘱し、児童・生徒の安全
を確保し、地域の防犯体制を強化・確立
させていきます。

50 50
69

（再掲）

47
（再掲）

地域交流
機会の創
出

　親子で参加できるイベントの
開催や子ども会などの地域活動
を支援し、交流機会の充実を図
る。

45
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

福祉課

　新型コロナウイルス感染症予防を徹底し
た上で、社会福祉協議会が実施する施設等
へのボランティア派遣や「はすだ地域支え
あいサービス」、「ひとり暮らし高齢者等
見守り事業」のサービス提供を支援しまし
た。
　施設等へのボランティア派遣件数は徐々
に増加傾向にあります。

a 達成
　引き続き、地域福祉事業の実施や地域
活動・ボランティア活動の推進等を支援
していきます。

0 0

健康増進
課

　食生活改善推進員の役員会等に参加し、
会の運営等に関する助言や支援を行い、活
動を支援しました。
　食生活改善推進員養成講座である「いき
いき食生活教室」を開催しました。

a 達成

　食生活改善推進員の役員会等に参加
し、会の運営等に関する助言等を行い、
活動を支援していきます。
　食生活改善推進員養成講座である「い
きいき食生活教室」を開催し、会員数の
増加につなげていきます。

148 118

長寿支援
課

　老人クラブが実施する清掃活動や防犯パ
トロール等の地域活動に対して、側面的な
支援を行うことにより、地域福祉の向上に
努めました。

a 達成
　引き続き、老人クラブが行う地域活動
を支援していきます。

0 0

福祉課

　手話奉仕員養成講座（入門）について、
新型コロナ感染症拡大防止に努めながら講
座を実施し、全行程を終了することができ
ました。7人が受講し、6人に修了証を交付
しました。
　地域ボランティア講座を開催し、24名の
参加者のうち3名が新規ボランティアとして
活動しています。

a 達成

　引き続き、手話を広く周知していくた
めに、手話奉仕員養成講座（入門及び基
礎）、手話通訳者養成講座Ⅰ課程を開催
します。

450 450

長寿支援
課

　コロナ禍のため、人数や開催回数等を縮
小した形で寿大学を開催し、地域の人材育
成に努めました。

b 一部達成
　寿大学の実施を検討し、引き続き、地
域の人材育成に努めます。

0 0

学校教育
課

　例年、福祉体験を市内小・中学校で行っ
ております。新型コロナウイルス感染症対
策を講じながら、市内小中学校で体験学習
を実施しました。

a 達成

　社会福祉協議会と連携し、福祉体験活
動を軸とした福祉教育が児童・生徒に正
しく理解されるよう、引き続き支援して
いきます。

0 0

82
（再掲）

地域活動
の担い手
の育成事
業

　地域活動の担い手や地域の
リーダーとなる人材の育成を図
る。

81
（再掲）

地域活
動・ボラ
ンティア
活動の推
進事業

　地域を基盤に活動するさまざ
まな団体やボランティア等が活
動しやすい環境を整備し、活動
を推進する。
　地域の老人クラブにおいて
は、「健康」「友愛」「奉仕」
の精神に基づき、身近な仲間と
支え合いながら実施する自主的
な清掃活動等に対する支援を行
い、地域福祉の向上を図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策１．市民協働の推進

施策（２）市民活動・NPO 活動の支援

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

第５次総合振興計画 ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ハストピ
アサポー
ターズ事
業

　総合文化会館が行う事業を市
民組織であるハストピアサポー
ターズと協働で推進するととと
もに、人材の育成・支援等を行
う。

文化ス
ポーツ課

　自主事業イベントのでの活動のほか、サ
ポーターズ企画運営によるハストピアフェ
スティバルを開催しました。

a 達成

　引き続き家庭教育学級を支援するほ
か、地域で活動する子育て支援団体の
ネットワークを強化できるイベントの開
催に取り組みます。

15 4

スポー
ツ・レク
リエー
ション普
及事業

　スポーツ推進委員・スポーツ
協会・スポーツ少年団・レクリ
エーション協会等によるスポー
ツ振興や、各種団体等と協力・
連携して実施しているはすだス
ポーツフェスタ等のスポーツイ
ベント、また、各種スポーツ教
室の実施などにより、市民のス
ポーツ参加の機会をつくる。

文化ス
ポーツ課

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、大きなイベントであるスポーツでフェ
スタは中止となりましたが、各種スポーツ
教室等事業を実施しました。

b 一部達成
　引き続き、スポーツ・レクレーション
の普及事業を推進していきます。

3,277 1,480

はすだ
Futureプ
ロジェク
ト支援事
業

　映画製作を通して、ひとづく
り・まちづくりを行う「はすだ
Futureプロジェクト」を支援す
る。

商工課 事業完了

自治振興
課

　蓮田市コミュニティづくり推進協議会の
活動として、新型コロナウイルス感染拡大
防止対策を図りながら、6月と11月に蓮田駅
東口及び西口花壇、市役所正面玄関前花壇
に季節の花を植えました。また、年間を通
して、各団体が交代で水遣り等を行いまし
た。

a 達成
　今後も、蓮田市コミュニティづくり推
進協議会の活動の一環として、花植えと
維持管理を継続します。

1,200
(No.204と

同事業)

1,000
(No.204と

同事業)

みどり環
境課

　公園を管理している団体に花苗等の配布
を行うとともに、19団体に公園管理報奨金
を交付しました。また、アダプトプログラ
ム協力団体と定期的に意見交換を行い、公
園の修繕計画に反映させました。

b 一部達成

　公園を管理している団体への花苗等の
配布、公園管理報奨金の交付を継続しま
す。
　また、アダプトプログラム協力団体と
定期的な意見交換を継続し、公園の修繕
計画に反映させるとともに、新たなボラ
ンティア団体を募るため、アダプトプロ
グラム制度等のＰＲを強化します。

133 123

177
（再掲）

花と緑の
まちづく
り事業

　市内各所に四季折々の花を植
え、市と市民、関係団体、企業
等が協働して花と緑のまちづく
りを行う。

162
（再掲）

146
（再掲）

138
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（１）情報公開の充実・個人情報の保護

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

情報公開制
度の充実

　行政運営を健全かつ安定に推進
していくためには、市民のかたの
市政に対する理解と信頼を深め、
知る権利を保障していくことが重
要である。知る権利の行使である
公文書の情報公開請求に対して
は、個人情報保護の徹底とのバラ
ンスなど考慮すべき事項も多い
が、時代の変化に応じた積極的な
公開を行う。
　職員全員が情報公開、個人情報
保護の理解を深め、有効な情報提
供を行う。また、情報公開請求に
迅速に対応できるよう文書管理面
の強化を図る。

庶務課

　R4年度における「行政資料目録」を作成
し、行政資料コーナーに設置しました。
　また、情報の公開を求めて窓口に来た来庁
者には、開示を望んでいる情報の具体的内容
を聞き、該当所管課と調整するとともに、個
人情報の保護を図りながら積極的な情報提供
の案内を行いました。
　なお、情報公開請求の請求件数は72件で、
決定の内訳は、開示46件、部分開示24件、不
開示2件であり、不開示決定した理由は、請
求に係る公文書が存在しなかったこと等によ
るものでした。また、個人情報の開示請求は
23件でした。

a 達成

　引き続き、市民の利用しやすい行政資
料コーナーを目指し、充実を図ります。
　情報公開及び個人情報保護制度につい
て、職員に啓発等を行い、さらなる理解
の促進を図ります。

439 209

情報セキュ
リティ対策
の整備

　市の情報資産を安心・安全に管
理するため、最新の情報通信技術
の動向等を的確にとらえ、情報セ
キュリティ対策を進める。
　情報セキュリティ基本方針及び
情報セキュリティ対策基準の見直
しを随時行うとともに職員の情報
セキュリティ意識の向上を図るた
め、情報セキュリティ研修を実施
する。

電算課

　埼玉県自治体情報セキュリティクラウドに
参加し、インターネットと庁内ネットワーク
の分離や、メール及びファイルの無害化処理
等の高度なセキュリティ対策を行いました。
全職員を対象とした情報セキュリティ研修
を、eラーニングにより全職員が受講し修了
しました。
　また、ＩＴアドバイザーを講師に招き、講
義形式の研修会も実施しました。

a 達成

　引き続き、埼玉県自治体情報セキュリ
ティクラウドに参加し、インターネット
と庁内ネットワークの分離やメール及び
ファイルの無害化処理等の高度なセキュ
リティ対策を行います。総務省及び地方
公共団体情報システム機構の提供する情
報セキュリティ研修を、ｅラーニングに
より実施します。
　また、ＩＴアドバイザーを講師に招
き、講義形式の研修会も開催する予定で
す。

7,510 4,706

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

121
（再掲）

208

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（２）地域情報化の推進

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

蓮田市都市
計画図基本
図作成事業

　蓮田市都市計画基本図を修正す
るほか、用途地域を含む地域地区
の変更や地区計画の決定等に伴
い、都市計画図を修正印刷する。

都市計画課

　近年の都市計画変更や今後実施する高虫西
部地区の市街化編入を踏まえ、都市計画図の
修正印刷に向けた設計、仕様の検討を実施し
ました。

a 達成
　高虫西部地区の都市計画変更を反映し
た都市計画図の修正印刷を行います。

0 0

公開型地理
情報システ
ム整備事業

　市民サービスの向上を図るた
め、蓮田市地図情報システムに必
要に応じて公開データを追加す
る。

都市計画課

　国が進める３Ｄ都市モデルの整備事業を活
用し、蓮田市の３Ｄ都市モデルを作成し、
オープンデータ化しました。また、地図情報
システムに搭載している既存情報（都市計画
情報、指定道路網図等）の更新を実施しまし
た。

a 達成

　地図情報システム上において、令和4年
度に整備した３Ｄ都市モデルデータを表
示するためのシステム構築の検討及び高
虫西部地区の市街化編入に向けた情報更
新を実施します。

2,605 2,585

情報化推進
事業

　全ての児童・生徒が情報を主体
的に収集・選択・活用・発信し、
豊かな創造性と応用力を育成でき
るようにするために、情報通信技
術（ＩＣＴ）を活用した教育の充
実に努め、令和５年度にGIGAス
クール用タブレットパソコンの
バッテリー交換を実施する。

学校教育課

　小学校の校務用パソコンの入替を実施しま
した。小学校の普通教室及び特別支援学級に
電子黒板を設置しアクティブラーニングの推
進を図りました。また、外国籍の児童生徒が
在籍する学校にポケトークを配置し意思疎通
が図れるようにしました。蓮田中学校通級指
導教室の開設に伴うICT環境の整備や黒浜中
学校東校舎に校内LANを構築しました。

a 達成
　インターネット回線速度の遅い学校に
ネット回線を増設し改善を図ります。

95,029 90,640

情報伝達体
制整備事業

　災害時における情報伝達体制の
整備として、防災行政無線の維持
管理を行うとともに、新規の防災
行政無線の増設には設置場所等の
課題があるため、防災行政無線の
内容や緊急情報等をメールで配信
する「安心安全メール」を周知徹
底し、登録者の増加を図ることで
難聴区域の解消につなげていく。
　また、デジタル化を実施した移
動系防災行政無線等のあらゆる情
報機器を活用して、情報伝達体制
の強化を図る。

危機管理課

　ＩＰ無線機を5台追加整備し、合計50台の
配備とすることにより、災害時の情報伝達体
制の充実を図りました。
　安心安全メールについては、市広報等で周
知し、登録者数が3名増加（前年同月比）
し、年度末現在で3,865名となりました。

a 達成

　安心安全メールの機能更新と、防災行
政無線の操作卓改修などを行います。
　また、防災行政無線（固定系）の機器
更新に向けて、次期システム構築のため
の検討・準備を行っていきます。

9,807 9,579
120

（再掲）

67
（再掲）

31
（再掲）

209

ＣＨＥＣＫ
（評価）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
R4年度

当初予算額
（千円）

R4年度
決算額
（千円）

ＡＣＴＩＯＮ
（成果指標を達成するために

今後実施すること）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

政策調整課

　ふるさと納税の新たな記念品として、情報
番組内の「ひたすら試してランキング」とい
うコーナーで、BOXティッシュ部門で1位を獲
得した河野製紙㈱の「絹雲ティシュ」を追加
しました。成城石井の「マクロビクッキー」
3種と翁の郷の「島田造りざるうどん」2種も
追加しました。
　市ホームページのトップページバナーを、
季節に応じたふるさと納税記念品に変更しま
した。

a 達成

　市の特産品を全国に発信するために、
ふるさと納税の記念品の充実を図りま
す。
　記念品の安定供給と新商品の開拓及び
新規協力事業者の確保を行います。
　新たなふるさと納税ポータルサイトの
導入を検討します。

5,000 7,512

広報広聴課

　ＳＮＳ、公式ホームページ、テレビ埼玉
データ放送等の媒体を活用して、市政情報、
イベント情報、市の様々な情報や魅力を発信
することができました。
　また、うたやの森フェスティバルの開催時
期に合わせ約1か月間、蓮田駅の発車メロ
ディをオリジナルメロディに変更しました。

b 一部達成
　各種事業やイベント等に関することに
ついて、今後も様々の媒体を活用し、多
角的に市の魅力を発信していきます。

944 943

R4年度
決算額
（千円）

210
シティセー
ルスの推進

　ふるさと納税の記念品の充実を
図り、市の特産品を全国に発信し
ていく。
　ＳＮＳや公式ホームページを活
用した情報発信、蓮田駅オリジナ
ル発車メロディへの変更や蓮田探
検ガイドツアーの実施、テレビ埼
玉のデータ放送を活用した情報発
信など、より広く市のＰＲ、魅力
発信を行っていく。

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

広報広聴課

　新たな広報大使に蓮田市出身のアニソンシ
ンガーYURiKAさんを加え、市のＰＲ活動を推
進しました。
　また、本庄市で開催された「はにぽんフェ
スティバル」や東京ドームで開催された「ふ
るさと祭り東京」に、はすぴぃお散歩隊が参
加したほか、映画「翔んで埼玉2」の撮影へ
のはすぴぃの参加、新たなはすぴぃキャラク
ターグッズの制作・販売などを通して、シ
ティセールスを行いました。

b 一部達成

　引き続き、はすぴぃ及び広報大使を活
用したイベント等への積極的な参加、Ｓ
ＮＳでの発信、人気グッズの開発、各種
メディアへの露出、その他の発案をもっ
て、シティセールスを推進します。

1,366 1,018

商工課

　Pasar蓮田内の旬撰倶楽部にてはすぴぃ
グッズを販売し、はすぴぃを活用したシティ
セールスを行いました。
　うたやの森フェスティバル、さくらまつり
にてはすだ観光協会がはすぴぃグッズの販売
で出店しました。

a 達成

　市内外のイベント等において、はす
ぴぃグッズの販売を行うとともに、シ
ティセールスを行います。
　観光協会が実施する事業の支援を行っ
ていきます。

1,000 1,000

パブリック
コメント制
度の充実

　市民と行政の協働によるまちづ
くりを推進するため、引き続き関
係する各課にパブリックコメント
の実施を働きかけ、市の基本的な
施策に関する計画や条例の策定段
階で市民から意見を募集する。
　また、パブリックコメントの意
義、手法などについて、庁内に周
知する。

広報広聴課

　令和4年度は、計画(案)9件に対して、199
名から意見が寄せられました。当制度は、そ
の対象となる計画及び条例に影響する重要な
制度のため、担当課が制度の趣旨及びルール
を順守し、しっかりと実施するため、庁内へ
の啓発の事務連絡を複数回実施しました。

a 達成

　市の基本的な施策に関する計画等を作
成する過程における公正の確保と透明性
の向上を図るとともに、市民との協働に
よる開かれた市政を推進するため、引き
続きパブリックコメントを実施していき
ます。
　また、当制度が適正に運用されるよ
う、庁内に制度の趣旨や手続きのルール
について、啓発を継続的に実施します。

0 0212

211

マスコット
キャラク
ターや広報
大使を活用
したシティ
セールス推
進事業

　マスコットキャラクター「はす
ぴぃ」の着ぐるみ、グッズ、デザ
インやはすだ広報大使「にゃんた
ぶぅ」を活用し、市のＰＲを市内
外で積極的に行う。
　また、はすだ観光協会が製作し
ているはすぴぃグッズをふるさと
納税返礼品として登録し、市及び
観光協会のＰＲを行う。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策２．情報共有・情報発信

施策（３）広聴・広報の充実

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

政策調整課 0 0

広報広聴課 1,652 1,651

6
（再掲）

定住・子育
て応援促進
サイトの運
営事業

　公式ホームページについて、次
期システムの検討、構築を行う。
並行して、定住促進サイト「ちょ
うどいい蓮田」について、アクセ
ス数の増加を図るため、内容を充
実させていく。

　令和6年度に予定しているホームページリ
ニューアルにおいて、魅力的なサイトの構築
が可能となるよう、ホームページ推進員から
意見聴取をするなどして、次期契約(R5年度)
に向けた検討を進めました。

　現行サイトにおいて、記事・写真の充
実、更新を実施します。また、令和6年度
からのホームページリニューアルに向
け、次期システムの契約、サイトの構築
を進めます。

c 未達成
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

行政改革等
推進事業

　平成３０年度から令和４年度を
計画期間とする第七次行政改革大
綱及び蓮田市第七次行政改革実施
計画に基づき、効率的・効果的な
行政運営を推進していく。

政策調整課

　7月21日に開催した行政改革推進委員会に
おいて、令和3年度実績報告並びに令和4年度
事業内容について説明し、委員から意見等を
いただきました。
　第8次行政改革大綱について、行政改革推
進委員会に諮問し、その答申を受け、第8次
行政改革大綱と第8次行政改革実施計画を策
定しました。

a 達成
　第8次行政改革大綱及び実施計画の進行
管理を行い、効率的・効果的な行政運営
を推進していきます。

250 137

人材育成推
進事業

　人づくり広域連合研修や三市一
町共同研修への参加を通じて、市
職員としての意識改革を図り、接
遇・資質の向上を目指す。
　職場環境づくりの方策として、
メンタルヘルス相談・ストレス
チェックを行い、健康的に働ける
職場づくりに努める。
　人事評価研修を実施し、人事評
価システムを推進する。

秘書課

　新規採用職員、中堅職員、管理職職員な
ど、本人の置かれている立場に応じ、人づく
り広域連合や三市一町共同研修会主催の研修
に職員を派遣しました。
　毎月1回、産業医による健康相談を実施
し、職員の健康維持をサポートしました。
　また、メンタルヘルスの観点から、電話及
びメールによる相談を常時実施するととも
に、毎月1回、面接相談の機会を設けまし
た。
　ストレスチェックを実施し、その結果が高
ストレス者だった職員に対し、希望により産
業医による面談を実施しました。

a 達成

　引き続き計画的に研修を実施すること
で、職員のスキルアップ及び意識改革へ
と繋げていきます。
　また、産業医健康相談やメンタルヘル
ス相談は継続して実施し、職員の健康管
理に努めます。併せて、メンタルヘルス
不調の未然防止を目的にストレスチェッ
クも実施します。
　心の病が原因で休職となっている職員
に対して、主治医への面談や専門家への
相談を実施し、復職に向けた支援を行っ
ていきます。

6,106 5,473

財政健全化
事業

　総合振興計画を着実に推進でき
るように、財政健全化に努める。
将来負担比率と実質公債費比率の
バランスを考慮し、借入れをする
場合には、借入れの利率と償還年
数、年度ごとの償還額に留意する
とともに、できる限り交付税措置
のある起債を選択するなど、次世
代へ過度の負担にならないように
努める。

財政課

　借入利率は、民間と比べ利率が低い公的資
金から借入れできるよう、全て県と協議を行
いました。償還年数は、起債対象施設の耐用
年数と借入額に応じて、後年度負担を考慮し
設定しました。また、交付税措置のある地方
債を優先して借入れを行い、財政の健全化に
努めました。
　最終借入日は令和5年5月25日とし、借入総
額は948,760千円（前年度繰越分63,600千円
含む）です。

a 達成

　第５次総合振興計画を着実に推進する
とともに、令和５年度（当初予算額
732,100千円）借入する際には、借入利率
や償還年数、年度ごとの償還額に留意す
るとともに、できる限り交付税措置のあ
る地方債を選択するよう努めます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

213

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

214

215
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（１）計画的・効率的な行財政運営

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

総合行政シ
ステム整備
事業

　標準パッケージソフトのノンカ
スタマイズ運用を堅持することに
より、制度改正やシステム更新時
の人的・経済的負担を最小限に抑
え、低コストかつ効率的な運用を
推進する。
　令和３年度から行田市と自治体
クラウドに移行し、安定したサー
ビスとコストの削減を図る。

電算課

　ノンカスタマイズ運用を堅持し、効率的な
総合行政システムの運用を行いました。ま
た、行田市との埼玉県自治体共同利用システ
ム連絡会を定期的に開催し、構成団体との強
化を図っております。自治体情報システムの
標準化、ＤＸ計画の策定状況など意見交換を
行いました。

a 達成

　引き続き、ノンカスタマイズの方針を
継続します。また、自治体共同クラウド
の構成団体である行田市との連携を密に
し、総合行政システムの安定した運用と
コストの削減を図ります。
　また、情報システムの標準化につい
て、国の動向に注視しながら適切に対応
していきます。

183,948 185,192216
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（２）施設の計画的な管理

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

庶務課

　計画の進行管理を行うため、施設所管課に
対し、計画に基づく実績の取りまとめを行い
ました。建物の老朽化に伴い現業倉庫棟の屋
根・外壁の改修工事を実施しました。

a 達成

　引き続き蓮田市公共施設等総合管理計
画及び蓮田市公共施設個別施設計画が計
画に基づく運用が行えるよう、関係各課
と連携を図り、進行管理を行っていきま
す。

0 50,424

関係各課
（長寿支援
課）

　老人福祉センターでは空調機器の修繕等を
行いました。（No.88と内容重複）

a 達成

　利用者の安全配慮、利便性向上のた
め、指定管理者と連携しながら、計画的
に修繕等を行い、施設の維持管理に努め
ます。（No.88と内容重複）

0 0

関係各課
（教育総務
課）

　蓮田市立小中学校施設長寿命化計画に基づ
き、学校施設の総合的かつ計画的な維持管理
に努めました。（No.63と内容重複）

a 達成

　蓮田市立小中学校施設長寿命化計画に
基づき、学校施設の総合的かつ計画的な
維持管理に努めます。（No.63と内容重
複）

0 0

関係各課
（社会教育
課）

　図書館裏の駐車場の地下において、排水ポ
ンプ1台の交換工事を行いました。
　これにより地下貯留水施設の排水が、安全
確実に行えるようになります。

a 達成
　今後も予算と相談しつつ、必要に応じ
た図書館施設の維持管理を行っていきま
す。

1,965 1,584

関係各課
（文化ス
ポーツ課）

　「蓮田市総合市民体育館大規模改修及びサ
ブアリーナ増築工事設計委託」を発注し、基
本設計を実施しました。

a 達成

　総合市民体育館については、大規模改
修及びサブアリーナ増築工事について、
実施設計を進めていきます。
　総合文化会館については、総合管理計
画等に基づき、施設の良好な維持管理に
努めます。

12,494 3,963

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画 R4年度
決算額
（千円）

　蓮田市公共施設等総合管理計画
及び蓮田市公共施設個別施設計画
の方針に基づき、総合的かつ計画
的な維持管理を行う。

インフラ維
持管理の効
率的なマネ
ジメントの

実施

217

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（３）民間活力の導入

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

中央公民館
パーキング
システム導
入・活用事
業

　民間活力の導入による効率的な
行財政運営実現のため、中央公民
館隣接の駐車場にパーキングシス
テムの導入を推進する。このシス
テムを導入するために、令和４年
度に駐車場設計業務委託を行い、
また令和５年度に駐車場整備工事
を行う。

社会教育課

　6月10日、落札業者との委託契約を締結し
ました。6月17日に中央公民館にて消防課職
員合同で第1回打合せ会議を開催し、業務内
容の進め方の確認、民間活力等導入可能性調
査においては事業手法の説明、自動精算シス
テムの検討、社会資本整備総合交付金の活用
について打ち合わせを行いました。
　第3回打合せ会議では、測量成果をもとに
実施設計条件の確定(耐震性貯水槽設置含
む)、概算工事費の算出について協議しまし
た。第4回打合せ会議では、市営駐車場実施
設計、民間活力等導入可能性調査の内容につ
いて協議を行い、設計業者による民間活力等
導入可能性調査ヒアリングが行われました。
第6～8回の打合せ協議を行い、駐車場舗装の
路盤の厚さ決定のための調査を実施して設計
に反映させました。また、駐車場整備のため
の土地移管を行って分筆測量等手続きを進
め、隣宅の環境事前調査(地盤変動調査)につ
いても進めました。

a 達成

　令和6年度の供用開始に向け、近隣宅の
環境事前調査（地盤変動調査）、施工監
理委託を進め、市営駐車場整備工事を推
進してまいります。

13,000 4,466

小・中学校
水泳指導民
間連携事業

　学校における水泳の授業につい
て、民間施設の使用、バスによる
送迎、水泳授業における補助指導
などを行う。

教育総務課
　黒浜中学校及び蓮田南中学校において、水
泳指導民間連携事業を実施しました。

a 達成

　引き続き、黒浜中学校及び蓮田南中学
校において水泳指導民間連携事業を実施
するほか、実施校拡大に向けた検討を行
います。

7,493 4,993

R4年度
決算額
（千円）

53
（再掲）

第５次総合振興計画
ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＣＨＥＣＫ
（評価）

218
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策３．健全・効果的な行財政運営

施策（４）行政組織の効率化・人材育成

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

政策調整課

　2月に「蓮田市定員適正化計画（第4次）」
の改定版を作定しました。
　計画中に定数外職員を定め、令和5年4月1
日は計画人数に変更はなく、令和6年4月1日
と令和7年4月1日は500人とする計画としまし
た。
　令和5年4月1日時点の実績は476人であり、
定員適正化計画の目標数値495人に対して19
人不足していました。

c 未達成
　計画に沿った人員配置を行うことによ
り効率的な行政運営を図ります。

0 0

秘書課

　定員適正化計画に沿った計画的な職員採用
を実施しました。
　女性活躍推進法に基づき策定した「蓮田市
特定事業主行動計画」に基づき、女性職員の
活躍を継続して推進しました。
　次世代育成支援対策推進法に基づき策定し
た「蓮田市特定事業主行動計画」に基づき、
子育てしやすい職場環境づくりに努めまし
た。

a 達成

　引き続き、定員適正化計画に沿った計
画的な職員採用を実施します。
　再任用職員及び会計年度任用職員の適
正な配置を行います。
　定年延長制度が導入されることから、
更なる適正な人員配置に努めていきま
す。
　各特定事業主行動計画の進行管理を
行っていきます。

32,951 25,692

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＰＬＡＮ

　社会情勢等の変化に迅速に対応
できる執行体制を目指し、定員適
正化計画や特定事業主行動計画の
進行管理を行う。
　令和３年度から令和７年度まで
を計画期間とする第４次蓮田市定
員適正化計画に基づき、適正な任
用を行う。
　令和２年度から適用の会計年度
任用職員制度について、適正な任
用を行う。

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

R4年度
当初予算額
（千円）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画

219

蓮田市定員
適正化計画
及び蓮田市
特定事業主
行動計画の
進行管理
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

政策調整課

　第36回から第38回の利根地域の未来を考え
る政策プロジェクト会議が開催され、利根版
グリーンツーリズム（地産地消ツアー）事業
の業務委託先をプロポーザルで選定しまし
た。

b 一部達成

　新型コロナウィルス感染症の状況を見
極め、引き続き、近隣市町や利根地域振
興センターと連携し、地域活性化事業を
推進します。

0 0

広報広聴課
　コロナ禍のため、従来のような事業やその
ための検討会議等は実施しませんでした。

c 未達成

　コロナ禍の収束状況を見ながら、可能
な事業を近隣市町等との連絡調整を経て
行っていきます。イベント等の開催の際
には、協力して各市町の魅力発信を行っ
ていきます。

0 0

広報広聴課

　松川町の職員が来庁し、松川町産の木材を
使った木製棚の寄贈を受けました。木製棚
は、松川町のＰＲコーナーとして活用してい
ます。
　また、うたやの森フェスティバルでは、松
川町特産のリンゴの販売を行なうなど、人的
交流と友好姉妹都市のＰＲを行うことができ
ました。

b 一部達成

　友好姉妹として、交流を深められるよ
う情報交換を進めるとともに、コロナ禍
の収束状況を考慮しつつ、相互のイベン
トへの参加など直接交流の増加を図りま
す。

81 25

学校教育課
　オンライン交流について打ち合わせを実施
し、2学期に各学校でオンライン交流を行い
ました。

b 一部達成

　R5年度に向け、事業実施の計画をもと
に、松川町との連絡調整を行い、交流事
業の実施に向けて検討、学校へ情報提供
を行います。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

第５次総合振興計画

221

長野県松川
町（遠隔地
自治体）等
との友好交
流

　友好姉妹都市の盟約を締結して
いる長野県松川町と、友好と親善
の絆を深め、将来に向けて両自治
体が協調した発展を目指し、官民
問わずさらなる交流を深めてい
く。
　また学校関係でも、小学生の視
野を広げリーダーとなる人材を育
成することを目的に毎年お互いの
まちを訪れ、さまざまな体験を通
しながら親交を深めていく。

220
近隣市町連
携事業

　埼玉県利根地域振興センターや
同管内市町、その他近隣市町と連
携して、地域活性化事業を推進す
るとともに、市外でシティセール
スのイベント等を合同で行い、人
口増加策の推進を図る。
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

第５次総合振興計画

障がい者支
援体制の確
立（地域生
活支援事
業）

　障害者の日常生活及び社会生活
を総合的に支援するための法律に
基づき、障がい者が自立した日常
生活または社会生活を営むことが
できるよう、相談支援事業、コ
ミュニケーション支援事業、日常
生活用具給付事業、移動支援事
業、日中一時支援事業等を実施す
る。
　地域生活広域支援事業について
は、令和５年度に幹事市として事
業者と委託契約等を行う。委託金
額については構成市町により分担
する。

福祉課

　地域生活支援事業にかかるサービスの給付
状況に注意し、適正な予算執行を行いまし
た。
　手話奉仕員養成講座（入門）について、新
型コロナ感染症拡大防止に努めながら講座を
実施し、全行程を終了することができまし
た。7人が受講し、6人に修了証を交付しまし
た。
　埼葛北地区地域自立支援協議会構成市町で
共同設置した「障害者差別解消支援地域協議
会」の幹事市として、協議会を2回開催しま
した。障害者差別に関する専門家の講演や事
例発表、障害者差別解消法等に関するヒアリ
ング調査の結果報告を行い、差別解消に向け
た取り組みについて理解を深めることができ
ました。

a 達成

　障がい福祉サービスのニーズを把握す
るとともに、給付状況を精査し、適正な
予算執行に努めます。
　地域生活支援拠点が円滑に運営される
よう、3市2町（蓮田市、幸手市、白岡
市、宮代町、杉戸町）、圏域内の事業所
と連携を強化し、8050問題等に適切に対
応していきます。
　令和5年度は埼葛北地区地域自立支援協
議会の幹事市として、圏域における障が
い福祉行政推進のため適正な協議会運営
に努めます。

68,618 63,517

在宅医療・
介護の連携
体制の充実

　医療と介護の両方を必要とする
状態の高齢者が、住み慣れた地域
で自分らしい暮らしを人生の最期
まで続けることができるよう、在
宅医療と介護を一体的に提供する
ため必要な支援を行う。
　事業の推進にあたっては、医師
会、歯科医師会、薬剤師会及び介
護事業所などの医療・介護関係機
関や関係市町村などと緊密に連携
し、多職種連携・協働による包括
的かつ継続的なサービスの提供を
可能とする環境整備を推進する。

在宅医療介
護課

　在宅医療・介護資源実態調査を実施し、一
体的なサービス提供のための情報冊子「在宅
医療・介護連携ガイド」の更新を行いまし
た。
　「地域包括ケア推進代表者会議」を2回開
催し、在宅医療・介護連携の課題の抽出と対
応策の検討を行いました。
　在宅医療・介護専門職の研修会をWebで3回
実施し、関係者の資質向上と情報の共有を図
りました。
　地域住民への在宅医療、ACPの普及啓発と
してエンディングノートの活用説明、市民講
座、出前講座等を行いました。
　南埼玉郡市医師会に委託し、在宅医療介護
の相談窓口を設置して専門的な相談に対応す
るとともに、「入退院支援ルール」を策定し
ました。

a 達成

　地域資源の整理のため、「在宅医療・
介護連携ガイド」を作成します。
　「地域包括ケア推進代表者会議」は、
地域包括ケア推進体制の構築を目指し、
課題への対応策を検討します。
　二市一町共同実施（白岡市、宮代町）
として、近隣で共通する課題について在
宅医療介護関係者向けの研修会を実施し
ます。
　市民への普及啓発として、エンディン
グノートの改訂作業を実施し、重版した
エンディングノートを用いて講座などを
開催し、継続してACPの普及に取り組みま
す。
　三市一町（久喜市、白岡市、宮代町）
で南埼玉郡市医師会に委託し取り組む南
埼玉郡市在宅医療・介護連携推進事業に
ついて、「入退院支援ルール」の運用・
周知をすすめ、在宅医療介護の推進を図
ります。

5,167 4,634
92

（再掲）

84
（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（１）関係自治体との連携

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

基本政策６

主要事業
№

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

ＰＬＡＮ
R4年度

当初予算額
（千円）

第５次総合振興計画

蓮田白岡衛
生組合運営
事業

　蓮田市と白岡市の２市で構成し
ている衛生組合の効率的・効果的
な運営に努め、廃棄物の安全な処
理を行う。

みどり環境
課

　衛生組合の議会及び課長会議への出席、蓮
田市・白岡市・衛生組合の3者による事務研
究会において、情報・意見交換等を行いまし
た。

a 達成

　衛生組合の議会及び課長会議への出
席、蓮田市・白岡市・衛生組合の3者によ
る事務研究会での情報・意見交換等を継
続します。

699,297 699,025
183

（再掲）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

彩の国ロー
ドサポート
制度の推進

　埼玉県管理道路の歩道部分にお
いて、住民と行政が協力して、快
適で美しい道路環境づくりを推進
する。

道路課

　ロードサポート制度・活動団体・支援者募
集チラシ及びロードサポートニュースを配布
し、制度のPR・参加団体募集に関して周知に
努めました。

a 達成
　引き続き、制度のPR・参加団体募集に
関して周知を行っていきます。

0 0

R4年度
決算額
（千円）

222

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

政策調整課

　新型コロナウィルス感染症防止のためイベ
ント等の事業は実施できませんでしたが、第
5次総合振興計画審議会に委員として出席し
ていただきました。

b 一部達成

　引き続き、教育関係機関との連携事業
を行います。
　市、のくぼ通り周辺商店街、人間総合
科学大学の3者協働によるまちづくり活動
推進のためのイベントを開催します。

0 0

社会教育課

　8月11日、子ども講座「ヤマトシロアリは
何を頼りに歩いているのか？」（講師：福嶋
仁一先生）を開催し、参加者は、親子6組13
名でした。
 11月12日、蓮田駅西口行政センターにて蓮
田市中央公民館・日本薬科大学連携事業
「「薬膳教室」目からウロコ！眼の疲れと良
い睡眠は食事で解決！！」（講師：糸数七重
先生）を開催し、定員8名のところ140名の応
募がありました。
　2月12日蓮田市中央公民館・人間総合科学
大学連携事業「子ども講座」「たべものや栄
養のふしぎについて」（講師：貝原奈緒子先
生）を開催し、参加者7人でした。
　2月16日に日本薬科大学との連携で市民大
学・健康学科「シニア健康講座」「漢方のウ
ソとホント」（講師：新井一郎教授）を開催
し、参加者26人でした。
　3月17日に人間総合科学大学との連携で
「健康長寿と食事・生活‐元気に暮らす！」
（講師：白石弘美教授）を開催し、参加者26
人でした。

a 達成

　新型コロナウイルス感染症の感染症法
の位置づけが「5類感染症」に変更したこ
とを踏まえ、引き続き大学との連携協力
に関する包括協定を活用し、多様な講座
が展開できるよう努めてまいります。

75 66

　大学等と連携して事業を推進す
ることで、多様化する市民ニーズ
に応じる。
　包括協定を締結している人間総
合科学大学及び日本薬科大学と連
携事業を推進する。
　また、蓮田松韻高校や市内の教
育機関等とも同様に積極的に交流
を図る。

教育機関等
連携事業

223
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

政策調整課

　6月10日にベルーナドームにて開催された
西武ライオンズのフレンドリーシティ感謝
デーのイベントに参加し蓮田市とはすぴぃの
PRを行いました。
　11月16日に蓮田市と住友生命保険相互会社
との包括連携協定を締結しました。
　連携事業について、各連携先との取り組み
メニューを庁内に周知し、民間活力を活用し
てゼロ予算で行うことができる事業の拡大を
図りました。

a 達成

　新型コロナウィルス感染症の状況を見
ながら、引き続きフレンドリーシティに
基づく事業を実施します。
　民間企業との包括連携協定を活用し
て、連携事業を進めていきます。

0 0

危機管理課

　市と人間総合科学大学及び蓮田市商工会と
の共催により、11月13日に「ローリングス
トック」をテーマとした公開講座を開催し、
86名の参加がありました。

a 達成

　民間企業等の技術やノウハウを生か
し、市の災害対策の充実化が図れるよ
う、様々な分野の協定について、研究や
検討をしていきます。

0 0

商工課
　10月28日から30日まで、JR東日本・伊奈町
観光協会・埼玉新都市交通（株）と連携して
「駅からハイキング」を実施しました。

a 達成
　引き続き、民間企業等との連携事業を
行っていきます。

0 0

　民間企業と連携することで民間
企業の長所を生かした事業を推進
し、時代に合った行政サービスの
提供に努める。
　民間企業等と包括連携協定を締
結し、官民連携、協働のまちづく
りを進めていく。

民間企業等
連携事業

224
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地域活動が活性化されたまちをつくる
政策４．関係自治体・関係機関との連携

施策（２）関係機関との連携

主要事業名 内容（R4年度） 担当課 課別

R4年度
決算額
（千円）

ＣＨＥＣＫ
（評価） ＡＣＴＩＯＮ

（成果指標を達成するために
今後実施すること）

ＤＯ
（R4年度中に実施したこと）

基本政策６

主要事業
№

第５次総合振興計画
ＰＬＡＮ

R4年度
当初予算額
（千円）

政策調整課

　5月9日、バス転回場の進捗状況について、
情報の共有を図るため、関連各課が集まり会
議を開き、5月13日に朝日自動車と打ち合わ
せを行いました。
　6月2日に東埼玉病院を訪問しました。
　8月8日に関東財務局国有財産管理官を訪問
し東埼玉病院周辺整備の近況報告を行いまし
た。
　1月27日、進捗状況や今後のスケジュール
や課題について情報共有するため、庁内関係
各課の会議を開き、2月6日と2月24日に東埼
玉病院と協議を行いました。

d その他

　東埼玉病院敷地内財務省用地に関し、
引き続き関東財務局と協議及び情報収集
を行います。
　同病院敷地の活用範囲を病院側と協議
し、その使用方法等を含め検討します。

0 0

みどり環境
課

 バス路線の延伸に向け、バス転回場を整備
するため、東埼玉病院と打合せを行いまし
た。また、計画地の測量及び設計業務委託に
着手し、設計内容等について東埼玉病院及び
バス事業者と打合せを行いました。

b 一部達成
　バス転回場供用開始及びバス路線の早
期延伸のため、関係各課と共に検討を
行っていきます。

0 0

小・中学校
水泳指導民
間連携事業

　学校における水泳の授業につい
て、民間施設の使用、バスによる
送迎、水泳授業における補助指導
などを行う。

教育総務課
　黒浜中学校及び蓮田南中学校において、水
泳指導民間連携事業を実施しました。

a 達成

　引き続き、黒浜中学校及び蓮田南中学
校において水泳指導民間連携事業を実施
するほか、実施校拡大に向けた検討を行
います。

7,493 4,993

社会福祉協
議会との連
携強化によ
る福祉サー
ビスの充実

　社会福祉サービスの拠点である
社会福祉法人蓮田市社会福祉協議
会と市が連携を強化し、迅速かつ
効率的な福祉サービスの充実を図
る。

福祉課

　蓮田市社会福祉協議会の運営に対し、補助
金を交付しました。
　それにより、社会福祉協議会では、様々な
事業を実施し、福祉サービスの推進及び充実
を図ることができました。
　就労支援センター事業について、社会福祉
協議会に委託し、関係機関と連携して障がい
者の就労支援を行いました。

a 達成

　今後も運営費補助金を交付し、実施予
定の事業の確認や情報共有を図り、密接
な連携や協力をすることで、地域福祉の
推進に努めていきます。
　引き続き、社会福祉協議会に就労支援
センター事業を委託し、適切な就労支援
を行います。

79,729 79,729

53
（再掲）

80
（再掲）

225
東埼玉病院
周辺の活用
の検討

　独立行政法人国立病院機構東埼
玉病院周辺地域の有効な活用に向
けて、関東財務局等との関係機関
と調整し検討を行う。
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